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＃01【ヴァーチャルが好きすぎてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

「これからのわたしは、ヴァーチャルに生きるのですー！」

　メイド服の暗殺者アサシン、

　といえば何を言ってるか分からないと思うが、実際このＭＭＯＲＰＧ、

【ゼクスヴェルトオンライン】では職業ジヨブに左右されない装備というものが多数用意されている。なのでそういった姿のプレイヤーも珍めずらしくはない。

　そんなわけでもう一度言うが、フリフリのメイド服に身を包つつんだふんわり髪がみの暗殺者アサシン、【ましゅー】は両りよう拳こぶしをグッと胸の前で握にぎり、突とつ然ぜんそんな事を言い出した。

「ヴァーチャルに生きるのですー！」

「あの……二度も言わなくてもちゃんと聞こえてるからね？」

　そう答えたのは【リエル】な姿の俺おれ。

　あ、リエルっていうのは俺、鷺さぎ宮みや慧けい太たが操あやつる女の子アバターの事ね。白しろ髪かみで清せい楚そ且かつ可か憐れんな聖職者クレリツクなのです、ハイ。

　それで今の状じよう況きようなんだけど……

　ここはギルドハウス。

　室内には俺とましゅーの二人だけ。

　夜もだいぶ更ふけ、他ほかのギルドメンバー達たちが眠ねむ気けに負けてログアウトしてしまった時分。

　ましゅーはそれを確かく認にんするや否いなや、唐とう突とつにそんな事を叫さけび出だしたのだった。

「ヴァーチャルに生きるというのは、ヴァーチャルが好きすぎてヤバイということですー」

「ええっと……よく分かんないんだけど？」

　変なテンションのましゅーに俺が不安な面おも持もちで尋たずねると、彼かの女じよは沸わき立たつ思いを抑おさえられないといった感じで肩かたを震ふるわせ始はじめる。

「ふっふっふっ、わたしは決めたのですー！　これからはゼクスをガンガン進めていくって。ストーリーもちゃんとやって、ミッションとかクエストとか全部やっちゃうのですー。そう、わたしの生きるべき場所はここにあるのですー！　ですから早さつ速そく、何か一いつ緒しよにやりませんかー？　どんな敵が来ても全部わたしが八やつ裂ざきにしちゃいますよー？　えへへっ」

　……なんだろうね、これ。

　普ふ段だんはふんわりおっとりしている彼女が、ここ最近やたらとハイテンションのように感じる。

　それはさておき、さすがに俺もそろそろ落ちたい。明日も朝からバイトがあるし。

　なのであんまり期待せずに言ってみた。

「ねえ、ましゅーもそろそろ落ちたほうがいいんじゃない？」

「どうしてですかー？」

　全く疑問に思っていない様子。予想通りといえばそう。

「どうしてって、ある程度プレイし続けてたら普ふ通つうは休きゆう憩けいを取るもんだよ？」

「でもわたし、ヴァーチャルに生きるって決めたんです」

「うん、見事に話が噛かみ合あってないね！」

　言いながらも、その言葉が気になる。

　――ヴァーチャルに生きる？

　それって〝ヴァチャ充〟って事??

　それなら俺もなってみたいな。

　だってここ最近、現実リアルではとんでもない事ばかり起きて生きるのが辛つらいんだもの。真しん剣けんにヴァーチャルにひきこもりたいとさえ思う。

【姫ひめ】とはあんな事があったせいでなんだか気まずいし、それで言えば【リコッタ】なんか毎日家で顔合わせるわけだからもっと気まずい。加えてスーパーストーカーの美み咲さきさんが俺ん家ちの周りを徘はい徊かいしてるときてる。こんなの生きた心ここ地ちがしない。

　だからましゅーが言った言葉に興味が無いわけじゃないんだ。

「それでそのヴァーチャルに生きるって何？　どうしてそんな事急に言い出したの？」

　俺が尋ねると彼女の表情が嬉き々きとしたものに変わってゆくのが分かる。

「そのまんまの意味でヴァーチャルで楽しく生活するって事ですよー。ほら、この前のバージョンアップで楽しそうな新クエがいくつか増えたじゃないですか。やってみたいと思いません？　報ほう酬しゆうに珍しいアイテムとかもありましたしー。あとアイテム関係で言えば職業ジヨブ専用装備を揃そろえる旅っていうのも面おも白しろいですよ？　たまには遠出してみるのも新しん鮮せんな感じですし。ああっ、そうです！　遠出で思い出しました！　リエルちゃんってまだ基本職ですよね？　だったらクラスチェンジのイベントを手伝うのもまたいいですね！　条件的に結構な長旅になるかもしれないですけれど。あーいえいえ、もちろん経験値をもりもり稼かせぐレベル上げもどーんと来いですよー？　でも本当の事を言うと、その長旅の合間にリエルちゃんとＢＬ本みたいな事ができるならなんでもいいんですけどねー」

「さて、ログアウトしよっと」

「ええー!?　がくっ……」

　ましゅーは大おお袈げ裟さに驚おどろいた後、その場でがっくりと項うな垂だれてしまった。

「それに今はどうみても女の子同士だから。ＢＬとかって雰ふん囲い気きじゃないから」

「心はいつもＢＬですー」

「意味分かんないし！　それよりほら、ましゅーも一緒に落ちるんだよ？」

「えー」

「そうは言うけどましゅーってば、ここ最近全然寝ねていないでしょ？」

「そっ、そんなこと無いですよー？」

　orz状態でいた彼女の体がビクッと反応する。

「いくらアバターでも誤ご魔ま化かせないよ？　さっきみんながログアウトする前に町の入口の所で雑ざ魚こモンスターにからまれたじゃない？　あの時の戦せん闘とうでの立ち回り、一見きっちりこなしているように見えたけど最後足あし下もとがフラフラしてたし」

「そ、そうですかー？　でも全然平気ですよー。それに〝いつもの事〟じゃないですかー」

　そう、彼女がログアウトせずにゼクスに入いり浸びたってるっていう光景は今日に始まったわけでもなく〝いつもの事〟だ。

　ましゅーはログイン時間なら廃はい人じん級きゆうのプレイヤー。一日中、ヘタすると丸二、三日ログインしっぱなしでいる事がある。この前は五日連続なんていう最長記録を叩たたき出だしていたくらいだ。

　でもいつもの事だからってそれでいいわけじゃない。

　それに今日の彼女は格別様子がおかしい。

　努めてテンションを高く保っているというか、空元気というか……そんな感じ。

　現に今も取とり繕つくろってはいるが動どう揺ようは隠かくせていない。

「とにかく今日は休んだ方がいいよ」

「ですよねー」

　ましゅーは軽い口調で呟つぶやいた。そして、

「リエルちゃんはわたしの事を心配して言ってくれてるんですものねー。そう思うととても嬉うれしいです。この嬉しい気持ちを持ってわたしは遠い所に旅立とうと思います。大だい丈じよう夫ぶ、リエルちゃんからもらったこの思いさえあれば怖こわくないです。きっとちゃんと死ねます！」

「ちょい待ったー！　なんで死ぬ!?」

「だって今、休んだ方がいいって言いましたよねー？」

「誰だれも永遠のお休みをお勧すすめしたわけじゃないからね！　寝てね？　って言っただけだから！」

「そうなんですかー？　でもわたしにとってゼクスから離はなれる事は死んだも同然の事なのですー。そうなるくらいなら本当に死んだ方がましなのですー」

「いやだったらちゃんと休まないと、そのゼクスさえ続けられなくなっちゃうよ？」

「はあ、そうですね」

　やっと納なつ得とくしてくれたのか？

「でも」

「ん？」

「でも今晩だけは……落ちたくないんです♡」

　えーと……そんなふうに頬ほおを染めて、

「今日は帰りたくないんです……わたし」

　みたいな感じで言われてもなあ……。

　身み悶もだえしちゃうじゃないか！

　俺はこういう時の彼女にオールで付き合うっていうケースが以前から時々あった。だから特段珍しい事でも無い。

　それにさっきも触ふれたように、今日のましゅーは微び妙みようにテンションがおかしいところがあるし……。うーん、もうちょっとだけ様子を見てみようか。

　一時間くらいで何も無さそうだったらそれで落ちよう。

「じゃあ、ちょっとだけ付き合うよ」

「わー♪」

　ましゅーは心底嬉しそうに微ほほ笑えんだ。

「軽めにレベル上げでいい？」

「いいですね！　全然いいですよ！　これから先、強大な敵に立ち向かうにはステータスアップが必要ですものね！　わたし、すぐ近くでなかなか良い狩かり場ばを知ってるんです。そこに行ってみましょうかー」

「え、ああ、うん……」

　そんなわけで俺は、ウマーな狩り場を知っているという彼女の後に続いてギルドハウスを後にした。




×　×　×




　ましゅーと共にやってきたのは【始まりの森】を西に抜ぬけてすぐの所。

【粘ねん糸しの岩戸】と呼ばれる岩穴だった。

　岩穴自体はそう深くなく、大きく口を開けた穴にはその名の如ごとく、ねばねばーっとした糸が蜘く蛛もの巣のように張はり巡めぐらされていた。

　このねばねばの正体は、岩戸の周りをのそのそと這はいずり回まわる芋いも虫むしモンスター、

【カーニヴォーキャタピラー】によるものだ。

　現に今も「シャギャァッ」と尖とがった顎あごから奇き声せいを発し、口から糸を吐はき出だしている姿が見える。

　キャタピラーは一ひと抱かかえほどある巨きよ大だいな芋虫で、表面は白くてぷにぷにとしている。歩く度たびに波打つ皮ひ膚ふと、ぬちゃぬちゃと音を立てて進む多足は正直言って気持ち悪い。目を背そむけたくなるレベルだ。

　これが岩戸の周りに群れをなしているわけだから、ちょっと……ねえ？

　でもここに到とう着ちやくするなりましゅーは、

「かわいいですねー♪」

　なんて言ってた。相変わらず彼女の感覚が良く分からない。

「で、ここがましゅーの言ってた狩り場でいいの？」

「ええそうですー。この間、某ぼう情じよう報ほう掲けい示じ板ばんでこの場所が話題に出ていたのを見かけたのですー。丁度わたし達くらいのレベルで美お味いしいらしいですよ？　少人数でもいけるみたいですしー」

　確かに動きも非常に遅おそく、見た目もそれほど強そうには見えない。防ぼう御ぎよ力りよくも低そうだ。　きっと糸吐きとかそういう定番っぽい攻こう撃げきを仕し掛かけてくるんだろうなあ。

　そんな程度の予想は付く。

「なるほど。じゃあ早速やってみる？」

「はいー♪」

　ましゅーはククリナイフを抜き、俺は杖つえを構える。あ、この杖はやっとこの前買い直す事ができた黄銅の杖ブラスワンドね。

　で、まずはお試ためしとばかりに手前の一匹ぴきを釣つってみることにした。

　少し離れた場所からましゅーが投とう擲てきアイテムである毒針ポイズンニードルを投げる。

　これは周囲にいる他のキャタピラーをリンクさせない為ためだ。

　ほら今も彼女がうまいこと一匹だけ連れだしてきた。

　こいつをきっちり倒たおし、サクサクっと経験値を稼ぐ。そんな展開を想像してたんだけど……？




×　×　×




「死っ、死ぬぅぅぅぅぅぅぅぅぅうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!?」

　俺は絶ぜつ叫きようしていた。

　だってあの芋虫、いざ戦闘になったらむっちゃ動きが機き敏びんになるし、なんと魔ま法ほうまで使ってくるんだもの……予想外すぎ！

　俺のＨＰはすでに半分以下にまで減ってしまっていたし、尚なおもキャタピラーの攻撃は続いている。

「ねえこれレベル合ってるの!?　強すぎない??」

「ま、間ま違ちがってはいないと思うんですが…………きゃっ!?」

「ましゅーっ!?」

　俺がちょっと退いてる隙すきにキャタピラーの奴やつがましゅーに向かって粘糸を吐いたのだ。

　ぬちょぬちょで、ぬめーっとした糸が彼女の体に巻き付く。

「いやーん……何ですかこれー？」

　装備している服もなんだかしっとりと濡ぬれていて卑ひ猥わいな感じがするのは気のせいか!?

　おっといけない……それはともかくとしてだ。

　粘糸に直接ダメージは無いみたいだが、それで彼女は動きを封ふうじられてしまっていた。

　キャタピラーはましゅーが動きを止めたのを確認すると、今度は俺に向かってくる。

　もしかしてこいつ、芋虫のクセに頭良い??

　二人の内、攻こう撃げき力りよくの高いましゅーの動きを先に止めておいてから、回復系魔法くらいしか使えない聖職者クレリツクの俺を狙ねらってくるなんて、そうとしか考えられない。

　なめててごめんなさい！

　そう心の中で芋虫さんに謝あやまったが、彼かれ（？）は許しちゃくれなかった。

　突然キャタピラーは体を縦に丸めてタイヤのようになり、転がりながらこっちに向かって突とつ進しんしてきたのだ。

「ひぃぃぃっ!?」

　もう逃にげても無む駄だだろう。防ぼう御ぎよするにしても間に合わない。

　俺は死を覚かく悟ごした。

　と、その時、頬の横を熱いものが駆かけ抜ぬけた。
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　小さな炎ほのおの塊かたまりだ。

　そいつは突進してきたキャタピラーにぶち当たり、奴の動きを止める。

　同時に紫むらさき色いろの炎が燃え上がり丸まった巨きよ体たいを包み込む。

　しかし芋虫はそれで消し炭になるのではなく、体全体が朽くちるように地面に溶とけて消えていった。

　これは確か……死霊使いネクロマンサーのスキル？

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？　リエルさんっ☆」

　背後から聞き覚えのある高い声がした。

　振ふり返かえりながら、つい自分の声が裏返ってしまうのを感じる。

「メ、メメメメルルーナちゃん!?」

「はいっ☆　あなたの傍そばに躙にじり寄よるアイドル、メルルーナちゃんですよっ♪」

　頭の上を小さく結んだ髪。アメジストのような紫むらさきの瞳ひとみ。

　ちっちゃな体の彼女はパープルピンクのドレスを翻ひるがえし、魔法少女っぽくポーズを決める。それがなんとも可愛かわいらしい。

　彼女は俺がゼクスを始めた切きっ掛かけでもあり、憧あこがれの存在。

「ど、どうしてここに??」

「リエルさんのピンチにはどこでも現れますよ。えへっ☆」

　説明になってないが可愛いから良しとしよう。

「それにしても危なかったですね。キャタピラーはリエルさん達のレベル上げには丁度良い位のモンスターですが、遠えん距きよ離り系けいの職業ジヨブか魔法使いウイザード系がいないとちょっときついですよ？」

「そうかー相あい性しようが悪いって事だね？」

「そうです。さすがリエルさんですね。理解が早いです」

「え、いや、そんなことないよー？　ははは」

　些さ細さいな事でも褒ほめられると嬉しいもんだなーってな感じでニコニコしてたら、傍にいたましゅーが頬を膨ふくらませて不ふ機き嫌げんな顔をしていた。どうしたんだろ？

　俺が不思議に思っていると、そこへ【メルルーナ】ちゃんが、

「そうだ、私で宜よろしければお二人のレベル上げのお手伝いをしますよ？　あ、もちろん経験値は頂きませんので後方から支し援えんという形ですが」

「えっ、ホントに!?」

「ええ本当ですよ。でもサポートはあんまり上う手まくないですから、その辺を期待されると困ってしまうのですが」

「そんな、メルルーナちゃんにお手伝いしてもらえるっていうだけで嬉しいよ」

「えへへ、そう言って頂けるとありがたいですっ☆　というか私もリエルさんとプレイできるって思うだけで嬉しいですっ。きゃっ……言っちゃったっ☆」

　メルルーナちゃんは頬に手を当て火ほ照てった顔でそう言った。

　えっ、これって？　えっ、えええっ!?

「じゃあちょっと準備しますねっ」

　そう言ってメルルーナちゃんは鼻歌を歌いながら宙を指先でタッチ。ステータス画面を開いて装備とアイテムの整理を始めていた。

　まさかゼクスのアイドルメルルーナちゃんと一緒にプレイできる日が来るなんて思ってもみなかった。

　それに自分にはなんの得にもならないのに手伝ってくれるなんて本当に良い子だなー。

　この前はなんだか黒い感じがしたけど、あれはきっと気のせいだ。

　うん、そうに違ちがいない。

　だって目の前の彼女は相変わらずの天使っぷりだし。

　よーし、リエルたん、メルルーナちゃんとレベル上げしちゃうぞー！

　と張り切っていたのだが……。

「お断りします！　お手伝いなんていりません」

「えええっ!?」

　ましゅーが即そく、断りを入れてた。

「ちょっ、え？　なっ、なんで??　メルルーナちゃんがいた方が危険が減ってずっとやりやすくなるのに」

「だって……リエルちゃんはメルルーナちゃんにデレデレしすぎです」

「え、なんて？」

「と、とにかく、お手伝いなんていりません！」

　なんだかましゅーが急にぷりぷりしだした。

　そしてすかさず俺の手を取ると、

「別の場所でレベル上げしましょ？」

　なんて言ってきた。

　これには困こん惑わく。

　この時メルルーナちゃんはというと、何か思案しているらしく腰こしに手を当てふむふむと一人頷うなずいていた。

　そして呟く。

「なるほど、そういう線もアリですね」

「アリって??」

　メルルーナちゃんの意味ありげな台詞せりふに反応した直後だった。

「こういうのもアリってことですよっ☆」

　俺の腕うでに軽めの衝しよう撃げきが走る。

　メルルーナちゃんがその細い腕を絡からめてきたのだ。

「ほわっ!?　な、なにやってるの？　メルルーナちゃん??」

「ふふっ、実はリエルさんにお願いがあるんです」

「おっ、お願いって？」

「私とお友達になって欲ほしいのです。フレンドリストに登録させてもらえますか？」

　思ってもみない申し出だった。

「それは全然構わないけど……いや、むしろこっちがお願いしたいくらいだよ！」

「うふ、そう言って頂けると嬉しいですっ☆　じゃあ早速登録しましょう。リストを開いて下さい」

「あ、うん」

　俺はなんの躊ちゆう躇ちよもなく眼前にステータス画面を開き、フレンドリストタブをタップする。

　だってあのメルルーナちゃんが俺のフレンドになってくれるっていうんだぞ？

　二つ返事でＯＫに決まってるじゃないか。

　そんなわけで俺達がコーリングカードを交こう換かんしようとしていたその時だった。

「リエルちゃんにお友達なんていりません！　それとその手を今すぐ離して下さい！」

　今まで呆あつ気けに取られた様子で固まっていたましゅーが、叫びながら反対側の腕を引っ張ってきたのだ。

　しかも何気に酷ひどいこと言ってない？

　そこへリストを閉じたメルルーナちゃんが、

「ですが、もう交こう換かん完かん了りようしてしまいましたっ☆　これでレベル上げについていっても問題ありませんね。なにしろお友達ですから、お手伝いするのは当然ですっ」

「えーっ、リエルちゃん削さく除じよ！　削除して下さい！」

「なんでそこまで!?」

「だってリエルちゃんは、わたしとヴァーチャルに生きるって決めたんですから。他のお友達なんかいらないんです！」

「いや普通に友達欲しいんだけどなー……」

　そこで俺の腕を掴つかんでいたメルルーナちゃんがそのまま身を寄せてくる。

　彼女の綺き麗れいなエメラルドグリーンの髪が頬に当たってくすぐったい。

「それを言うなら私とリエルさんも一緒にヴァチャ充になるって約束をした仲ですから同じですね」

「ヴァチャ充？　なんですかそれ!?」

　ましゅーは戸と惑まどいながら俺とメルルーナちゃんを交こう互ごに見る。そしてすぐに俺の腕を自分の方に強く引き寄せた。

「とっ、とにかくメルルーナちゃんは帰って下さい！」

　その際、ましゅーよりリエルの方がちょっと背が低いので彼女の豊かな胸が俺の首筋の辺りに当たってふよんふよんしていた。

　ヴァーチャルでも、こういうのはちょっとヤバイ。

　しかし、俺を挟はさんだ両りよう端はしではそんな事はお構いなしといった感じで引っ張り合いが始まっていた。

「なんでですか？　約束だけなら私の方が先だと思いますよ？　帰るならそれはましゅーさんの方じゃないですか？」

「そんなの分からないじゃないですかー。そんな事よりメルルーナちゃんはわたし達みたいなレベルのプレイヤーに付き合ってないで、もっと高レベルの人と遊んだらどうですかー？」

　俺は彼かの女じよ達たちに引っ張られ左右に揺ゆれる。

　なにこれ？　どうしてこんな事になってんの？

　訳が分からぬまま、時間だけが過ぎていった。




×　×　×




　話は平行線のまま、それから二時間が経過していた。

　それでもなんとか三人でレベル上げをするってところに落ち着いたのだが、そのレベル上げが酷かった。

　戦闘中もピリピリした空気が漂ただよっていて、とてもそういう雰囲気じゃなかったのだ。

　そんなんだから何度か瀕ひん死しに陥おちいったり、時には死んでしまったりで、終わってみれば経験値もたいして稼げていなかった。

　リアルでの時間はすでに明け方近い。

　俺とメルルーナちゃんは瞼まぶたがかなり重くなってきてたし、さすがのましゅーも今日は張り切りすぎたのか疲つかれがありありと見て取れた。

　もうこの辺が限界だろう。

「ねえ、そろそろ落ちない？」

「そうですね……さすがに疲れましたし」

　俺の提案にメルルーナちゃんが同意する。これにましゅーも、

「残念ですが、わたしもちょっと今日は疲れましたー。そろそろ終わりにしましょう」

　と言って加わった。そして本当に残念そうな顔をする。

「でもちょっと心残りです……。実は今日、レベル上げの他にあるアイテムのドロップを密ひそかに狙ってたんですが、結局一つも手に入れられませんでしたし……」

「何を狙ってたの？」

　俺はすかさず尋ねた。

「【白金鋼】ですー。この岩戸を巣にしているキャタピラーさんがたまに落とすらしいんですよー」

「白金鋼？　なんでそんなの集めてるの？」

「えっと……ちょっと彫ちよう金きんスキルを上げたいと思いましてー」

「へー、でも白金鋼ならいくつか持ってるよ。この前、【アクトゥス山脈】の岩いわ壁かべを採さい掘くつしてたら結構出たんだよね。使わないからあげようか？」

「ほんとうですかー？」

「うん、倉庫に眠ねむってるだけで使う予定無いし」

「わーありがとうございますー」

「じゃあ今日は遅いから、またあとでね」

「はい♪」

　すごく嬉しそうに返事をしたましゅー。どうして急に彫金スキルなんて上げる気になったんだろう？

　まあ最近のましゅーは何に対してもやる気満々だから、おかしくもないか。

「それじゃあ――」

　俺が二人に向かって別れの挨あい拶さつをしようとした時だった。

　メルルーナちゃんは特に普通だったのだが、ましゅーに異変が。

　完全に動きを止め棒立ちになった状態で、両手ぶらり。瞳は虚こ空くうを見つめ、生気を失っていた。

　これは……以前にも目まの当あたりにしたことがあるから分かる。

　恐おそらくまたＥＳＧを頭から外してしまったのだろう。

　プレイ中にそんな事すると壊こわれちゃうって！

　説明書にもログアウト処理を完かん了りようさせてから外して下さいって書いてあるし。

　あ、知ってると思うけどＥＳＧってのはフルダイブ系オンラインゲームを楽しむ為のヘッドギア型次世代ゲーム機の名めい称しようね。

「ちょっと、ましゅー？」

　俺は彼女の腕を掴んで揺さぶる。

　まあそんなことしても、神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスからの感覚が伝わっていない今、何をしても無駄なんだけど。

　でも俺の思いが伝わったのかなんなのか、ましゅーはすぐに帰ってきた。

　途と端たんに瞳に光が入り、体が動く。

　俺はすぐに文句を言った。

「もう、びっくりさせないでよ。何してたの？」

「…………えっ？」

　なぜか反応が鈍にぶい。

「いやだから何をしてたのかって……」

「え……その……なんでもないです……」

「ん？」

　なんだか釈しやく然ぜんとしない。それにさっきまではあんなにニコニコしてたのに、戻もどってきたらまるで葬そう式しきみたいな顔になっていた。

　何かあったんだろうか？

　気になり始めたところでメルルーナちゃんが口を開く。

「では、そろそろ落ちましょうか？」

「あ……はい」

　なんとなく返事をしたましゅー。それだけで彼女はプツリとログアウトして行ってしまった。

　尋ねる暇ひまも無く、あんまり呆気なく落ちてしまったので、しばし茫ぼう然ぜんとしてしまった。

「ではリエルさん、またっ☆」

「あっ、うん」

　メルルーナちゃんもそう言って消えていってしまったので、俺もここにこうしている理由が無い。

　なので二人に遅おくれる事、数十秒。

　俺も今日のプレイを終えた。




　この時はまだ――

　そんな事になるとは思いもしてなかったんだ。

　まさかましゅーのアバターが削除されてしまうなんて。







＃??【黄たそ昏がれの時】







　◆　オンライン　◆

「おい、本当にやる気があるのか？」

　全身鎧よろいのＧＭゲームマスター、【ノイエヴェルト】は語気を強めて言い放った。

「もちろん、私はいつでもやる気満々ですよっ☆」

　元気良く答えたのは魔法少女風味のロリっ娘こ死霊使いネクロマンサー、メルルーナ。

　二人が立っている場所は街の大通りから一本奥おくに入った人通りの無い裏路地だった。

「私にはそうは見えなかったのだが？」

「なんのことです？」

「先さき程ほど、リエルやましゅー達とやっていたレベル上げの事だ」

「あれ？　どこかで見てたんですか？　いくら私の事が気になるからって……そういうのは困りますぅ」

「どう困るのかを小一時間、問いただそうか？」

「すみません、プライベートとお仕事はきっちり分けてるんです。でも、これかれも応おう援えんよろしくお願いしますねっ☆」

「なんで私がアイドルの追っかけ風味になってるんだ！」

「名実ともにゼクスのアイドルですが何か？」

「いや、そ、そうなんだが……そうなんだが…………くっ、納得いかん！」

「それで何でしたっけ？」

「ん……それはあれだ。我々のヴァチャ充計画完かん遂すいの為には、リエルを現実リアル嫌ぎらいにしなくてはならないのと共に、ヴァーチャルをより好いて貰もらわなくてはならないという事なのだが、その基本指標をちゃんと理解しているのかと聞いている。せっかく、リエルとましゅーがヴァーチャルを堪たん能のうし始めようとしていたのに、そこにお前が邪じや魔まに入ってどうする！」

「ちゃんと分かってますよ。リアルでは女性耐性不全症候群ＦＥＤＳである彼をモテモテ攻めにしてうんざりしてもらい、逆に大好きな二次元ヴアーチヤルの世界では安心してひきこもれるような心ここ地ち好よい土ど壌じようを作るって事ですよね。私も最初はそのつもりでサポートに徹てつする事を考えてましたよ？　でもリエルさんの反応を見ていると、私自身が積極的に近付くのもアリかな？　って思ったんです。だってリエルさんってば、私のこと一アイドルとしてではなく、個人的に好きみたいなんですものっ☆」

「自己愛というものは恐ろしいな。しかしそれでは益ます々ます、中の人を明かすわけにはいかなくなったな」

「最初からそのつもりは無いでしょう？」

「うむ、まあそうなんだが」

「それにリエルさんがましゅーさんとイチャイチャしていると、なんだか胸が焼けるように痛かったんですよ。これって嫉しつ妬とっていうんですかね？　うふふっ」

「若くもないのに脂あぶらっこいものを食べ過ぎて胸焼けしただけじゃないのか？　まあいい、勝手にしろ。ただしヘマだけはするなよ？」

「あら？　ノイエさんも嫉妬ですか？　私の心がリエルさんに移ったから？」

「なっ、なにを言ってるんだ。最初から私達の間には何の関係も無いだろ。あるのはヴァチャ充を目指す者同士という事だけだ」

「あっさりしてるんですねー」

「それよりこれから先、どうするつもりだ？　何か策が？」

「ええ、ちゃんと考えてますよっ。その為に倉庫からコレを持ってきましたーっ。じゃーんっ☆」

「おまっ……これ」

　ノイエの声が驚きと緊きん張ちようで強こわ張ばる。

　彼女が広げた手の平の上にあったアイテム。

　それはハート型の錠じよう前まえ。

【逢魔時の錠前ピリオド・ロツク】だった。

「じゃーんて！　持ってきてしまったのか!?　まさかもう解かい錠じようするつもりじゃないだろうな？」

「うふふふふふ」

「おいっ」

「安心して下さい。今回はこのアイテムのもう一つの機能を使うだけですから。なんとなく出番がありそうな、そんな気配がしたので引っ張り出してきたのですよ。まあ、そのあとすぐに解錠することにもなりそうですし、もう出しておいてもいいんじゃないですかねー？」

「そういうことならいいのだが……リエルに感付かれぬようにな」

「それは大丈夫ですよ。まさか私がコレを持ってるなんて思いも寄らないでしょうから」

「では任せていいんだな？」

「はいっ、期待して待ってて下さいねっ☆」

　二人はそのまますれ違い、それぞれの目的の場所に向かって歩き出した。







＃02【手紙が送れなくてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　俺は熟じゆく睡すいしていた。

　俗ぞくに言う寝ね落おちというやつである。

　今からちょっと前、ましゅーとメルルーナちゃんと俺の三人でレベル上げをしていた。

　明け方近くまでプレイして、それで解散ってことになったんだけど、俺はましゅーに頼たのまれていたアイテムだけ整理してから落ちようと、眠気でふらふらしながらもギルドハウスまでやってきたのだ。

　そうしたらこれだよ。

　ハウス内にある個人用アイテムボックス。その蓋ふたを開けようと手を伸のばしたところまで覚えてたんだけど…………気づいたらその箱の上で仰あお向むけになって寝てしまっていた。

　レベル上げの最中も最後の方はボーッとしてたし、こうなるのも当然だった。

　一時間くらい付き合えばいいかーと思ってた頃ころが懐なつかしい。結局、朝までコース。

　それで今なんだけど……寝ている俺の顔に、先程からすきま風のようなものが当たっていてスースーするんだが……。

　ったく……なんだよ……もうちょっと寝かせてくれ。

　そう思いながら重い目を擦こする。

「うっ……う～ん……」

　ゆっくりと目を開けると室内の明かりが瞳ひとみの中に飛び込んでくる。

　眩まぶしいと思いつつも、同時に視界いっぱいに広がった端たん整せいな顔立ちに驚きよう愕がくする。

　互たがいの長い睫まつ毛げとか、鼻の先と先とか、触れんばかりの近さにぱっちりお目々の女の子の顔があったのだ。

「ほうわっ!?」

　俺は慌あわててボックスの上から滑すべり落おちた。

　こんな時も冷静に横に落ちた機転に俺グッジョブ！

　だって不意に起き上がれば、その……あの……ちゅ、ちゅう……しちゃうじゃない？

　で、俺は床ゆかに転がりながら俺の顔をのぞき込んでいた少女に文句を言った。

「ちょっ、何しようとしてたの!?」

　その子は長い黒くろ髪かみを後ろに手で流すと、不満そうな顔をする。

　そう彼女は、我わがギルドのリーダーで獣使いビーストテイマーの【雫しずく】だった。

　なんだかスースーとしてたのは彼女の息いき遣づかいだったっぽい。

　そんなところもリアルに再現しているなんてＥＳＧスゲーなー。

　雫はしばらく俺の姿をじっくり舐なめるように見回した後、一言だけ言った。

「べつに」

「いや、あからさまに嘘うそでしょそれ！」

「ふん、嘘ではないぞ。なぜなら何か〝しようとしていた〟のではなく、すでに〝してしまった〟のだからな」

「なんだってえええええええぇっ!?」

　彼女は腕を組んだまま満足げな態度でいた。これは本当に寝ている間にこのリエルの体に何かされてしまったっぽいぞ!?

　俺があわあわと狼狽うろたえていると、

「安心していいぞ。リエルの体には指一本も触れていないからな」

「な、なあんだ……ほっ」

「ただ寝ね姿すがたがあんまり可愛かったので、ちょっとスカートの中をのぞかせてもらっただけだ」

「あんた、なにしてんのぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　俺は床から起き上がり、はだけていたスカートの裾すそを思わずキュッと押おさえちゃった。

　多分、頬ほおも赤くなってたと思う。

　ネカマでも恥はずかしいと思っちゃうのは何な故ぜなんだ？

「もっと色んな所を眺ながめていたかったのだが、思いの外早く起きてしまって残念だ」

「セクハラ行こう為いとしてＧＭに報告させてもらいます！」

「ふっ、何を言い出すかと思えば」

　こっちが真剣に言ってるというのに雫は額に指先を当て余よ裕ゆうの態度。

　そっちがそういうふうに出るなら、こっちも容よう赦しやはしない。

「本当に報告しちゃうからね？」

「〝メルルーナちゃんのちっちゃなお胸に顔をうずめてスーハースーハーしたい！〟」

「ぶふっ!?」

　俺は最初、雫が何を言ったのか理解できずにいたが、すぐに記き憶おくが鮮せん明めいになる。

「これはリエルがメルルーナ宛あてに書いた例のポエム集の最終ページに綴つづってあった文だ。なんならこれもついでにＧＭに送っておくが？」

「すみませんでしたーっ!!」

　俺の方がアカウント停止ＢＡＮされるところだった！

　ってかその詩集まだ持ってたの!?　そりゃ持ってるよねー……うん、そうだよね。

　ぐうの音も出なくなったところで、俺はハウス内の椅い子すに座すわり直なおす。

　そこへ雫が寄ってきて、

「そんな事より、この時間にインしてるって事は、まさか一晩中プレイしてたのか？」

「ま、まあ……そうなるのかな？　そんなつもりじゃなかったんだけど、結果そうなってしまったというか……なんというか。てか雫こそこんな早くから何やってるの？」

「ん？　私か？　私はギルドメンバーにゼクス内メールを送ろうと思ってだな」

「メール？　なんの？」

「近ちか頃ごろギルド勧かん誘ゆうの方が手て詰づまり感があるだろ？　なので打開策を考える為のオフ会を開こうと思ってな。その通知だ」

「はあ、なるほど……」

　興味無さそうに返事をする。

　俺を除くギルドメンバーは、俺のもう一つのアバター【騎き士し様さま】との結けつ婚こん式しきを目指して、その条件であるギルドランクを上げるべく勧誘活動に精を出している。

　まあ目標の三十人なんて集まるとは思えないし、なにより彼女達には言っても無駄なのは分かってるので好きにやらせてる。

「でも、こんな朝早くからそんな事をしなくても……」

　俺が言いかけたところで、雫は解げせないといった表情を見せる。

　どうしたんだろう？　そう思っていたら彼女がこう答えた。

「何を言ってるんだ？　リアルはもう昼過ぎだぞ？」

「ん？」

　えーと、ちょっと頭の中を整理しよう。

　俺はましゅー達と明け方までプレイしていた。

　でもその後、ギルドハウスに帰ってきてそのまま寝落ちしてしまい、今リアルは昼過ぎ。

　現在はまだ夏休み中で学校は無いが、【喫きつ茶さロープレ】でバイトが入っている。

　出勤時間は開店三十分前だが、モーニングサービスなんかをやってるので普通の飲食店より開店が早い。

　ってことは………………

　盛大に遅ち刻こくじゃね？

　ヴァーチャルだけど、背筋に冷たいものがタラーッと伝って流れたような気がした。




×　×　×




［件　名］ヴァーチャルライフ

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧けい太た［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《やあ、僕ぼくだよ。

　君はヴァーチャルライフを楽しんでるかい？

　僕は毎日楽しいよ。こんな日々がずっと続いたらいいね。

　じゃあ、また連れん絡らくするよ》




×　×　×




　◇　オフライン　◇

　先日のバイトはやはり遅刻だった。

　あの店長マスターの事だから大目に見てくれるんじゃない？　とか思われるかもしれないが、意外にそういうところは厳しい。

　しかも後々までねちねちと文句を言われるから大変だ。

　そこまでしつこいのは……まあ、マスター自身が俺に仕事を預けてサボりたいからなんだけど。

　さて、夏休みもあと僅わずか。

　今日も変わらずバイトだ。

　今度ばかりは遅刻するわけにはいかない。なのでセットしたタイマーよりも早く目を覚ました。

　まだぼんやりとしているが、すぐに意識がはっきりとしてくることだろう。

　これで一日のスタートを気持ちよく切ったと思ったんだけど……なんだか体が重くてベッドから起き上がれない。

　どうした？　体調不良？　風か邪ぜでも引いちゃった？

　最初はそれを疑ったが、すぐに様子がおかしい事に気づく。

　なにやら腰の辺りに重みを感じるのだ。

　しかもその重みがふにふにと柔やわらかく、結構な温ぬくもりがある。

　これはもしやとは思うが……。

　怖おぞ気けが寝ね惚ぼけていた俺の意識を覚かく醒せいさせる。

「!?」

　ぱっちりと目を開けると、目の前には俺の腰の上に馬乗りになっている銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみの少女――妹の理り央おがいた。

「にぃ、おはようにゃん♪」

　彼女は「にたぁ」と笑うと、

「じゃ失礼して……」

　頬を赤らめながら顔を近付けてくる。

「なっ、なにを!?　むふぉっ、やっ、やめえええええええええええええぇいっ!!」

「にゃうんっ」

　俺は渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって跳はね起おきる。その勢いで理央はベッドからずり落ちた。

「い、痛いにゃん……にぃ、ちょっと乱暴にゃりよ？　まあリコッタはバイオレンスなのも全然ＯＫにゃりけどねー♪」

「朝っぱらから何をやらかそうとしてるんだ、お前は！　それに俺の寝ね床どこに許可無く入り込むなとあれほど……」

「じゃあ正式な許可をもらうべく、今度は書類を作成してくるにゃん」

「そうそう、最初からそういうふうにすればいいんだよ。そうすれば俺も心の準備がってちげえよ!!　俺が寝ている間に勝手に部屋に入るなって言ってんの！」

「でもぉー、リコッタはにぃの彼女なのにゃから、朝のちゅうは欠かせない行事にゃりよ？」

「俺がその幻げん想そうをぶち壊す！」

　理央は部屋の床ゆかにむすぅーっとした表情でぺたんこ座りしている。

　さてこの理央、オンラインでは錬金術士アルケミストの【リコッタ】であることはご存知かと思うが、最近ではそのリコッタの性格をリアルにまで持ち込んできて困ってる。

　これも先日コミカで起きたとんでもない事故（？）のせいだ。

　まさかこの俺が実の妹とその……あんな事をしてしまうなんて。

　まったく、この世の終わりだ。

　忘れたくても脳のう裏りにこびり付いて拭ぬぐいきれないでいる。

　俺からすればアレ以降、気まずくて家でも顔を合わせる度にオドオドと挙きよ動どう不ふ審しんになってしまうのに、理央のやつは逆で今まで以上に積極的に迫せまってくるから困りものだ。

　一体どうゆう神経をしてるんだ!?

　ともかくこれ以上彼女に付き合っていると良からぬ事が起きそうだ。

「それより俺はこれからバイトなんだ。着き替がえるから早く出て行ってくれ」

　ちょっと強めの口調で言うと、理央は銀ぎん髪ぱつ頭あたまを手の平でぺちんと叩いて、

「おっとこいつは失敬にゃん。どうぞごゆっくりー」

　と言って部屋を出て行った。

　なんだ？　やけに素す直なおじゃないか。

　あっさり退いた理央に不気味さを感じつつ、俺は着替えを始める。

　っと、その前に念ねんの為ため鍵かぎかけとこ。

　自室の鍵を閉め、寝ね巻まきを脱ぬぐ。上半身裸はだかのままクローゼットを開け、着ていくシャツを物色する。

「どうせ店に行って制服に着替えるんだから、これでいっか」

　独りごちながら、とある一枚を手にした時だった。

「リコッタはこのままのにぃが好きにゃりよ？」

「へっ??」

　真後ろから声がしたかと思ったら、すぐさま理央が背中から抱だきついてきたのだ。

「にゃって、この辺とかとぉーってもすべすべで気持ちがいいしーにゃー♪」

　そのまま自分の頬を俺の背中になすりつけてくる。

　それがなんともくすぐったい上に、柔らかいものが二つ、確かな感かん触しよくを伝えてくる。
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　ヤバイ以外のなにものでもなかった。

「ふおぉぉぉぉーっ!?」

　俺は縄なわ抜ぬけの要領で体をくねらせ彼女の拘こう束そくから抜け出す。

　え？　いつ縄抜けなんて覚えたのかって？

　俺だって知らないよー。やってみたらできちゃっただけ。

　それはさておき、だ。

　確かに鍵をかけたはずなのに理央は一体……？

「おまっ、どこから入ってきたの!?」

　すると彼女は迷わず窓を指差した。

「あ……」

　そういや理央の部屋とは隣となり同どう士しでベランダで繋つながってたの忘れてた！

「むむ……だからって、こういう不ふ意い打うちみたいなのはイカン！」

「だったら今度は正面から、〝くっつくにゃーん〟って言いながらくっつくにゃん」

「そういう問題じゃないだろ」

「でも裸のにぃがいたら抱きつくのは当たり前。最も早はや、世界の常識だと思うにゃ」

「そんな世界になったら俺は首しゆ相しようになって遺い憾かんの意を表明するぞ？　しかも極きわめて遺憾の意だ」

「そんな事より、おいしそうなので少しペロペロさせてにゃん」

「毎度の事だけど人の話聞いてないだろ？」

「れろれろれろれろれろ」

「うおいっ！　舌レロレロしながら近付いてくるな！」

　俺は近付いてくる彼女の頭を押さえた。

「にぃが家でも理央じゃなくて、ちゃんとリコッタって呼んでくれればやめるにゃん」

「わ、わかった！　呼ぶから、リコッタって呼ぶから！」

「れろれろれろれろれろ」

「変わってねえじゃねえか！」

「嬉うれしさの表現にゃん。れろれろ」

「お前はカブトムシかっ！　俺は樹液を出す木か何かか！」

　そこで彼女は一いつ旦たん動きを止め、

「カブトムシとは失礼にゃりねー。リコッタはにぃの蜜みつしか吸わないニィムシにゃりよ♪」

　ダメだ……こいつ頭悪すぎる。なんだよニィムシって。怖いよ。

　もうこんなレロレロ星人と化してしまった妹は放っておいて、早く着替えよっと。いい加減にしないと遅刻しちゃうしな。

　俺は目を瞑つぶって再びれろれろして近付いてくる理央……いやリコッタに、ベッドの上にあったトトカルこのはちゃんの抱だき枕まくらをあてがって着替えの続きを始める。

　すまぬ！　このはちゃん……。

　でもこの場合、百ゆ合りだから許してくれるよね？

　幸いリコッタはぎゅっと枕を抱だき締しめたまま何かを堪能しているようだった。

　さて、この隙に……。

　着替え終わった俺は忍しのび足あしで部屋を出ようとする。

　すると、不意に腕を掴まれた。

　やべ、気づかれた!?

「にぃ、バイトに行くならリコッタも一緒に行くにゃん」

「なに？　どういう事？」

　理央はこのはちゃんと肩を組みながら言う。

「雫からメールがいってたはずだけどにゃー。読んでないのにゃ？　今日はロープレでギルドの作戦会議をやる日にゃりよ」

「え、そうなの？」

　そういや前に雫がそんな事言ってたなー。オフ会をやるって事は聞いてたから、それでメールを読んだ気になってたのか。言われてみればメール自体開いてないや。

「……ってか、なんで俺のバイト先なんだよ！　聞いてねえよ！」

　そりゃあ雫にとっては都合の良い場所かもしれないけどさ、一言、言ってくれてもいいだろ。

「そんなわけだからリコッタも一緒に行くにゃりよー。ぬふふん」

「はあ、さいですか……」

　さて、予定外の事態になってしまったが、バイトに行かなきゃならないのは変わらないわけで……俺は意い気き揚よう々ようとするリコッタと共にロープレに向かうのだった。
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　自宅から歩くこと十数分。

　俺のバイト先である喫茶ロープレに到着した。

　店に入ると早速マスターに、

「少年、あんたこの前ものすごーい遅刻したから、今日は一日一人シフトね」

　とか無む茶ちやな事言って店の奥へと消えて行ってしまった。

　うん、いつもの事だから。

　あんたが仕事サボりたいだけだって事は分かってる！

　ゲームしたいだけだって事も知ってる！

　でも、今日は悔くやしいが文句を言えなかった。

　ちっくしょおぉ！

　一人寂さびしくカウンター内の厨ちゆう房ぼうに立ち、エプロンを腰に巻く。開店準備をしなければならないからだ。

　とは言っても突然たくさんのお客が押し寄せる、なんて事はこの店に限って無いのでゆーっくり準備してても問題無い。

　とりあえず、まったりとやってくか。

　そう思って目の前にあるサンドウィッチ用のパンを一斤きん手に取り、薄うすくスライスし始めた。

　と、その時、

　ゴンッ

　目の前のカウンター席に水の入ったコップが置かれた。

「ちょっとぉー！　なんで無視なわけ!?」

「あれ？」

　パンからふと視線を上げると、そこには吊つり目めがちなストロベリーブロンドの少女がふて腐くされた表情で立っていた。

【姫ひめ】だった。

「あれ？　じゃないわよ！　どうしてお店に入ってきて挨拶の一つも無いわけ？　しかもそのまま仕事始めちゃうし」

「あ、いや…………いたの？」

　ピキピキピキっと姫の表情がさらに険しくなる。

　いやー本当に気づかなかったんだけどね？（汗あせ）

　よせばいいのに、それに追おい討うちをかけるように彼女の隣となりにいたリコッタが、

「わー存在自体を忘れられてるにゃん。くすくす」

　と指差しながら笑ったので、姫はぶち切れた。

「この馬ば鹿か猫ねこっ！　その耳引ひっこ抜ぬいてあげるからこっち向きなさい！」

「ぎゃーやめてにゃー」

　ほら、やっぱりね……。

　リコッタは猫耳を手で押さえながら涙なみだ目めで逃げる。それを本気で追う姫。

「店内で走り回ると大変危険です」

　と俺が冷静に呟つぶやいても誰も聞いてないし。

　フロアにドタバタと走り回る音が鳴なり響ひびくこと数分。

　息切れがしてきたのか、ようやく二人は肩で息をしながらカウンターに戻ってきた。

「と、とにかく……ハァハァ……あたしに何か一言くらいあってもいいんじゃない？　ってことよ……」

「はあ」

　俺はグラスを拭ふきながら気のない返事をする。

　まあ今さらだけど、一応礼れい儀ぎとして言っておくか。

「……おはよう？」

　それで今の今まで厳しい表情をしていた姫の顔が、にわかにゆるみ始め、すぐさま「ぽふんっ」と音でも立てたかのように赤く染まった。

「さっ、さいしょから、す、すなおにそう言えばいいのよ」

　なんなんだ？　これは。

　彼女は顔を火ほ照てらせながら俺の手元をのぞいてくる。

「じゃあ早速、何か作ってくれるかしら？」

「え、何か食べるの？　まだなんも準備できてないからパンケーキぐらいしか用意できないけど？」

「それでいいわ」

「あ、リコッタも食べたいにゃん」

「あのね……一応言っとくけど、まだ店開いてないからね？」

「何か問題でも？」

　これだから元お嬢様は！

「……はいはい。作りますよ、作ればいいんでしょ」

「よろしく頼たのむわね」

「よろしくにゃん」

　こちらが納得したのを見計らって二人は元いた窓まど際ぎわの席へと戻ってゆく。

　俺はブツブツと文句を言いながら二人分のパンケーキを焼く。

　パンケーキって言うと大層なもののように聞こえるが、いわゆるホットケーキってやつである。朝メニューとして生き地じの仕込みは済んでるし、これなら焼くだけですぐに出せる。

　ほどなくして、

　ふっくら焼き上がったそれを皿に盛り付け、上にバターを載のせる。

　卵と牛乳をたっぷり使ったしっとり生地は、ロープレの中では結構人気の朝メニューだ。

　冷めないうちにトレイに載せて席へと持って行く。

「ほい、できたよ」

「わーおいしそうにゃん♪」

　リコッタはアホ毛を揺らしながら嬉うれしそうにしている。

　対する姫は、

「ふーん、まあまあな見た目ね」

　とか素直じゃない反応。

　どうしてそう思えるかというと、彼女は口ではそう言いながらも両手にはしっかりナイフとフォークを持ち、食べる気満々で待ち構えていたから。

　放っておくと俺が皿を置いた途と端たんにかぶり付きそうだったんで、

「ちょっと待って！　今シロップをかけるから」

　と言ってメープルシロップの入ったポットを手にする。

　うちの店で使ってるシロップは楓かえで一〇〇％のもの。

　こいつがかなり旨うまいんだなー。

　食って驚け。と思いながらポットを皿の上で傾かたむけると、パンケーキの他に良からぬものが視界に入ってきた。

　ぬっ!?

　座っている姫を上から見下ろすこの視点がいけなかった。

　さらに言えば彼女の着ている服の胸むな元もとが少し開いているスタイルなのが、もっといけなかった。

　追加するなら、姫の胸が大きいのもかなりまずかった。

　シロップをかけようとすると、否いや応おうなしに白い谷間が視界に入ってきてしまうのだから。

　ヤバイと思った俺は不意に視線を逸そらす。

　だが、その余よ所そ見みがいけなかった。

「ああああっ、ちょっと！　な、なにやってるのよ!?」

「え!?」

　姫とリコッタが上げる叫びで俺はテーブルに視線を戻した。

　するとそこには皿いっぱいになみなみと注がれたシロップがあって、その中でパンケーキが浮ういている姿があった。

「わっ!?　あわわわわ……」

　俺は慌ててポットを立てる。

　それでなんとか皿から溢れ出る事はまぬがれたが、表面張力によって辛かろうじて保たれていたそれが端はしの方で一滴てき、こぼれ落ちそうになっていた。

「おわっと、あぶね」

　思わず手を伸ばして、垂れてくる一滴を指先で掬すくい上あげる。

「あ……」

　やってしまってから気づいた。

　知り合いとはいえ、お客さんに出した料理に指を突っ込んでしまったわけで……。

　それに、この手についたシロップをどうしようかとしばし呆ぼう然ぜんとしていた。

　とりあえずそこにある紙ナプキンで……と思って手を伸ばしかけたのだが、

「はむっ」

　シロップに付いていた指先に変な違い和わ感かんが。

　傍にいたリコッタも開いた口が塞ふさがらないでいる。

　見れば姫が赤い顔をして俺の指先に食い付いていた。

　しかもシロップを舐め回しているらしく、指先がくすぐったい。

　こ、これは…………ぁぁぁぁぁあぁぁあぁあぁぁっ!?
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「ほぉわっちゃああ!?」

　俺はどこかのカンフー映画ばりの高い声を上げて、指を無む理り矢や理り引っこ抜く。

「なっ、ななんなんなにしてんだ!?」

「だっ、だって……もったいないでしょ！」

「いやそうかもしれないけど、これくらいはいいだろ！」

　こんなのありえない行動すぎて、どう対処したらいいんだか分からない。

　いまだ指先に残るむずむずとした感触に俺の中の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳが悲鳴を上げている。

　そんな中、リコッタが残ったシロップのポットを持ち上げて、

「もったいないなら仕方がないにゃー。残ったこれをにぃの体にかけて垂れる前に舐め回すしかないにゃー。だってもったいないんだもんにぇー？」

「いやいや、もったいないをはき違えてるよ!?　ってか、そんな発想がどこから出てくるんだ！」

　ダメだ……リコッタの変態性が国際指名手配犯のペロリスト並に増してきている!!

「あれ？　さっきもここに来る前にお家でペロペロしてたし、ただ続きをやるだけにゃん」

「はあ!?　また適当な事を……」

　そこで背後に感じる視線。

　口元に手を当て驚きよう愕がくの表情で固まる姫だった。

「あ、あんた達……まさかそんな事を……」

「いやいやいや、ないからっ！」

「あたしにもやらせなさいよ！」

「へ？」

　椅子から立ち上がった姫は、リコッタが持つポットを奪うばおうとする。

「ちょっと、これはリコッタのにゃん」

「なに言ってるの？　それはこのお店のものでしょ！」

「じゃあ姫のものでもないにゃん」

「いいから貸しなさいよ」

「いやだにゃん」

　そんな感じで奪い合いが続く。

　いやもう……なんでそうなるかなあ……。

「もう、二人ともいい加減やめ……」

　俺が制止に入ろうとしたその時、カウンター奥で物音がした。

「なあに？　騒さわがしいわねー」

　そんな気け怠だるそうな声と共にポニーテールの女性が現れる。

　マスターだった。

「あんまりうるさくしてると場所貸さないわよ？」

　彼女がそう言うと姫とリコッタはどちらからともなくポットから手を離はなし、しゅんとした感じでおとなしく席に座る。

　お前ら、マスターの言うことは聞くのな。

　まあ俺もこの人にはなんとなく逆らえないところがあるけど。

「それと少年、今何時だか分かってる？」

「え？」

　俺はふと壁かべに掛かかっている時計を見る。

　いつの間にか開店時間が過ぎていた。

「……あ」

「分かったらさっさと店開けてきてよ」

　俺は慌てて入口に下がっている札をＯＰＥＮにひっくり返しに行く。

　再び店内に戻るとカウンター内でマスターが手招きをしていた。

　なんだろう？　あのニヤニヤした感じは嫌いやな予感がするなあ。

　そんな事を思いながら恐る恐るカウンターまで戻ると、彼女は俺に耳打ちをしてくる。

「ちょっとだけ店番しててあげるから、少年は梓月しずくちゃんを呼んできなさい」

「え、雫？　なんでですか？」

「だって今日は彼女達のグループで何か話し合いをするんでしょ？」

「なんでそんな事知ってるんすか」

「そんなのいつもあんた達がここを溜たまり場ばにしてれば分かるわよ。それより、まとめ役がいないとまた騒がしくなるでしょ？　そうなると私が集中できないじゃない」

「あーそういう事ですか」

　要するにうるさくて自分がゲームに集中できないから、リーダーである雫を呼んできてまとめさせろと言ってるのだ。

「いやー雫を連れてきたところでたいして変わらないと思いますよ？　むしろもっと騒がしくなるんじゃないかと」

「いいから行ってきなさい。私のゲーム時間が減るでしょうが」

「う……ういーす」

　半ば締め出されるように店を出た俺だった。
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　喫茶ロープレのあるビルの上階にあるマンション。その五階。

　五〇二号室の前に俺はやってきていた。

　そこが雫の家なわけだが……なんでこんな事になってるんだろうな？

　以前から何度か訪おとずれたことはあったが、またやってくる事になろうとは……。

　雫も雫で発ほつ起き人にんのクセに他のメンバーより遅れて来るとかどうなの？

　ま、そんな事はどうでもいいや。

　さっさと伝える事伝えて戻ろう。

　そう思って玄げん関かん先さきのインターホンに手を伸のば……す？

　あれ？

　インターホンが無い。あるのはそれが取り外されたらしい跡あとだけ。

　そういやこの前、無駄にすごい電子ロックに改修されてて俺が室内に閉じ込められた事があったっけ。これはその時に外しちゃったのか？

　俺は仕方なく扉とびらをノックする。

　しかし返答は無い。

　いちいち面めん倒どう臭くさいよね？　こういうの。

　しょうがないから俺はドアノブに手を掛け、引いてみた。

　――開いてる。

　不用心だなあ。

　そう思いながら隙すき間まからそっと中をのぞく。

「…………」

　はっきり言って良く分からない。

「おーい」

　室内に向かって呼んでみるが、返事は無い。

　どうしたもんかね……。

　困り果てていると何やら風ふ呂ろ場ばの脱だつ衣い所じよの方から声が聞こえてくる。

「………むっ……む…………り」

　ん？　なんだ？　雫か？

　ってか、雫……しゃべってるのか？

　リアルではいつも、ホワイトボードでしかしゃべらないのに珍めずらしいな。

　俺は玄関先から数歩の所にある脱衣所のドアの前まで勝手にお邪魔する。

　ドアの向こうからはゴソゴソと音がし、時折、途と切ぎれ途切れではあるが声が漏もれてくる。

　それにしても何を言ってるんだ？　しかも独り言だろ？　これ。

　あ、分かった。

　大方、洗面台の鏡に向かって発声練習でもしてるんだろ。声優になるとか言って張り切ってたしな。

　でも、たとえそうであったとしても、俺は不用意に目の前のドアを開け放ったりはしない。脱衣所とか明らかにやばいフラグだし、意図せず開けてしまって着替え中に遭そう遇ぐうしてしまうとかいうのはラブコメにおいての定番中の定番だからな。

　この場合もそうならないとは否定できないし。

　うん、今日の俺は冴さえてるなあ。しかも事前の危機回かい避ひ能力が以前より向上している。

　これもここ最近、リアルで様々なラブコメ的危機に晒さらされてきたからかなあ。

　ま、それはさておき、まずはドアの外に俺という存在がいる、ってのを雫に認にん識しきしてもらう必要がある。

　今度はドアの傍で中に良く聞こえるように呼びかけてみる事にした。

　口元に手を当て簡易拡声器のようにしたその時、再び中からか細い声が漏れてくる。

「……く……くっ…………るし……くるし……い」

　ブツ切れだが、今確かに、

〝くるしい〟

　って言ったよな？

　それに今は激しく暴れるような物音が中からしている。

　これって、もしかすると、そのもしかが起きてるのか？

　雫ってゼクスでは傲ごう慢まんな感じだけど、リアルではめっぽう気が小さい人間だ。そんな彼女の事だから、実は俺の知らない悩なやみをまだいくつか抱かかえていて、辛うじて細い糸に掴まりながら生きてきたけど、それが何かの切っ掛けで切れて…………自殺……とか？

　あり得なくはない……と思う。

　するとこの音は……。

　天てん井じようから首を吊って、「くるしい」と喚わめきながら、その苦痛に耐たえきれず辺りの物を蹴けり付つけている音にも聞こえる。

　これはまずい!!

　俺は迷わずドアを開けた。

　途端に明めい瞭りようになる中の声。

「ちょ、ちょっと、動かないでよ！　うまく着けられないでしょ!?」

　俺はドアノブに手をかけたまま硬こう直ちよくした。

　中の光景が俺の予想してたものと大きく違っていたからだ。

　まず驚いたのは、そこにいたのが雫一人ではなく、二人だった事。

　もう一人は俺の事を最近つけ回しているクラスメイトでストーカーの工く藤どう美み咲さきさんだった。ゼクス内では【まり緒お】というアバターでログインしてる。

　なんで彼女が雫の家に？　とかいう疑問は今は横に置いておこう。

　それよりも目の前がとってもまずい状況だったから。

　美咲さんはふつうの格好だったが、雫は……その、あの……上半身下着姿で……しかも美咲さんにブラを付けてもらっていた最中だったのか、ささやかな胸の上で少し浮ういていた。

　隙間からのぞく、ぷっくりとした白い肌はだ。

　まあ、そこだけでなく、全身の肌色率が異常に高い訳だが……。

　そこで今までぼんやりとこちらを見み詰つめていた雫が、やっと俺の存在を認識したようで、大きくて真ん丸な瞳を潤うるませる。

　白かった肌は足の先から頭の天てつ辺ぺんまで真っ赤に染まり上がっていた。

「う…………う、うぐぅ……」

　ちっこい体の雫は胸元を隠してその場にしゃがみ込むと、声にならない擦こすれたような悲鳴を上げる。

「ええっと……これは……あの……」

　ああ、あんなに気を付けていたのに、どうしてこうなっちゃうんだろうな。

　と、一見冷静に考えてみたものの……心の状態とは関係無く、俺の体は尋じん常じようじゃ無い熱量を持ち始める。

　こいつはきちまったな。

　俺は一呼吸置くと、

「ふぉああぁぁぁっぴぃぬぅえぇぇぇぇぇぇすっ!!」

　と意味不明な事を叫びながら、ぶっ倒れたのだった。




×　×　×




　なんだかまだ頭がクラクラする。

　大事に至らずものの数分で意識を取り戻した俺は、床にあぐらをかいて座り、首筋の辺りをさすっていた。
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　目の前のベッドには雫と美咲さんが座っていて、こちらの様子をうかがっている。

　特にゴロチュウパーカーに着替えた雫は、目を合わせると恥ずかしそうに顔を背けてしまう。

「大丈夫？」

「ああ、まあなんとか……」

　心配そうに尋ねてきた美咲さんに答えた。

「それにしても……いきなり鷺さぎ宮みやくんが来るから美咲びっくりしたよー。言ってくれれば準備しといたのにー」

「準備って？」

「雫の貧相なスタイルで着替えシーンとか見せられても誰得って感じでしょ？　だからここは……頑がん張ばって美咲が脱ごうかと……」

「頑張るくらいなら、やらなくていいから！」

「ふふ、知ってるよ。そんな事言いながらも鷺宮くんは美咲に期待してるんだよね？」

「してねえよ！　断じてしてねえ！」

　俺が否定すると彼女は、

「あー分かってる。美咲は分かってるよー」

　みたいな感じで深い頷うなずきを繰くり返かえしていた。

　もう放っておくしかないね。

「それよりどうして美咲さんが雫の家にいるの？」

「え？　ああ、それはね。雫がばっふっ!?」

　美咲さんが何かを言いかけたその時、雫のホワイトボードが彼女の顔面を直ちよく撃げきしたのだ。

「いったっ！　いきなりなにすんのよ！」

　赤くなった鼻を押さえながら涙目で言う美咲さん。

　対して雫の方は、ゴロチュウフードの下でちっちゃな頬を目め一いつ杯ぱい膨ふくらませて憤ふん慨がいと抗こう議ぎを表現していた。

　それがまた、ちっとも怖そうに見えない。

　げっ歯類。そう、たとえばジャンガリアンハムスターが思い切り怒おこり散ちらしても、ただ可愛かわいいだけで怒ってるなんて見た目では気づかないだろ？　そういうことだ。

　美咲さんも同じように感じてるみたいで、すでに余裕の表情に変わっていた。

　雫は焦あせりながらマーカーを手にする。

『美咲→ハート尻じり』

「ハート尻？　なにそれ？」

　俺には何の事やらさっぱりだけど、美咲さんには思い当たる節があるようで、急に顔が沸ふつ騰とうしたように真っ赤になった。

「ちょっ、あんた、な、ななななに書いてんのっ!?」

「え？　何？　どうしたんだ??」

　疑問に思っている俺に答えてくれたのは雫だった。

『美咲→右みぎ臀でん部ぶにハート形の痣あざ』

「っ!?　もうっ、そのボードこっちによこしなさい!!」

　美咲さんはホワイトボードをがっちり掴んで引っ張った。

　雫はそんなに力があるわけでもないからあっさりと取り上げられる。

「…………あ……っ」

　微かすかに雫の肉声が漏れる。

　それだけでも分かる相変わらずのロリアニメボイス。ちょっと聞いただけでも、なんだかムズムズしちゃうなあ。

　それで美咲さんはというと、そのボードを抱えたままちょっと涙目だった。

　どうやら彼女はその痣にコンプレックスを持ってるみたいだ。

「まったく……ろくなこと書かないんだから。これはしばらく預かっておくからね？　で、なんだっけ？　あ、そうそう、なんで美咲が雫の家にいるのかっていう質問だったね」

「……!?」

　ベッドの上でぺたんこ座りでいる雫は、悲痛の表情を浮かべたまま首を横に振ってイヤイヤの動作をしている。

　俺はちょっと心配になって美咲さんに言ってみた。

「なんか嫌そうにしてるけど？」

「あれは大おお袈げ裟さなのよ。気にしない気にしない」

「そ、そうかな？」

「だって美咲のお尻……じゃなくて、人が気にしてる事を平気で明かしちゃう人間だよ？　絶対に神経が図太いに決まってるって」

「はあ」

「それでさっきの続きだけど、美咲がここに来たのは雫にとある買い物を頼まれたからなんだよね」

「買い物？」

「そう、その買い物っていうのがコレ。じゃじゃーん♪」

　背中にあった紙かみ袋ぶくろから彼女が取り出したのは――――

　ブラだった。

　ちょっと小さめの……って、コレさっき雫が着けてたやつじゃね？

「うおっ!?」

　俺は美咲さんが手にしたそれから後光が差したように見えたので、思わず眩まぶしくなって目を背けてしまった。

　そんな俺を美咲さんは気にも留めず話を続ける。

「どういうわけか急に色気付いちゃったみたいで、可愛い柄がらのブラを買って来て欲しいって頼たのまれたの。今まで使ってたスポーツブラでいいじゃない、あなたにお似合いよ？　って美咲は言ったんだけど、どうしてもって本人が言うし、この子にはそれぐらいの買い物でも大変らしいから」

　それも理由といえば確かに理由だが、俺が聞きたかったのはそういう事じゃなくて、なんで美咲さんがそこまでして雫の面めん倒どうを見てやってるのかって事なんだけど……。

　まだ彼女は言いたい事があるようで、

「それで、試着するから手伝えって言うもんだから、さっき脱衣所で着替えてたわけ。そうそう、せっかく美咲が手伝ってあげてるのに雫ったら酷ひどいんだよ？　きついだの、苦しいだの文句が多くって。それはね、あんたの胸が残念すぎてゆるゆるだから、きつめにするしかないんだって。なのにもっと寄せて上げろー寄せて上げろーってうるさいし、ホントもう最悪。そんなに盛ったところで見せる相手がいるわけでもないのにー。ねえ？」

　美咲さんが雫にそう尋ねると、彼女はすでに枕に顔を埋うずめて突つっ伏ぷしていた。

　脇わきからうかがえる小さな耳は、恥ずかしさのあまり先っぽまで真っ赤に染まっていた。

　でもそうしている事にももう限界が訪れたのだろう、雫はムクッと急に起き上がり、俺に目を合わせないようにして小走りにトイレへ駆け込み、鍵を閉めてしまった。

　こりゃ完全に閉じこもったな……。

　そこで美咲さんはトイレのドアに張り付いて、

「あれー？　しずくぅー？　トイレ長くなーい？」

　と、わざとらしい口調で追い討ちをかけている。

　酷いな、おい！

　でもここで俺が雫に何か声をかけたところで逆効果だろうな。こういうのは時間が解決してくれる。うん。

　あ、そういえば、雫がこんな状態じゃギルド会議とやらに連れ出すことは不可能になっちゃったなあ。

　リーダーが欠席ってのはどうなんだろうとは思うが……しゃーない。

　さて、仕事に戻るか。

　美咲さんが雫をかまっているうちに、俺はこっそり部屋を出る。

　店に戻ると、一応マスターと姫達に雫が来ない事情を適当にそれっぽく伝えといた。

　それでマスターは再び奥おく座ざ敷しきに引っ込み、姫達は「じゃあ今日はお開きで」って事になった。

　残された俺は一人で店番だが、久しぶりの平へい穏おんが戻ってきたようで、これもまたいい。

　静かな店内、心ここ地ち好よいＢＧＭ、そんな空間でカップや皿を磨みがいては並べる。

　たまーに来るお客さんに接客したりはするけれど、事務的なやりとりだけで静かな環かん境きようは保たれる。

　仕事としてはかなり楽だ。

　そして、それで得たバイト代は二次元世界の趣しゆ味みに全部費やす。

　こんなふうに誰からも干かん渉しようされない日々だったらリアルもそう悪くはないなーと思う。

　俺は磨き終えた最後の皿を重ねて棚たなに置く。

　陶とう磁じ器きが奏かなでたカチャリという些細な音で、俺はふと思い出す。

　あれ？　そういえば……今日ましゅー来てなかったよね？

　彼女の事だから一番最初に来てると思ったのに。

　どうしたんだろうか？




×　×　×




　◆　オンライン　◆

　バイトが終わったその日の夜、俺はゼクスにログインした。

　まだメンバーは誰も来ていない。

　騒がしくなる前にアレをやっておこう。

　そう思った俺は、ギルドハウスの奥に積まれている箱山の一帯から個人用のアイテムボックスを引っ張り出す。

　こいつは手元に持ち切れなくなったり、マイ倉庫の許容量を超こえたアイテムを預けておける便利な代しろ物もの。ギルドに入ってる人の特権ってやつ。

　で、俺はその箱の中から鉱物アイテム、白金鋼を取り出す。

　先日のレベル上げの際、ましゅーにこれをあげる約束をしていたんだけど、色々あってまだ渡わたせずにいたのだ。

　一応保存しておいたけど結局使わなそうだし、ましゅーが集めてるって言うんで、このまま倉庫の肥やしになるくらいなら――と、そういう話になったのだ。

　確かこれがあと五つくらいあったはずなんだよなー。

　俺は箱の蓋ふたに映し出されているアイテム整理画面でソート機能を使って白金鋼をまとめる。

　掻かき集あつめたら……なんと計十個もあった。おお。

　この前はこんな程度の作業すらできないくらい眠くて、この上で寝ね落おちしちゃったんだよなー。でも今日はまだ早い時間なのでそんな事にはならないだろう。

　さて、このアイテム。

　ましゅーがログインしてきたら渡してあげたいんだけど、いまだその気配が無い。

　いつもならとっくにインしていて待ち構えているというのに、今日に限って遅いようだ。　それに、こんなにたくさんの鉱物アイテムを突とつ然ぜん手渡しされても困るだろうなー。

　手持ちのアイテム欄らんに余裕が無い可能性もあるし。

　だからといってましゅーのアイテムボックスは本人でないと勝手には開けられない仕様だし……ここはポスト機能を使って送っておくしかないか。

　ポスト機能っていうのは町の数カ所に設置されている文字通りポストで、アバター名さえ分かれば、そこからお金やアイテムを遠く離れた他のプレイヤーに送ることができるのだ。

　配達される先はギルドハウス内のアイテムボックスか、所ホ属ー国ムにあるマイ倉庫に送られる。

　とりあえずその方法を選せん択たくした俺は、ギルドハウスの外に出て一番近いポストに向かうことにした。

　とはいっても通りに出て、右に二十歩くらい行った所にあるんだけどね。

　超近ちようくて大助かり。

　背せ丈たけほどの鉄製の箱。

　俺はその金属の質感丸出しな感じのポストの前に立ち、ステータス画面を開く。

　簡単なメッセージを書いたメールにアイテムを添てん付ぷして、送信ボタンを押す。

　宙に、いかにも手紙です！　みたいな封ふう筒とうが現れ、ポストの中に吸い込まれてゆく演出が発生。

　それでなんとなーく送ったぜ感が出る。これ結構大切。

「これでよしっ」

　一つ用件が完了。

　さて、戻るか。

　俺は修道服のベールを棚引かせ、

「ふんふふーんふん♪」

　なんて鼻歌を歌いながらギルドハウスに足を向けた。

　そんな時だった。

　ブッブーッ

　背後で突とつ如じよ、いかにもエラー音らしいエラー音が響いたのだ。

　振り返ると、ポストの投入口から手紙が吐はき出だされていた。飛び出した封筒は空中でノイズになって霧む散さんする。

　それとほぼ同時に俺の眼前にウインドウが現れる。

　そこにあったメッセージはこうだった。

《送付先のアカウントは存在しないか、またはプレイキャラクターが削除されています》

「あれ？　おかしいなー……」

　ちゃんと、ましゅーっていう愛あい称しようじゃなくて、【ましゅまろ】の方で送ったし、今さら入力間違いとかありえないんだけどなあ。

　俺はポストの前に立ち、今度はちゃんと送付先の名前を確認した上で再度送ってみた。

　ブッブーッ

《送付先のアカウントは存在しないか、またはプレイキャラクターが削除されています》

「え…………なんで……??」

　訳が分からない。

　それから何度かチャレンジしてみたけど結果は同じ。

　これって……認めたくはないけど、まさか…………

　本当にアバターを削除してしまったって事??




　マジでっ!?







＃03【鍵かぎ主ぬし家がスゴすぎてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　俺はしばらくの間、虚うつろな感じでいた。

　現実を受け入れられないのだと思う。

　でも、確かにましゅーのアバターは綺き麗れいさっぱり削除されていた。

　それは間違いなかった。

　ギルドハウスに戻って確かめてみると、彼女の個人用アイテムボックスが室内から消えていたし、ギルドメンバーリストとフレンドリストを広げてみても、彼女のネームはどこにも無かった。

　この前まで「ヴァーチャルに生きるのですー」とか言って、ゼクスに対してやる気満々だった彼女が突然そんな事をするだろうか？

　彼女がそうしなければならない理由が思おもい浮うかばない。

　何かそこまでしてしまうほどの心境の変化があったのか？

　彼女の周りで変化があった事はといえば、あの事くらいだ。

　ましゅーの夫と名乗る人物、鍵主鳴なる海み。

　その鳴海と東京ピッグサイトで開かれた同人誌即そく売ばい会かいで出会った時の事だ。

　そういえばこの鳴海っていう子が夫と言い張るには、どう見ても女の子にしか見えないんだけど……って今はその事はおいといて。

　あの時、鳴海と顔を合わせたましゅーの表情ときたら凍こおり付ついたようだったから、あれで何もなかったなんて事は無いと思う。

　今思えば、それ以降ましゅーのテンションがおかしくなったような気がするし。

　でもその事がましゅーのアバター削除と関係してるのかどうかは分からない。

　そもそも、これからどうすればいいんだろうか？

　そんな事を悶もん々もんと考えていると、ハウス内にログインを表すエフェクト光が散る。

　長い黒髪が流れ、すっと顔が上がる。

　光の中から現れたのは雫しずくだった。

　彼女はすぐに俺の存在に気づくと、開口一番こう言った。

「なんだ【Ａカップブラを愛めでる会】会長のリエルじゃないか。もう来てたのか」

「どんな会!?　聞いたこともないよ！」

「当たり前だ。リエルの妄もう想そうの中に存在する会だからな。しかし妄想の中でまで会長の任に就つくとはどんだけＡカップが好きなんだ」

「それはどちらかと言うと雫の妄想だよね？」

「やはりＡカップは最強だな。ただデカいだけとは訳が違う」

　なんだろう……この無む理り矢や理り感かん溢あふれるＡカップ推おしは……。

「あのー……着き替がえ見ちゃた事まだ怒ってる……とか？」

「…………」

　黙だまり込こんでしまった。

　どうやら御ご名めい答とうらしい。

　だがすぐに持ち直し、

「素直に私はＡカップが好きです！　と言えばそれでいいのだ」

「なんでそんな事、公然と言わなければならないわけ!?」

「小さいのは嫌いなのか？」

「そりゃあどちらかといえば大きいより、小さい方が……ってそうじゃなくて！」

　相変わらずオフとのギャップが酷ひどいなあと感じていると、彼女は手を自身の顔前にかざし、妙みようにすかしたポーズを取る。

「Ａカップ、それが俺のジャスティス！」

「格好良さそうに聞こえるけど、それだとただの変態だよね？」

「これはＡカップですか？　はい、ロリコンです」

「即そく答とうすぎる！　即答すぎるよっ！」

「俺のＡカップがこんなに大きいわけがない」

「特とく殊しゆな趣味をお持ちの方ですか？」

「ただのＡカップには興味はありません。夢、希望、甘あま酸ずっぱい恋こいが詰つまったＡカップがあったら私のところに来なさい！」

「確かに詰まってるかもしれないけど！」

「僕は友達がＡカップ」

「もうＡカップって言いたいだけだよね？」

「とあるＡカップの禁きん忌き白書」

「そ、それはちょっと見てみたいかも…………って、はっ！」

　雫はしたり顔で俺の事を見ていた。

「……はいはい、今日からＡなんちゃらを愛でる会とやらの会長でいいですよもう」

「やっと自覚したのだな。では早速、会員らしく愛でるとしよう」
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　そういって雫は企たくらみに満ちた表情で両手をわにわにさせながら近付いてくる。

「ちょっ、何!?　どういう事!?」

「言ってなかったか？　私は【Ａカップブラを愛でる会】の一号会員だ。そしてリエルは恐らくＡカップだろ」

「えっ？　えええええええぇっ!?」

「それじゃあ、ひと愛でするか」

「なんで、ひとっ風ぷ呂ろ浴びてくるかーみたいな気軽さ!?　それに会長が愛でられる側とか絶対おかしいよね？」

「ぐだぐだぬかすな。あまり手間かけさせると綺麗な顔に傷がつくことになるぜ？」

「ひぃぃぃぃっ怖いぃぃぃぃぃっ」

　雫の使し役えきモンスター【すあま】さんも彼女の肩の上で一緒になって睨にらみをきかせてくる。

　何？　俺、ここでひんむかれちゃうの？

　そんな感じで脅おびえていた時だった。

「あんた達何やってんの!?」

「「へ??」」

　突然近くで声が上がったので俺と雫は揃そろって素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　見れば姫ひめとリコッタがそこに立っていた。

　彼女達は腕を組んで横に並び、ぷりぷりとした表情を浮かべて俺らをにらんでいる。

　そこで雫が、

「なんだ空耳か」

「んなわけないでしょ！　今、思いっ切りあたしと目合わせたでしょが！」

　憤ふん慨がいする姫に対して、雫はあからさまに煙けむたそうな顔をした。

「リコッタは最初からずっとリエルと目を合わせてたにゃりよー」

「ああホントだーって、近っ！」

　いつの間にか眼前に銀髪猫耳の顔があったので俺は思わず仰のけ反ぞった。

「あんたも何やってんの！」

　そう言った姫に襟えり首くびを掴まれて引っ張られてゆくリコッタ。

「どうしてこうみんな好き勝手やるのかしら？　こういうのをまとめるのはリーダーの役割じゃなくって？」

「当然だ」

「なんで急に誇ほこらしげなのよ」

　胸を張ってみせた雫に姫が突っ込んだ。

「今日だってギルド会議をやるって言うからわざわざ集まったのに、あんた来ないし。どういうこと？　急に気分が悪くなったってリエルから聞いてたけど、今はそんな感じ全然無さそうじゃない？」

「ふっふっ、うさっころにしては鋭するどいな。バレてしまっては仕方がない。実はお前達がロープレでぼんやりとしている頃、私とリエルは自室でチチくり合っていたのだ」

「チチ!?」

「くりっ!?」

　普段よりトーンの高い声を上げる姫とリコッタ。

「なのでギルド会議に出席する気が薄れてしまった。体が火ほ照てってしまったのでな」

「そ、そういえば呼びに行くだけにしては戻ってくるのが遅かったにゃん」

「なっ……まさか本当に!?」

　姫とリコッタの視線がこっちに向けられる。

　いつもの俺ならここで「いや、ちちちちがうって！」と焦って、余計にドツボにはまるパターンだ。

　しかし今日の俺は違う。

　結局は雫の出任せなのだから、冷静に真実を伝えればいいだけだ。

「いやそれは雫の妄想だからね。実際には雫が買った新しいブラの着替えシーンをのぞいた事が始まりでね…………って、あ、あれ??」

　お、おかしい……。

　真実を語ったはずなのに、何この追い込まれた感じ！

「いっ、いまのは無し無し！」

　慌てて否定するが駄だ目めだった。

　だってさっきまで意気揚々としていた雫が硬こう直ちよくして固まってるし。

　しかもオンの彼女にしては珍めずらしく、頬の辺りが僅わずかに赤くなってる。

「それってどういうこと??」

「ちゃんと説明して欲ほしいにゃん」

　姫とリコッタが険しい表情で詰め寄ってくる。

　そして二人同時に言い放った。

「あたしというものがありながら！」

「リコッタというものがありにゃがら！」

「「ん？」」

　同じような事を無意識に叫さけんだ二人は、互いに顔を見合わせ訝いぶかしげにしている。

　雫はいまだ立たち尽つくしたままだ。

　俺はそんなギルドメンバー達を見み渡わたして、違和感を感じた。

　そうだ、ましゅー……。

　雫のペースに流されて、大切な事をまだ彼女達に伝えていなかった。

「それよりみんな、ちょっと聞いて」

　真ま面じ目めな口調で唐とう突とつに言った。表情も真しん剣けんだったと思う。

　そんな俺から発せられる空気に彼女達も気づいたようで、静かに注目を寄せてくる。

「ましゅーの事なんだけど……彼女、ゼクスを辞やめちゃったみたい……」

　ギルメンの間で広がる僅かな沈ちん黙もく。

「は？　何言ってるの？」

　姫は何かの冗じよう談だんだと思ってるっぽい。

「いや嘘うそとかビックリさせようとかじゃなくてね。この前ましゅーに頼まれてたアイテムを送ろうとしたんだけど、その時にキャラクターが削除されてて送れませんっていうメッセージが出て、それで気づいたの」

「それって送り先の名前入力を間違えただけじゃないのかにゃあ。リコッタもたまにやっちゃって、そういうメッセージが出る事あるにゃりよー？」

　リコッタが「またまたーご冗談を」みたいな感じで猫ねこ招まねきをする。

「信じられないって言うなら、みんなギルドメンバーのリスト画面を開いてみるといい。嘘じゃないってことが分かると思うよ」

　真っ先に雫が空中に指を伸ばし画面を開いた。

　リストを上下に目で追う彼女。うちのギルドは人数が多いわけではないので、それですぐに分かるはずだ。ましゅーの名前がそこに無いことを。

　現に雫はウインドウに指を置いたまま固まっていた。

　どうやら事態の深刻さに気づいたらしい。

　らしからぬ雫の様子に何かを感じたのか、姫とリコッタも慌あわててその画面を開く。

「ウソでしょ……なによこれ……本当に消えてるじゃない！」

　姫が青ざめたような表情でリストを見詰めていた。心なしか手元も震ふるえているように見える。

「そ、そんなはず無いにゃりよー。きっとバグか何かに決まってるにゃん。そ、そうにゃん、そうに違いないにゃん」

　リコッタはそれを見ても未だ事実を受け入れられない様子だ。

　ちなみにリスト周りのそういったバグは公式には報告されていない。

　ここで、しょぼーんとした空気が辺りに流れる。

　沈黙。

　誰も口を開こうとしない。

　そこは今まで一緒にプレイしてきた仲間。普通にましゅーのことが心配でならないのだ。

　そんな沈ちん鬱うつムードの中、雫が静かに口を開く。

「むむ……メンバーが減ってしまった……これでは騎士様との〝特別な結婚式〟が遠とお退のくばかりではないか」

「問題はそこ!?」

　そんな言い方は無いだろ。

　あまりの非情さに文句を言いたくなった。

　だがすぐに彼女は、

「まったく、ギルドリーダーの私になんの許可も無く辞めるとは許せんな。というか、このギルドのメンバーはそもそもが私の下僕しもべであるから、辞める権利など最初から無いのだがな。このままでは示しが付かない。即そつ刻こく、連つれ戻もどさなければなるまい」

　そんな言葉を付け加えた。

　なんだかんだ言っても結局は雫もましゅーのことをちゃんと心配してるってことだ。

「下僕ってなによ。あたしはそんなものになった覚えはないわよ？」

　気が抜けてぼんやりとしていた姫だったが、雫の暴言に我に返ったようだった。彼女に食ってかかってる。

　それを軽く受け流すように手の平を前にかざす雫。

「ああ、うさっころは特別に今辞めてもらっても構わないぞ」

「ちょっとなにそれ!?」

「ちなみにリエルは私の愛あい玩がん動物だから特別待たい遇ぐうだ」

「それって嬉うれしいような嬉しくないような」

　俺が苦く笑しようしていると、向かい側で白い猫耳がぴこぴこっと揺れる。

「それで、どうやってましゅーを連れ戻すにゃりか？」

「そうよ、アバターを削除しちゃったなら連れ戻しようがなくない？」

　ここぞとばかりにリコッタに同調する姫。

「ならここは新規でアバターを作り直してもらうとかが妥だ当とうだろうな」

「見た目をまったく同じに作り直すのは結構大変にゃりよ？　リコッタはニャルミちゃんに似せるのすごく大変だったから分かるにゃん」

「それって作り直してもましゅーじゃない感じで何か気持ち悪いわ」

「私だってそれくらいは承知している。ゼクスのキャラクターメイキングはかなり細かく設定できるからな。すべての数値をメモしておくくらいでないと完全に見た目が同じアバターは作れないだろう。だがこの場合は仕方がないだろ、他に方法が思い付かないのだから」

　雫達たちは色々と意見を出し合う。

　全部ましゅーのことを考えての意見だろうが、出てくるのはどちらかというとオンライン上での問題ばかりで、誰もリアルでの問題について触れていない。相変わらずどこかずれている。

　いやあね、それも大切なんだけどさ、そもそもましゅーがなんでキャラクターを消したのか？　ゼクスを辞めようと思った理由はなんなのか？　それが分からないと彼女が戻ってきてくれるまでに至らないんじゃないのかって俺は思う。

　だって、ゼクスにいる事に何か問題があったから、こういう事になってるわけだし。

　まず、そこを解決しないと。

　そういえば俺がオンのましゅーを最後に見たのは、深夜にメルルーナちゃんを交えて三人で行ったレベル上げの時だ。それ以降、彼女にはオフも含ふくめて会っていない。

　ということは俺以外にましゅーと最後に接せつ触しよくしたのは、メルルーナちゃんだけか。

　もしかしたら俺には気づけなかった、ましゅーのちょっとした変化を彼女は見ているかもしれない。

　これはメルルーナちゃんに直接聞いてみるしかないな。

　思い立ったが吉きち日じつ。

「あ、ちょっと思い当たる事があるんで、行ってくるね」

　そう言うが早く、俺はギルドハウスを飛び出していた。

　当然、残された雫達は茫ぼう然ぜんとしていたが、説明は後でもいいだろう。

　それに素直にメルルーナちゃんの所に行くって言ったら、なんか文句言われそうだし。

　で、そのメルルーナちゃんだけど…………あれ？

　どこに行けば会えるんだ??

　俺は中央広場の手前で、はたと立ち止まった。

　メルルーナちゃんといえば広場でみんなに囲まれてるイメージがあったから、ここにくれば会えると思って無意識に足を向けちゃってた。

　さて、どうしたものか……。

　立ち止まって考えていると、通りの端はしにリコッタと同じように猫耳を生やした獣じゆう人じん族のプレイヤーが二人（共に♀キャラ）、楽しそうに会話しているのが目に入ってきた。

「ねえフレンド登録お願いしてもいい？」

「あ、うん、いいよー。しよしよ」

　なんて声が聞こえてくる。

　フレンド登録ねえ……俺、そんなものはここ最近とんとしたことが…………ん？

　したな……。

　したよ！

　フレンド登録したよ最近！　メルルーナちゃんと！

　うっかり忘れてた。

　逆に嬉うれしすぎて現実味が感じられなかったのかな？

　俺は早速フレンドリストを開いて、メルルーナちゃんがオンラインである事を確認する。

「な、なんだか緊張するなあー……」

　俺は震える指先で彼女のコーリングカードをタップする。

《〝メルルーナ〟を呼び出し中です。　●●・・・》

　そんなシステムメッセージを見詰めながら、本当にこれであのメルルーナちゃんに繋つながるのだろうか？　と半信半疑だった。

　そしてすぐさま、

《はい、どうしましたー？》

　耳元で彼女の軽かろやかな声が響く。

　こ、この声は間違いなくメルルーナちゃん！　本当に繋がったー！

　やはり彼女とフレンドになったのは夢や妄想じゃなかったんやー。

　そんなふうに一人感動していると、

《もしもーし？　リエルさん？》

「あ、は、はいはい。ばんわー」

《あ、こんばんはっ☆　どうしたんですかー？　何か御ご用ようですか？》

「えっと、メルルーナちゃんに聞きたいことがあって。それでコールしたんだけど……」

《聞きたいこと、ですか？　それならなんでも聞いて下さって結構ですよっ》

「ありがとう。んで、その聞きたいことなんだけど、この前ましゅーとメルルーナちゃんと自分の三人でレベル上げしたよね？　その時にましゅーのことで何か気づいた事はないかなーと思って。様子がおかしかったとか、気になる事を口ずさんでいたとか……」

《うーん……特に気づかなかったですねー。でも、そんなことを聞くってことは、彼女に何かあったんですか？》

　さすがメルルーナちゃん、鋭いなあ。

　感心しつつ、俺は彼女に事情を包み隠さず話した。

《それは心配ですね》

「うん、そうなんだよ」

《あ、そういえば》

「なになに？　なんでも言ってみて」

《いえ、たいした事ではないんですが。あのレベル上げの後、ログアウト直前に、ましゅーさんが急に落ち込んだように見えたんですが》

「そういえば、そんな事があったような……」

　あの時はそろそろ解散しようという時だった。

　リアルのましゅーが突然ＥＳＧを頭から外したみたいで、アバターが抜ぬけ殻がらみたいになっちゃったんだよね。それで再び装着して戻ってきた時には、さっきまで楽しそうだった表情から一転、とっても沈鬱な感じになっちゃってた。

　確かにアレは気になる行動だ。

《それくらいですかね》

「あ、ありがとう。助かったよ」

《いえいえ、それとリエルさん》

「はい？」

《今まで苦労して育て上げたアバターと、それに詰まった繋がりとか絆きずなとかを消してしまうなんて、かなり決心がいる事です。リアルのましゅーさんに何かあったとしか。連絡が取れるならばそうしてみた方がいいかもしれません》

「だね。その事も含めてちょっとましゅーとコンタクト取ってみるよ」

《そうですか、こちらもあまりお役に立てず申し訳ないです》

　謙けん虚きよなメルルーナちゃんにうっとりしながら、彼女にお別れの挨あい拶さつをしてフレンドチャットを切る。

　途端に中央広場の賑にぎわいが耳に入ってくる。

　活気に満ちた王都の街並みを見渡しながら、心の中で呟つぶやく。

　――行ってみるしかないか。

　俺はましゅーの家を訪問してみることにした。




×　×　×




　◇　オフライン　◇

　バイトが休みの日。

　俺はましゅーの家を訪問する為ために歩いていた。

　一応携けい帯たいから連絡してみたんだけど、電波が届かない場所か、電源が切れている～っていうのが続くだけで繋がる気配がなかった。

　なんだこれ、姫の時と似たようなパターンだな……。

　ましゅーの家は俺んちの最も寄よりの駅から僅か一駅隣となり。姫の家がある場所と同じ街だが、今歩いているとこは駅を挟はさんだ反対側になる。

　さて、なぜ俺がましゅーの家の場所を知ってるかというと、以前、美み咲さきさんから接収した手帳に住所が書かれていたから。

　あれは本当にヤバイ手帳だから、いい加減処分したいんだけど、姫の家に行った時も然しかり、こういう時に役に立っちゃったりするから無む闇やみに捨てられないんだよなー。

　で、これを書いた美咲さんだけど、今日も珍しく家の周りにはいなかった。あれだけしつこかった彼女のストーカー行為が、最近ちょっと弱まってきたように感じるんだけど、何かあったんだろうか？

　俺としてはその方が嬉しいんだけど。

　それはさておき、ましゅー宅である。

　丁度今、彼女の家の前に到着したところなんだが、俺はその邸てい宅たくの門前で唖あ然ぜんとしてしまった。

　この辺には住宅街を蹴け散ちらすように、結構大きな森がどっかと鎮ちん座ざしてるのは以前から知っていた。

　でもまさか、その森全部がましゅーの家だとは思いもしなかったから。

　森の中に向かってのびる道の横に〝これより私有地〟とか書いてあったし、ここまで歩いてきながら、なんかおかしいなーとは思ったんだ。

　要はとてつもない豪ごう邸ていだったという事。

　現在、俺が立っているここは、森の中にある邸宅の前。そこに改めて仰ぎよう々ぎようしいほどにデカい鋼鉄製の門もん扉ぴがそそり立っていた。

　門扉の横には〝鍵主〟の表札。

　ここで間違いは無い。

　だがしかし、これからどうしたものか……。

　ましゅーに会おうにも門の所にインターホンらしきものも無いし、門扉は背が高すぎて中の様子が全くうかがえない。左右を見れば、その高さのまま塀へいがどこまでも続いていて、そっちの方も駄目そうだった。

　そうしたところでどうにかなるわけではないが、もう一度門扉を見上げる。

　すると門柱の上に防犯カメラを発見。

　無駄だとは思うけど、誰か気づいてくれないかなーなんて淡あわい期待を抱きながら、そのカメラに向かって手を振ったり、にんまりと笑ってみせたりした。

《おや？　そこにいるのは慧けい兄にぃじゃないかい？》

「うおっ!?」

　突然、カメラに内蔵されているスピーカーから声がして、ビックリした。

　しかも、俺のことを慧兄と呼ぶ、この声の主。

　そんな呼び方をするのは俺が知り得る限りでは、あいつしかいない。

　鍵主鳴海。

　ましゅーの本名、鍵主日ひ眞ま里りの夫と名乗る、どう見ても女の子にしか見えない少女だ。

　いや実際女の子なんだけどね。

　僕ぼくっ娘こだったり、男っぽいしゃべり口調だったり、出いで立たちだったりとかあるけれど、それで夫と名乗るには無理がありすぎる。

　なんでそんな事、言ったんだろ？　というか、本当に一緒に住んでるんだな。

　どうもその辺の事情が良く分からない。

《わざわざ僕に会いに来てくれたんだね。嬉しいな》

「ちげえよ！」

　カメラに向かって突っ込む俺。

《またまたーそんなこと言っちゃって、つれないなあ。慧兄とはこの前兄弟の契ちぎりを交かわしたばかりじゃないか》

「そんなもの交わした覚えはねえ！　俺はましゅーに用事があって来たんだ！」

《ましゅー？　ああ、日眞里のことか。彼女に用事があるだなんて、それはあれだね》

「ん？」

《僕に会いに来る事への照てれ隠かくしから出た口実だね》

「だからちげえよ！」

《それはそうと、よく僕の家の場所を知っていたね》

「そ、それは……」

《まあいいや、そこで待ってて。門の所まで迎むかえに行くよ》

　そこで一方的にスピーカーの音声が切れた。

　相変わらずの傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりだな……。

　彼女とは先日のコミカで出会ったのだが、その際に「死んだ兄に似てるので一ひと目め惚ぼれした」とか、ありえない理由でつきまとわれたんだよなあ。

　しかし、今いま頃ごろであれなんだが……ましゅーに会いにくれば、必然的に鳴海とも接触の可能性があるってのをすっかり忘れてた。

　面めん倒どう臭くさい事にならなきゃいいんだけど。

　待つこと五分。

　ずいぶん長く待たされるなあと思い始めたその時だった。

　カチャリと音がして、デカい門扉の横にある小さめの通用門が開いた。

「やあ、お待たせ」

　そんな爽さわやかな声と共に中から鳴海が現れた。

　髪かみ型がたは襟えり足あしの短いレイヤードボブ。背が高く、スレンダー。まるで宝たから塚づかの男役の人みたいにパリッとしている印象。

　それだけで俺は悔しいながらも一いつ瞬しゆん、見み惚とれてしまっていた。

　ぴったりとしたＴシャツに太ももが眩まぶしいローライズのホットパンツという出で立ちも、俺の心が僅かに狼狽うろたえてしまった原因だ。

「ささ、中へどうぞ」

　鳴海が手を広げて中へと誘さそう。

　まあ、そうしなければ何も始まらないので、俺は言われるがままに邸てい内ないに足を踏ふみ入いれた。

　門の内側に入ってすぐに目に入ってきたのは一台のゴルフカートに似た乗り物。

　その前でスーツに身を包んだ初老の男が待機していた。

　なんだこれ？

　そう思ったのも束つかの間ま。それもそのはず、目の前にはカートくらい必須であろう広大な敷しき地ちの庭が広がっていたのだから。

　緑の芝しば生ふが敷しき詰つめられ、手入れの行き届いた庭木が定規で測ったように綺き麗れいに植わっている。さながらイングリッシュガーデンといった感じだ。

　遥はるか彼か方なたに母おも屋やと思われる邸宅の屋根が見えている。

　そりゃこんだけ広ければ門まで時間もかかるわ。

　待たされていた理由が判明したところで、カートの後ろに乗るように鳴海に促うながされる。

　三人乗りのそれは前に運転席が一、後ろに座席が二という振ふり分わけだ。

　当然、鳴海と俺は隣同士で乗り込むわけだが、彼女は席に座った途端、俺の腕に手をからませてきたので、反射的に身を離した。

「ちょっ、何!?」

「何って、当たり前の事をしているまでだよ」

「までだよって、そんな真顔で言われても」

「兄さんとはいつもこうしてたから、問題は無いよ」

「俺は問題ありありだがな。というか俺はお前の兄じゃないと何度も……」

　どんだけブラコンだったんだこいつは。と言ってはみたものの、我わが家やのアレも相当のブラコンだよなあ……。

　そんな事を思っていると、鳴海が運転席に向かって指示を出した。

「永なが満みつ、やってくれ」

「はい、坊ぼつちゃま」

　いつの間にか前席でスタンバってたあの初老のおっさん。

　苗みよう字じだか名前だか分からないけど、永満っていうのか。

　白髪交じりの髪と、細身の体がよろよろしていて心配ではあるけれど、見た目からは優やさしそうな印象を受ける。

　で、その永満さんだけど、これって……

　マンガとかでしか見た事のない執しつ事じってやつか！

　生執事初めて見た、すげー！

　執事まで雇やとってるとか、どんだけ金持ちなんだ鍵主家！

　と……執事で感動している場合じゃなかったな。

　そういえば永満さん、鳴海の事を〝坊ちゃま〟って呼んだよな？

　誰が見たって明らかに女の子なのに……。

　この家ではまさか周りの人間も、〝鳴海はましゅーの夫〟という扱あつかいなんだろうか？

「では出発いたします」

　永満さんはそう言ってカートのエンジンをかける。

　その際、なぜか鳴海と視線を合わせ、合図を送ったように見えたのは気のせいだろうか？

「少し揺れます故ゆえ、ご注意下さい」

「えっ、それはどういうっおほおおおっ!?」

　いきなりの急発進。

　カートはただのカートとは思えない速さで走り出したのだ。

　おい、思わず舌噛かんじゃったじゃないか！　いつつつ……。

「な、なんで、こ、こんなにスピード出してるの!?」

　ガタガタと揺れる座席で俺は隣の鳴海に尋たずねる。

「いやあ、いつもこんなもんだよ？　カートって大体どれもこんな感じでしょ？」

「んなわけねえ！」

　カートはカートでもレーシングカートの間違いじゃないのか!?

「あーあんまり喋しやべってると舌噛むよ？」

「いやもう噛んだよ」

「アーッ、あぶナーイ」

「へ？　――――ぐがはっ!?」

　なんか永満さんが、らしからぬ棒読み台詞ぜりふを吐いたと思った直後、急ハンドルを切ったらしく俺の体が横に飛ばされた。

　絶対その辺の角に頭でもぶつけて痛い目にあうのだと覚悟していたのだが、意外にも柔らかいクッションに包まれた。

　何、このカート、エアバッグでも付いてるの？

　そんなわけない。

　俺が顔を上げると、眼前に頬ほおを赤くした鳴海の顔があったのだ。

　そう、俺はささやかながらも、かなり柔らかい、鳴海の胸の中に顔を埋うずめて抱だき止とめられていたのだ。

「＃＄＠￡％￥っ!?」

　俺は声にならない声を出して跳はね起おきる。

「危なかったね、慧兄は大丈夫だったかい？」

「え!?　ああ、ま、まあ……なんとか」

　鳴海は平常を保った口調で聞いてくるが、顔は火照ったままだ。

　俺は俺で女性耐性不全症候群ＦＥＤＳが反応しかけたが、すぐ飛び起きたのが功を奏したのか、なんとか失神せずに堪こらえることができた。

　ちょっとクラクラしながらも、さっきの急ハンドルについて永満さんに尋たずねてみる。

「何かあったんですか？」

「ええ、子こ鹿じかの奴やつめが前を横切りまして。危あやうく轢ひくところでした」

「子鹿!?　ここ鹿なんているの!?」

「あ、いや、違った……そ、そう……シ、シマウマ！　そうそうシマウマでした！」

「シマウマ!?　もっと現実味が無くなった！」

「この目で確かに縞しま模も様ようを見ましたし、間違いないです！　キリッ」

「キリッて……そんな自信満々に言われてもありえないからね？」

　明らかに嘘うそくさい。というか嘘だろ。

　この人はまともな人間かと思ってたけど、そうでもなかったようだ。

「もしくは縞模様の何かかと思われます」

「いやあんた、さっきシマウマで間違いないって言ったよね？　そして縞模様は譲ゆずらないのな？」

「到着しました」

「うお……」

　会話はカートの停止と共に遮さえぎられた。

　そして目の前に現れた豪ごう奢しやな洋館に思わず息をのむ。

　築年数はだいぶ経過しているように見えるが、ものが良いのだろう。重要文化財に指定されてもおかしくない荘そう厳ごんさがその建物にはあった。

　俺はその洋館を見上げつつカートから降りる。その際に、鳴海が永満さんに向かってごにょごにょと耳打ちしている姿が目に入った。

「永満、さっきのハンドル切るタイミング、ナイスだったよ」

「お褒ほめに預かり光栄です。坊ちゃま」

　不ふ審しんに思った俺は、

「え、何？　何の話??」

「あ、い、いや何でもない。こっちの話だよ。そんな事はいいからさ、さあ慧兄、上がってくれたまえ」

「おっ、おい」

　彼女に背中を押され、強引に屋や敷しきの中へと連れて行かれる。

「永満、分かっているとは思うが」

「はい、坊ちゃま。無ぶ粋すい故ゆえ、お茶はお持ちいたしません」

「うむ」

　玄関先で交わされた会話に俺は何か不ふ穏おんな空気を感じた。

「ちょっ、無粋って何!?」

「あーいいからいいから、慧兄はこっちだよ」

　俺は鳴海に腕を引っ張られ、玄関先から二階へとのびる階段を駆かけ上あがる。

　屋や敷しき内ないは天井も、照明も、今上った階段も、そりゃあ絢けん爛らんな造りだったが、それらをじっくりと見る余裕も無いままに、俺はある部屋に連れ込まれた。

　そこはベッドと机、クローゼットがあるだけの酷ひどくシンプルな部屋だった。でも、そのどれもが見るからに質が良く、高価そうだ。それに広さは俺の部屋の十倍くらいはありそう。

　窓辺からは強い日差しが入り込み、とても明るい。

「ここは……？」

　俺がぼんやりと尋ねると、ドアを後ろ手で閉めた鳴海が言う。

「僕の部屋だよ」

　カチャリ

「おい、今、答える声に紛まぎれさせながら、こっそり鍵かぎ閉めたよね？　なんで閉めんの？」

「最近世の中物ぶつ騒そうだし、戸と締じまりはしっかりしないといけないなーと思ってね」

「いやいやここ家ん中だろ」

「何事も万ばん全ぜんなのに越こしたことはないだろう？　そんな事はいいからさ、わざわざこんな所まで来てもらったわけだし、疲れたでしょ？　ちょっと休きゆう憩けいした方がいいよ。とりあえずそこのベッドに横になって上半身裸になりなよ」

「まあそう言うなら遠えん慮りよ無く……ってなんでだよ！」

　思わずシャツのボタンに手をかけちゃってたじゃないか。

「なんなら下も脱いでくれても構わないが」

「お前、馬ば鹿かだろ？」

「馬鹿よ馬鹿よも好きのうち」

「それ何か違うぞっ!?」

「まあそれは冗じよう談だんだとして、ずっと立ってる訳にもいかないでしょ？　とりあえず座りなよ」

　鳴海は目の前に椅い子すがあるにもかかわらず、そいつを素す通どおりしてわざわざベッドに腰こし掛かける。そしてそこに座ってと言わんばかりに自分の隣を叩いてみせた。

　とても冗談だとは思えないのだが……。

「そんな事より俺はましゅーに会いにきたんだ。彼女に会わせてくれ」

「日眞里なら別室にいるよ」

「ならそこに早く」

「じゃあさ……」

　そこで鳴海は言いい淀よどみ、下を向いて急にモジモジとし始める。

　なんだこれ？

　俺が困こん惑わくしていると、彼女は上うわ目め遣づかいでこちらのことを見てくる。

「じゃあ、僕のこと……〝なるみん〟って……呼んでくれる？」

「はああ!?」

「そうしてくれたら、日眞里に会わせてあげるよ」

　なんか条件を出された。

　理り不ふ尽じんな気もするが、たかだか名前を呼ぶだけだ。それで彼女の気が済むなら簡単な事か。

「わ、わかった……」

「本当に!?」

　鳴海は何がそんなに嬉うれしいのか、ベッドから立ち上がり、俺の傍そばまで迫ってくる。

「ほ、ほんとうだからっ、座ってろって！」

　それでなんとか元の場所に座り直す鳴海。

「じゃ、じゃあいくぞ？」

「うん」

　彼女は期待に満ちた目で俺を見ている。

　いや、そんな大層な事でもないだろうよ。それにそんなふうに注目されたら逆に言いにくいじゃないか。

「な、な……なる……みん？」

「もう一回」

「なる……みん」

「もっと爽やかな感じで」

「なるみん（歯キラッ）」

「次は一緒にベッドインした時に、僕の頬に手を当て愛を訴うつたえる感じで」

「な……る…………ってそんなん言えるかっ！　いいから早くましゅーの所に案内しろよ。約束守っただろ」

「足ーりーなーいー」

　ぷぅーと頬を膨ふくらませてむくれる鳴海。

「そもそもなんなんだよ、〝なるみん〟って。そんなふうに呼んで欲ほしいなら妻だっていう、ましゅーにいくらでも言ってもらえばいいじゃないか」

「日眞里には僕をそんなふうに呼ぶ資格はないよ」

　唐とう突とつにキリッとした目付きで睨まれ、俺は息をのんでしまう。

　なんだ、なんか言っちゃマズイ事だったのか？

　いやここで臆おくしちゃいけない。そうでないと、このまま彼女のペースに持っていかれてしまう。

「そ、そうだ。お前に――」

「な・る・み・ん」

「いや、それは勘かん弁べんしてくれ。なんとか鳴海でお願いします」

　彼女は眉み間けんにしわを寄せた後、ちょっと間を空けて不服そうにコクリと頷うなずいた。

「んで、その鳴海に聞きたい事があったんだよね」

「聞きたい事？」

「そう、コミカの時に言ってたアレの事さ。鳴海がましゅーの夫ってやつ。何の冗談かと思って。だってそんな事ありえないだろ？　それにあの後から、ましゅーの様子がちょっとおかしくなったような気がしてさ、その辺の事も併あわせて聞こうと思ってたんだけど」

「ありえないって何が？」

「いやいやいやいや、鳴海ってば女の子でしょ？　夫とかってありえないよね？」

「は？　何おかしなこと言ってるんだい？　僕は歴れつきとした男の子で、ましゅーの夫だよ」

　彼女は真顔でそう答えた。

　まるで俺の方がおかしい事を言っているみたいな素そ振ぶりさえ見せる。

「そんなこと言っても……証しよう拠こがあるし」

　鳴海は「そんな証拠があるなら、早く見せてみろ」と自信たっぷりな様子でいる。

　どこから来るんだよ、その自信は。

　この前のコミカの時や、さっきカートに乗ってた時もそうだけど、俺は確かに〝そいつ〟に触れた。彼女には男性には無いアレが確かにあったのだ。

　柔らかい双そう丘きゆうが。

　それに俺の中の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳもちゃんと反応していた。

　鳴海が女の子なのは確実なのだ。それにこんな可愛かわいい顔をした男がいるわけがない。

　仕方がないので俺は証拠を突き付ける事にした。

「だってほら……」

　言いながら俺の視線は自然と彼女の胸に行く。

　多分そんなに大きくはないんだろう。確かに分かりにくくはあるが、それでもＴシャツの上から僅わずかな膨らみがうかがえる。

　やべっ、と思ってすぐに視線を逸そらすも口調にははっきりと動どう揺ようが出てしまう。

「むっ……むむ……む……むねが……さ、そのお……」

「ん？　僕の胸がどうしたって言うんだい？」

　こいつ、まだ白を切るつもりか！

「だから……むねが、胸があるだろ！」

　俺は思い切って某ぼう裁さい判ばんゲーム風に「異議あり！」と指を差した。

「胸？　胸なら慧兄もあるじゃない。ていうか誰にでもあるんじゃないかなあ」

「そういう意味の胸じゃなくてね！　俺が言ってるのはこう……女性特有の膨らみというかなんというか」

「ああ、さらしの巻きが甘あまかったかなあ」

「!?　今さらしって言ったよね!?」

「言ってないよ？」

「いや絶対言った！　さらし巻いてるって言った！」

「それは今晩の夕食は、ちらし寿ず司しと、巻き寿司が、いいなあって言ったんだよ」

「その言い訳は無理がありすぎんだろ！」

「なに、それは僕がさらしを巻いて女性の象しよう徴ちようである胸を隠かくしている。そう言いたいのかい？」

「それ以外何があるっていうんだよ」

「なら試してみるかい？」

「え……？」

　唐突だったので何を言われたのか、いまいちすぐには理解できないでいた。

　そんな俺の前で彼女は、そのままベッドの上に万ばん歳ざいをした形で仰あお向むけに寝そべったのだ。

　完全に無防備な状態だ。

　なんなんだこの自信は……。

　まさか、根こん拠きよの無い自信を持ってたのは俺の方なのか？

　あの感触は俺の勘かん違ちがいで、実は本当に男なのか？

　そこまでされると段々自信が無くなってくる。

「さあ、いいよ。脱がすなり、触さわるなり、好きにしてみるといい。それで僕が男の子だったら、女の子扱いした事をちゃんと謝あやまってもらうからね」

　鳴海は仰向けで寝たまま俺が確かめるのを待っている。

　こんなの女の子が普通の神経でやったりするような事じゃない。

　そこで俺はある確信に至った。

　こいつはいわゆる男の娘ってやつじゃないのか？　と。

　なら話は別だ。

　それなら俺も堂々と調べられる。

　でも、だからといって脱がすまではしなくてもいいよね。ここは俺が謝ればいいだけだし。なので俺は速そつ攻こうで頭を下げた。

「すまん、俺の勘違いだったみたいだ」

「ちゃんと確かめないと、ましゅーに会わせないよ？」

「なんと!?」

　なんか無む茶ちや苦く茶ちや言い出した。

　まあいいだろう。ちょっとぺろーんと捲めくるだけだし簡単な事だ。

「よし……」

　心を決めた俺は、ベッドに上がると鳴海の太ももをまたぐ形で膝ひざ立ちになり、見下ろす。

　そこには折れそうに細い、華きや奢しやな躯く体たいが転がっていた。

　ぐぉ……これ本当に男なのか!?

　長い睫まつ毛げが伸びる大きな瞳や、柔やわらかそうなピンク色の唇くちびるも、どう補正をかけても脳が女の子だと判断を下してる。

　やっぱり俺の中の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳもきちっと反応してるし……。

　これってどうなの??

　見た目に左右されるって事なのか？

　それはそれで新しい発見だな。

　ともかく……さっさとやってしまおう。

　そう思った俺はそーっと手を伸ばし、鳴海のＴシャツの裾すそを掴つかむ。

　そのまま引き上げてゆくと肌き理めの細かい健康的な肌と、綺き麗れいな形のおヘソがお目見えした。

　それだけで目の前がくらっとする。

　その直後だった。

「ちょっ、ちょっと待って！　さっき言ったの無し！」

　突然、寝ていた鳴海が跳はね起おきたのだ。

　Ｔシャツの裾をぎゅっと下に引っ張り、顔を紅潮させている。先さき程ほどまで余裕な感じでいた態度も今はかなり動揺を隠せないでいる。

　なんだ??　どういうことだ？

　あれ……もしかして？

「お前、やっぱり……」

「は？　な、なんの事だい？　それより、そっ、外へ行こう！　ここはなんだか暑いしね」

　鳴海はそう言って部屋から出るように促す。

　仕方ないので俺はそれに従う。

　でもこれで分かった。

　鳴海は女の子だ。

　自分でやっといて急に恥はずかしくなっちゃったんだろう。

　にしても…………危うく捲めくっちゃうところだったじゃないか！

　あ、危ねえ……。
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　まだ真夏の日差しが厳しい時間帯だっていうのに、俺と鳴海は庭に出ていた。

　彼女が少し散歩しようと言うので、ついてきたのだ。

　まあ、半ば強制的になんだけどね。

　それにしても庭が散歩できるくらいに広いってのは新感覚だ。

　母屋であるあの洋館の他にも敷しき地ち内ないには幾いくつかの建物が点在している。その一つ一つを鳴海が歩いて案内してくれていた。

「ここは僕がピアノのレッスンをする為ための場所、んであっちの建物が父の書しよ斎さい、その裏にはプールがあるんだ」

　そんなふうに指差しながら、にこやかな表情を浮うかべている。

　しかし、こっちはそんな案内、これっぽっちも求めちゃいないんだけど。それより……

「ああ、そうだ。慧兄、これから一緒にプールに入らない？　今日すごく暑いし、うってつけだと思うよ」

「プ、プール!?　今から??」

　また勝手なことを言い出した。もういい加減流されないぞ。こうやって彼女のペースに乗せられている内は、いつまで経たってもましゅーに会えないからな。

「そんな事より、いつになったら……」

「あいつも今頃の時間はそこで泳いでる最中じゃないかなあ」

「えっ」

　あいつ……って、ましゅーの事だよな？

　そこで一瞬だけましゅーの水着姿を想像してしまって、慌あわてて頭かぶりを振ふる。

　自重しろ、俺。

　自じ滅めつしかけてしまったが、ましゅーがそこにいるっていうなら行くしかないじゃないか。

　すると俺が言うよりも早く、鳴海が手を叩いた。

「永満、慧兄に水着の用意を」

「かしこまりました、坊ぼつちゃま」

「うわあっ!?　あんたいたのか!!」

　この場にいないはずの人間の声が近くで上がったので驚いてしまった。

　見ればすぐそこにある木こ陰かげからこちらの様子をうかがっている永満さんがいたのだ。そのふさふさした眉まゆ毛げの下にある眼光は何気に鋭い。

　心臓に悪いなあ、おい。

「ですがそう仰おつしやると思いまして、この永満、不ふ肖しようながらすでに準備を整えておきました」

「さすが僕の執しつ事じだね」

「ありがたいお言葉、光栄に存じます。ではこちらに」

　永満さんに連れられてやってきたのは更こう衣い室しつの前。

　自宅のプールだってのにちゃんとその横に更衣室まで付いてるんだからすごい。

「では中に水着やタオルなど一通り用意してありますのでお使い下さい。他に何か足りない物がありましたら、なんなりとお申し付け下さい」

「は、はあ、どうも……」

　なんだ、この至いたれり尽つくせりな感じ。

　まあ、とにかく着き替がえるか。そう思って中に入ったのだが……

「あのさ、なんでお前までここにいるわけ？」

「えっ、なんかまずかったかな？」

　鳴海がまったく悪びれる様子もなく同じ更衣室内に立っていたのだ。

　こいつはどうあっても自分が男である事を通したいらしい。

「まずいも何も女子は女子更衣室ってのが相場だろ？」

「まだそういうこと言う。僕は男の子だよ？　だったら男同士で着替えても何の問題も無いし、その最中に互いの体の発育具合をペタペタ触さわりながら確かめ合ったりするのが普通でしょ？」

「男同士でもそんな事はしねえよ！　いいからお前は女子更衣室に行けって」

「無理だよー」

「なんでだよっ」

「だって女子更衣室なんて最初から無いもの」

「はあ??」

「更衣室はここ一つしか無いんだ」

　ここまで立派なもん造っておいて、更衣室だけ一つとかどういう事？　壁の一枚くらい造ってくれたっていいじゃん。と設計した人を恨うらむ。

「じゃあ僕はあっち側で着替えるね」

「？」

　どうすんだよ！　と思っていたが、鳴海の方から着替えを持って、棚たなとロッカーが並ぶ裏側に向かって行ったのだ。

　なあんだ……そういう事。

　いくら自分が男だと言い張っても、俺に着替えを見られたら言い訳ができないもんね。

　それにやっぱりそこは女の子。恥ずかしいっていう当たり前の心理が働いたのだろう。

　あれ？

　でも水着に着替えたらいくらなんでも誤ご魔ま化かしが利きかなくなるんじゃないのか？

　まいっか。

　それはそれで彼女が一人で自じ滅めつするだけだからな。

　さっさと着替えて、ましゅーに会いに行こう。

　俺は目の前の棚に用意されていたハーフパンツタイプの水着を手に取る。

　他にも浮うき輪わや水中メガネ、シュノーケルなんていういらん物まで用意されていた。

　それらには目もくれず、シャツを脱ぎかけた時だった。

　シュルシュル

　こ、これは……。

　棚の向こう側から衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。言わずもがな、鳴海が水着に着替えている音だ。

　ただの音なのに色々な想像が掻かき立たてられてしまい、すごく悶もん々もんとしてきてしまう。

　あーっ、ダメだ、ダメだ。

　俺は再び手を動かし、超ちよう速そくで着替えてプールサイドに出た。

　照りつける太陽。

　燦きらめく水面。

　目の前には五コース、二十五メートルの極ごくシンプルな競泳仕様プールがあった。

　そのプールを端はしから端まで見渡してみる。

　するとプールの真ん中でぱちゃぱちゃと小さな飛沫しぶきが上がっていた。

　ましゅー？

　と、一瞬思ったが、それは到とう底てい、人とは思えない生き物だった。

　えーと……これは、

「…………犬??」

　そう、犬だった。

　ブラウン毛のゴールデンレトリーバーの成犬が一匹。

　そいつがハァハァ言いながら泳いでる。他に人ひと影かげらしいものは無く、ましゅーの姿ももちろん無い。

「なんだこりゃ」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていると、背後から声がかかった。

「なんだ慧兄、先に出てたのか。待たせたね」

　振ふり向むくと、そこには水着姿の鳴海が得意気に立っていた。

　しかしその水着が首元から手足の先までを覆おおうフルボディの競泳用だったから、俺は度ど胆ぎもを抜ぬかれた。

　これなら肌をさらけ出すことは無いので、まだ男と言い張っても通用すると考えたのだろう。

　でもそこは、水の抵てい抗こうを極限まで減らした競泳用水着。

　さらしを巻こうが何をしようがものすごく肌にぴったりで、すべてを覆おおい隠かくしていても体のラインとか明らかに女の子のものにしか見えなかった。

　それでも本人はまだバレていないと思っているようで、

「はっはー慧兄は服を着ていると分からないけど、脱ぐと結構いい体してるね。僕よりもずっと胸筋がありそうだ」

　なんて言ってる。

　もういちいち突っ込んではいられないので、俺は自分の目的に舵かじを切る。

「んで、ましゅーはどこにいるのさ？」
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「ましゅー？　何の事？」

　ここに来てしらばっくれる鳴海。

「いや、ここにましゅーがいるって言っただろ」

「言ってないよ、そんな事。僕はそろそろ〝あいつ〟が泳いでる時間なんじゃないかーってのは言った記憶があるけど？」

　そう言って彼女が指し示したのは水面を泳ぐ先さき程ほどのレトリーバーだった。

「ちなみにこの子の名前は〝藍あいⅡつー〟ね。一代目の〝藍あい〟は猫ねこで、こいつは二代目を襲しゆう名めいしたんだよ」

「どんな無茶な名前だ！　普通〝あいつ〟って言ったら人間だと思うだろ」

「そう？　そうかなあー？　まあ、そんな事はいいから早く泳ごうよ。ほいっ」

「え!?」

　どぽーん

　水面に大きな飛沫と波は紋もんが広がる。

　鳴海が俺を突つき飛とばし、ついでに自分もダイブしたのだ。

「っぺっぺっ！　いきなり何すんだよ！」

「あははははっ」

　俺が鼻に入った水で苦しむ中、彼女は無む邪じや気きに笑ってる。しかも俺の首に腕うでを回し、背中から抱だき付ついてくるのだ。

「慧兄、このままあっちの岸までおんぶしてってー」

「ぐわ、やめっ!?　な、なんでそんな事、俺が……っく!?」

　と、言ってはみたものの、背中に柔やわらかいものが当たってて、それどころじゃない。このままじゃここで水死体になりかねない。

　ならば、

「このぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　俺は彼女を振ふり落おとす勢いで対岸のプールサイドまで泳いだ。

「あっはっははははっ」

　それでも彼女は俺の背中で馬ば鹿か笑わらいをしてる。何がそんなに楽しいんだろうか？

　でも、すんごく楽しそうだ。こんなに純じゆん粋すいに笑う人の顔を俺は久しぶりに見たかもしれない。

　はて？　この感覚。

　どこかで感じた事があったと思ったら、幼い頃、妹の理り央おと遊んだ感覚に似てるかも。

　俺のことを慧兄と呼ぶ鳴海。亡なくなったお兄さんに似ているから一ひと目め惚ぼれしたとか言ってたけど、彼女は本当に俺とその亡きお兄さんを重ねて見ているのかもしれない。

「あー楽しかったー」

　こんな程度で満足したのだろうか？　彼女は俺の首から手を離はなす。

　それはそれで助かった。

　俺はプールサイドに両りよう腕うでを乗せて「ふぅ」と一息吐つく。

　そこからふと顔を上げると、このプールの前方に異様な形をした建物が目に入ってきた。

　敷地内に点在する建物は全部母屋である洋館に外観デザインを統一しているので、その鉄筋コンクリート造の真っ黒な建物だけが特に浮ういて見えたのだ。

　それはサイコロのような立方体の建物で、こちら側から見る限り窓が一つも見当たらない。ちょっと大きめの物置といったくらいのサイズだ。

　俺がそいつに意識を奪うばわれていることに鳴海も気づいたようで、

「何を見てるんだい？」

　と聞いてきた。

「いやあ、あの建物は何かなあと思ってさ」

「ああ、あれ。あれは犬小屋だよ」

「犬小屋!?　あんなデカいのが!?」

　なんだよ、あれ俺の部屋より広いんじゃねえの？　しかも結構頑がん丈じようそうだし、俺は犬以下の生活か！

「お前、贅ぜい沢たくしてんだな」

　俺は近くを犬かきで遊泳している藍Ⅱこと藍に向かって、うらやましそうに呟つぶやいた。

「ああ、あれは藍のじゃないよ。こいつのは他にあるんだ。あれはまた別の犬の小屋だよ」

「まだ他にも犬飼ってるのかよ」

　まさか犬一匹ごとにあんなのがあるんじゃあるまいな……くそぅ、金持ちめ！

　そうやって犬に嫉しつ妬としていると、鳴海がまたもや俺に引っ付いてこようとする。

「慧兄、さっきのもう一回やろうよー」

「そいつはもう勘弁」

「ええぇぇ～」

　鳴海は水に濡ぬれた唇を尖とがらせる。

「でも、やっちゃうもんねー」

「なぬっ!?」

　そう言って彼女は有う無むも言わさず飛び付いてきた。

　まずいと思った俺は、たまたまプールサイドに転がっていたゴムボールを咄とつ嗟さに手に取って彼女に宛あてがう。

　バスケットボール大のそいつを抱えさせられた鳴海はきょとんとしていた。

「お前はそれで遊んでろ。俺はましゅーを捜さがしに行ってくる」

「えっ、ちょっ」

　戸と惑まどう彼女をおいて、俺はプールサイドへと上がる。

　このままじゃ、いつになっても会わせてもらえそうにないからな。自分で勝手に敷地内を捜して回った方が早いだろう。

　さて、どの辺りから行ってみようか。そう考えていた時だった。

「バウッ」

「あっ、こら」

　背後で犬の鳴き声と鳴海の声が重なる。

　振り返ると、さっきまで泳いでいた藍が鳴海とじゃれ合っていた。

　どうやらさっき渡したボールが藍のお気に入りだったらしく、激しく反応している。

「やめっ、ちょっと、おとなしくして！」

　鳴海が強めに言うが藍は従う気配が無い。ボールも手放すが態度は変わらない。

　それどころか、遊んでくれ！　という気持ちがどんどん高まっているようで、じゃれ付きが度を越こし始はじめた。

「バウッバウッ、ババウッ」

「あっ、だ、だめ……だって!!」

「バウバウバウゥゥゥッ、ウオォォンッ！」

「な、なに!?　何やって……あっ!?　そ、そそそそこはっ！　まずっ、あっ……」

　そんな感じで藍のやつが水着の端を咥くわえて思いっ切り引っ張るもんだから、どんどんはだけてきてしまって……

　というか、上半身はほぼ全部脱がされていた！

　しかも、解ほどけたさらしが無む惨ざんに水面に浮いているのが見える。

　鳴海は顔を赤くしながら水の中で一いつ生しよう懸けん命めい前を隠しているが、もう明らかに女の子だっていう膨らみが、逃のがれようもなくそこにあった。

「うおっ!?」

　俺は咄嗟に視線を逸そらす。

　これが普通の男子だったら、

「いいぞーもっとやれー」

「犬、グッジョブ！」

　なんて言うのだろうが、女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを抱える俺にとってはありがたくもなんともない。

　まずいなあ。どうやって犬の気を惹ひこう……そんな事を考えていると、

　プールサイドに颯さつ爽そうと現れた人影があった。

「坊ちゃま、これを！」

　執事の永満さんだ。

　彼は持ってきた大きめのタオルを鳴海に向かって投げる。

　受け取った彼女はすぐさまそいつで体を覆った。

　その間、永満さんは俺と彼女との間に割って入り、

「鷺さぎ宮みや様、あなたは何も見ておりません」

「はい？」

「何も見ておりませんね？　いえ、何も見てないのです！　そうです、そうなのです！」

「いや、でも」

「申し訳ございませんが、今日はこれでお帰り下さい。表にお送りする車を御ご用よう意いさせて頂きますので」

「え、ちょっ、俺はまだ」

　そんなふうに強ごう引いんに押おし切きられ、俺は鍵主邸ていからの退散を余よ儀ぎなくされてしまった。

　無論、ましゅーには会えずじまいなわけで……。
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［件　名］ゼクス最高

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧けい太た［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《今さら口に出すのもなんだけど、ゼクスは最高だね。

　この前リアルでちょっとアレな事があったから、尚なお更さらそう感じるよ》







＃04【ヴァーチャルが好きすぎてヤバイ２】







　◆　オンライン　◆

　鍵かぎ主ぬし家を訪問した昨日。

　結局、ましゅーに会えないまま無駄な時間を過ごしてしまった。

　さて、これからどうしようか？

　もう一度日を改めて自宅まで会いに行っても、また鳴なる海みのやつに邪じや魔まされるだけだろうし、そっちの線はもう無しだな。

　じゃあ他にどんな方法があるだろう？

　色々考えつつ、みんなにもその事で相談してみようと思った俺は、ゼクスにログインする。

　ＩＤ・パスワードチェック。

　アカウント認にん証しよう。

　見慣れた光のチューブを通って、ヴァーチャル世界へと下り立つ。

　場所は前回ログアウトしたギルドハウス。

　代かわり映ばえの無い場所だ。

　いつもの光景が目の前に広がっている。

　するとエフェクト光が消えゆく中で動く人影かげが一つ。

　もうメンバーの誰かがインしているようだ。

　誰だろう？　そう思って視線を合わせると、周囲に舞まっていたログインの光が消え、視界が明めい瞭りようになる。

　そこに立っていたのは――――

　ましゅーだった。

「あ…………あれ？」

　俺が震ふるえる手で彼女を指差すと、透すき通とおった笑えみが返ってくる。

　見慣れたメイド服。暗殺者アサシンの装備。

　ふんわりした長い髪に、優やさしい顔立ち。

　間ま違ちがい無い。

　アバターを削除したと思われていたましゅーが、確かに復活していた。

「リエルちゃん。お久しぶりですー」

　耳に馴な染じんだ声で言われる。

　まだ室内には俺と彼女以外は来ていない。

　そんな広々とした空間を、俺はましゅーに向かってとてとてとてーっと走り寄って行く。

「え、え、え？　なんで??　お久しぶり……って、それはそうだけど……アバター削除しちゃったんじゃないの？」

「えへへへ、そうですー。削除しちゃいましたー」

「じゃあなんで……ってか、なんでそんな事したの？」

「それはですね……なんというか……あっ、そうそう、操作を誤って、それで削除ボタンを押してしまったんですー」

「誤るっていっても削除するまでに何回か確認のメッセージが出るから、そうそう間違って消してしまうなんて事はあんまり無いと思うんだけどなあ……」

「そっ、そ、そうですか？　でもなんかー……ダイアログメッセージさんに〝いいえ〟って答えるのが悪い気がして……」

「そんな理由で削除しちゃったの!?」

　ダイアログメッセージを擬ぎ人じん化かしちゃって、さらにその問いに逆らえないなんて、ましゅーだったらありそうな展開だが、それだけじゃあどうも納なつ得とくいかない。

　何か他に理由がありそうだ。でも――

「まあ……とりあえず、またましゅーに会えてほっとしたよ」

「え……わ、わたしも……リエルちゃんにまた会えて嬉うれしいです。ポッ」

　ましゅーは視線を合わせるのも恥はずかしそうにしている。

「それにしてもどうやってアバター復活させたの？」

「あら？　知りませんでした？　アバターデータは削除してもサーバー内に三十日間は保存されているんですよー。カムバック機能を使えば全く同じ状態から再開できます。ゲーム会社側も簡単にプレイヤーを手放したくはないですからねー」

「そっ、そんな機能があったんだ……」

　実際退会なんてした事無いし、するつもりはこれっぽっちも無かったから、そういうのがあるなんて知りもしなかった。

「そういえば昨日、ましゅーの家に行ったんだよ？」

「あ、聞いてますー。せっかく来てくれたのに……わたし出られなくてゴメンなさい」

「いやー、それは全部あの鳴海のせいで……」

「旦だん那な様さまは悪くないです」

「え？」

　突とつ然ぜん真ま面じ目めな口調になったましゅーに俺はポカーンとしてしまった。

　彼女もしまったと思ったのか、思わず口元を押さえた。

「あ……いえ、旦那様は多少強引なところはありますが、ああ見えてそんな悪い人じゃないんです。それだけを言いたかっただけですー」

「そ、そう」

　なんだろうな、この雰ふん囲い気き……。

　あの鳴海を旦那様と呼ぶ事にも違い和わ感かんを感じる。

　そんな時、ましゅーが唐とう突とつに大きな声を出した。

「ああっ、久しぶりにログインしたショックで思い出しましたー！」

「急に何!?」

「〝ヴァーチャルに生きる〟という、マイ宣言を思い出したのですー」

「あー……」

　なんかそんな声しか出なかった俺。

「なので、リエルちゃんの髪かみを触さわらせてもらえませんかー？」

「なんでー!?　それとこれの因果関係が分からないんだけど！」

「ああ安心して下さい。先っぽだけですからー。すぐ済みますー」

　何だが卑ひ猥わいな感じに聞こえるのは気のせいか!?

「そういう問題じゃなくて！　ヴァーチャルに生きるとか何も関係ないじゃない」

「そんな事ありませんよ。リエルちゃんの髪に触るだけで、この世界に生きてるなあーって感じますもの」

「そんなわけないでしょ」

「それにその綺き麗れいな白しろ髪かみを一度満まん遍べんなく触ってみたかったのですー」

「さっき先っぽだけって言ったよね？　確かに言ったよね？」

「そんな細かい事はいいんですー」

「打ち捨てられた!?」

「わたしはただアレをやりたいだけなんです。よく女の子の友達同士で髪をとかし合ったりするじゃないですかー。そういうシチュエーションに昔から憧あこがれてたんですー。リアルでそんな事をしたり、してもらったりするお友達がいなかったので特に……。でも、誰でもいいってわけじゃないんですよ？　リエルちゃんがいいんです。というかリエルちゃんじゃなきゃ嫌なんです。だからお願いです。ちょっとだけでいいですから……」

　そこまで言われると断りにくいなあ。

　それに髪をとかしてもらうだけの事だから、むきになって拒きよ否ひするほどでもない。

「じゃあ……ちょっとだけだよ？」

　俺はそこにあった椅い子すにぽちょんと座った。

「わーありがとうなのですー」

　ましゅーの顔は花が咲さいたようになり、本当に嬉しそうだった。それだけで、まあ良かったかなって思っちゃった。

　そして彼女は俺の背後に回る。

「本当は櫛くしアイテムとかあったらいいんですけどねー」

「ああ、いいねー。それでとかすとヘアスタイルを変更できたりとかしてさー」

「それは面おも白しろそうですねー。わたしも最初に作ったアバターの髪型から変えられないのはちょっと物足りないと思ってましたしー」

「やっぱり？　今度、公式サイトから要望出してみようかなー」

「結構採用されるかもしれませんよ？　あ、それじゃあ手櫛で失礼しまーす♪」

「えっ??」

　突然、後ろ髪にぞわぞわーっとした感覚が広がる。

　なんだこりゃ？　と思って背後を見れば、そこには俺の髪に頬ほおをスリスリしているましゅーがいた。しかも鼻をくんかくんかしてたりする。

「ちょっ、なっ……なにしてんのっ!?」

「う～ん、こいつは僕の思ってた通りのナイススメルだね」

　なんか口調までおかしい。

　少し低いトーンで、しゃべり言葉も男っぽい。

「スメル……って、ストォォーップ!!」

　俺は勢い良く椅子から立ち上がり、彼女から距きよ離りを取る。すると、すぐに気づいたことがあった。

　ましゅーの口元に、以前見かけた事がある口くち髭ひげがあったのだ。

　確か【男だん爵しやくの証あかし】とかいうジョークアイテムだったよな。前にもその髭を付けたら男口調になってたのを思い出す。

　しかし今回は目元までキリッとしちゃってるし、パワーアップしてる感があるぞ。

「もっと君の中に埋うずもれていたかったのに……どうしたというんだい？　ああ、そうか、照れているんだね？」

「照れてまーせーんー！」

「そうかなあ？　だって顔が赤いよ？」

「えっマジで!?　うお、ホントだ！」

　ギルドハウス内に据すえ付つけの壁かべ掛かけ鏡に顔を映したら、リエルの顔が真っ赤だった。

「て、そんな事はどうでもよくて！　ちょっと触るだけだからってＯＫしたのに、何やってんの!?　それにましゅーは百ゆ合りじゃなくてＢＬが専門でしょ！」

　そこで彼女はくるんと丸まった髭の先を指でしごいた後、含ふくみ笑わらう。

「ふふん、今僕は君の中に内在する騎き士し様さまと対話してるんだ。僕自身も僕の中に存在する少年の心で君に話しかけている。これは歴れつきとしたＢＬだよ？　さあ騎士様カモォォン」

「いや訳が分からないからね？」

「とにかく、もっと埋もれさせてくれ」

　そう言って彼女は俺の白髪に再び顔を埋めてきた。どんだけ髪フェチなんだよ！

「ちょっ、やめっ……」

「くんくん」

「それは……あっ」

　体に直接触れてなくても、ましゅーの息いき遣づかいが髪の一本一本に伝わってくる。

　なんだかまずい気分になったきたその時、

「お前達、それは新しい遊びか何かか？」

「「え？」」

　俺とましゅーは声がした方向へ一緒に振ふり向むいた。するとそこには怪け訝げんな表情を浮うかべる雫しずくが立っていた。

「あ……いやこれはね……」

　俺が慌あわてていると、隣となりでましゅーはそれ以上に狼狽うろたえていた。

「はわわわわわ」

　さっきまでの振ふる舞まいはどこへやら、付けていた髭を素す早ばやく取り外し、屈かがみ込こんで小さくなってしまっている。

　どうやら男っぽく演じているのを俺以外に見られたのが恥ずかしかったみたいだ。

「まあ、それはともかくとしてだ……復帰でき――」

　不ふ機き嫌げんそうにしていた雫は言いたいことを押おし殺ころしつつ、まずはましゅーが帰ってきたことに素直に触れようと口を開いたのだが、

「あれ？　ましゅーじゃない。戻ってこれたの？」

「うわっ、ホントにゃん。ましゅーにゃん」

　続け様にログインしてきた姫ひめとリコッタに先に言われてしまっていた。

　リコッタは真っ先にましゅーに駆かけ寄より、彼女の手を取って喜びの舞いを踊おどり始はじめる。

「良かったにゃん、ましゅーが本当にアバターを削除してしまったと思ってすごく心配したにゃん。やっぱり何かの手違いだったんにゃりねー？」

「え？　ええ……そ、そんな感じですねー……あはは」

「ほんと心配したわよー」

　そう言いながらましゅーの前まで進み出てきたのは姫。

「何も言わないで消えるなんて無しにしてよね？　まあ、あたしも似たような事をしでかした身だから強くは言えないけど」

「す、すみませんー……ご迷めい惑わくをおかけしましたー」

　ましゅーは指先を突つき合あわせてうつむいてしまう。

　そこへ、先さき程ほど言いかけた言葉を遮さえぎられてご機嫌斜ななめな様子の雫が、つかつかとテーブルの前まで歩み寄ってきた。

「ふん、まったくだ。迷惑も甚はなはだしい。おかげでギルドランクを上げる為ための段取りがすべて滞とどこおってしまったではないか」

「ご、ごごごめんなさいなのですー……」

　ましゅーは申し訳なさそうにさらに小さくなっていた。

　ほら、雫がそんな態度だから、ましゅーが泣きそうになってるじゃないか。

　まったく素直じゃないんだから。

　俺が両人に助け船を出そうとしたその時、姫が分け入ってきた。

「段取りが滞る？　そもそも新しいギルド勧かん誘ゆうの案自体決まってないじゃない。この前のオフ会議だってお流れになったままだし」

「案なら私が考えてきた」

　雫は顎あごを僅わずかに上げ、誇ほこらしげにする。

「へーずいぶんと自信あるみたいな感じだけど、本当に大丈夫なのかしら？　あんたに付き合わされて散々な目にあったのは一度や二度じゃないし」

「いやならギルドを辞やめてもらっても構わないのだが？」

「だから、なんであたしにだけそんな冷たいのよ!?」

「なんだ、うさっころ、お前優しくしてもらいたいのか？」

「あ、当たり前でしょ？　当たりが厳しいのよりは優しい方がいいに決まってるじゃない」

「ならば優しくしてやろうじゃないか、ふふふ」

　雫は不気味に笑う。姫はたじろいだ。

「なっ、なに言い出すのよ……気持ち悪いじゃない」

「さあどんなふうに優しくされたいんだ？　言ってみるといい」

「ど、どんなふうにって……そ、そんなの急に言われても思い付かないわよ」

「そうは言ってもあるだろう？　たとえば、優しい言葉をかけてもらいたい、とか」

「え……」

「優しく頭を撫なでてもらいたいとか」

「あっ、あ、あたまを？　え、それはちょっといいかも……」

「優しく愛あい撫ぶしてもらいたいとか」

「そ、そ、そそれはちょっと。で、でも、あの……頑がん張ばってみるわ」

　そう言いながらなぜか俺に視線を送る姫。

　こっち見んな。

「ぐふ……ぐふぐふふふふふ……」

　その後の姫は、何かの想像に耽ふけっているのか、虚こ空くうを見み詰つめながら時折不気味に笑っていた。顔も赤く、ニヤニヤしている。

　一人妄もう想そうの世界に旅立ってしまった姫。

　そんな彼女を雫は、してやったりという顔で見ていた。

　そこへリコッタが、銀色の尻しつ尾ぽで？マークを作り、尋たずねる。

「それで結局、雫が考えてきた案ってどんなのにゃん？」

「あーわたしも興味ありますー」

　落ち込んでいたましゅーも復活したようだ。

　雫はそこで得意気に胸を反らし、言う。

「ふふん、それは〝護衛クエスト〟だ」

「「「護衛クエ??」」」

　リコッタとましゅー、そして俺の三人は声を揃そろえて復唱した。

　雫の事だから、どうせまたしょーもない案なんじゃないかと勘かん繰ぐる俺。

　まあそれはともかくとして、ましゅーが無事戻ってきてくれて良かった。

　その事がとても嬉しかった。




×　×　×




「よしっ、今だ！　リエルを取り囲めっ!!」

「えええっ!?」

　リーダーの指示で突然ギルドメンバー達たちが俺の周りに集まり始めた。

　前方左右に雫と姫。後方にはリコッタとましゅーが立つ。

　これは一体……何事!?

　波乱の最中ではあるが……ここがどこかというと、フィールド上にある、とある森の中。

　そこで俺達は雫の提案である護衛クエストにチャレンジ中だった。

　なのにその護衛すべき人物（ＮＰノンプレイヤーＣキヤラクター）はほったらかしで、彼女らは俺を包囲する。

　なっ……なに……こっ、これはもしかして……丁度森の中で人気も無いことだし、みんなで囲んで×××って寸法なのかーっ!?

「ちょっ、まっ、まずいって！　いくらなんでもそーゆうのはダメだって！」

「何言ってるの？　危ないからあんまり前に出てこないでよね！」

「へっ？」

　そう言い放った姫は俺にくるりと背を向け、メイン武器である弓を構える。

　矢を据すえ、弦げんを引くと、鮮あざやかな金きん髪ぱつが横になびく。

　彼女が狙ねらいを定めた先。

　それは棍こん棒ぼうを持って襲おそいかかってくる六体のゴブリンだった。

「スキル、天降掃射レインアロー！」

　音声認識によって弓専用の武ウ器エ固ポ有ンスキルが発動する。

　放たれた矢は無数に膨ふくれ上あがり、まるで雨のようにゴブリンに降り注ぐ。小ダメージながらも足止めには十分だ。

　そこへ高い音色が響く。

　雫がテイム用の短笛を奏かなでたのだ。

「すあま、ローリングアタック！」

「ふきゅきゅっ」

　命令を受けて顔が、

　シャキーン！

　となったすあまは、すぐさま体をボールのように丸め、ゴブリンに体当たりをかます。

　激しいエフェクトと共にくずおれながら消えて行くゴブリン。

　これで一体撃げき破は。

　その横を風のように駆け抜ける影かげがあった。

　ましゅーだ。

　ふんわり髪とフリフリのスカートを翻ひるがえし、ゴブリンの群れに突とつ撃げきする。

　縦へ横へと彼かの女じよ目め掛がけて振ふり下おろされる棍棒。それをすり抜けるように巧たくみに避よけ、敵の背後へと回り込む。

　そこでましゅーは立ち止まり、手にしていた二刀流のククリナイフを鞘さやに収めた。

　同時に二体のゴブリンが音もなく光となって消失。

　あまりに素早い太た刀ち筋すじで視し認にんできなかったが、なんとも暗殺者アサシンらしい立ち回りといえばそうだった。

「じゃあ最後に特大のをおみまいするにゃん」

　俺の背後から声が上がる。

　リコッタだ。

　彼女の手にはまるでボ○バーマンか！　と突っ込まざるを得ない黒々とした球体爆ばく弾だんがあり、すでに導火線から火花を散らしていた。

　彼女はそいつを「せーの……うにゃ！」と投げ付ける。

　もちろんゴブリンに向かっ……じゃなくて、

　ましゅーに向かって!?

「はわわわわわわっ、なんでこっちにくるんですかっ!?　えいっ！」

　こないでー！　ってな具合で両手を突き出したましゅー。レシーブの要領でうまいこと弾はじき返かえした。

　すげえな、おい。

　しかも爆弾は丁度良くそこにいたゴブリンに当たって爆ばく発はつ。二体が跡あと形かたもなく消し飛んだ。

「ふぅ……危なかったな。大だい丈じよう夫ぶか？　リエル」

　雫が出てもいない額の汗を拭ぬぐいながら言った。

　一連の戦闘でまったく出番の無かった俺は、しばらくポカーンとしていたが、彼女の言葉で我に返る。

「あ、ありがとう……じゃな・く・て！　記憶が確かなら今、護衛クエの最中だよね？　この場合、自分じゃなくて護衛対象であるＮＰＣを何よりも先に守るべきじゃないの??」

「何を言ってるんだ？　何かあったら、か弱いリエルをまず真っ先に守るのが当然だろう」

　雫に同意するように他の三人も無言でうんうんと頷うなずく。

「いや、その気持ちはありがたいけどね……でも」

　俺が言いかけたところで、ましゅーがマイペースに呟つぶやく。

「そういえばさっきのモンスター、名前は可愛かわいいのに結構硬かためでしたねー」

「あのねぇ……今のは〝ゴブリン〟であって、決して〝ゴブりん〟じゃないからね？　別に可愛らしい呼び方なわけじゃないからね？」

「そうなんですかー？」

「そうなんです。って、今はそういう話をしてたわけじゃなくて！　これじゃあ肝かん心じんのクエがクリアできないと言いたいわけで。あれ？　そういえばＮＰＣのおじさんは??」

　俺達が受けているのは〝客人の護衛〟というクエスト。飛ひ翔しよう艇てい運航会社からの依い頼らいで、《お客を無事、町まで送り届けよ》という内容だ。

　町までの道程にはモンスターがうようよしていて、それらから客人を守らなければならないんだけど……さっきまで一緒にいたその客人であるおじさんが見当たらない。

　きょろきょろと辺りを見渡す俺。

　するとちょっと先の木々の合間におじさんの姿を発見した。

「ああっ、もうあんな所まで」

　護衛対象はプログラムが決めたルートを勝手に進んで行くから、そんな事になってるんだけど……でも良く見るとなんだか様子がおかしい。

　彼の傍そばで飛とび跳はねる小こ柄がらな影。

「あれってまさか…………ゴブリンじゃ!?」

　そういえばさっきゴブリンに遭そう遇ぐうした時、確か計六体いたはず。

　雫が一体倒して、ましゅーが二体、そしてリコッタが二体……計五体……って、あと一体取りこぼしてるじゃん！

「まずいっ！」

　そう思って足を出しかけたが、時すでに遅おそしだった。

　冴さえない顔をしたＮＰＣのおじさんは、ゴブリンが振り下ろした棍棒に脳天をポカッとやられて、

「ぐわーやられたー」

　なんていう棒読み台詞ぜりふを吐いてあっさり死亡してしまった。

　なにこの三文芝しば居い……もっとまともな演技付けはできなかったのかよ……。

　対するゴブリンはというと、ＮＰＣを倒たおすことが使命だったかのように満足した様子で森の中へと消えて行ってしまった。淡たん泊ぱくなモンスターだことで。

　まあ、そんなゆるい感じのゼクスが大好きなんだけどもｗ

　それはさておき、

「ほらーやっぱりこういう結果になったじゃない」

　俺がそう文句を言うと、雫は長い黒くろ髪かみを後ろにすくい流して反論する。

「別に結果など、どうでもよい事だ」

「は？」

「そもそも今回はクエストのクリアが目的なのではなく、ギルド勧誘が主たる目的なのだからな」

「そういえば、これのどこが勧誘なの？」

「護衛クエというのは対象を守りながらフィールドを歩き回るわけだから多くのプレイヤーの目に止まるだろ？　すると周囲からはどう捉とらえられると思う？」

「さ、さあ……？　見たまんまでしょ。クエ中なのかなあー……っていうふうに見られるだけだと思うけど？」

「そう、それだ。私達の事を見た他のプレイヤーはこう思うだろう。あ、クエやってる。あのパーティ楽しそうだなー。仲良さそうだなー。あれだけ仲がいいとギルドなのかなー？　いいなー自分も入りたいなー。とな」

「そ、そうかな……？　意味の分かんない行動をしているパーティにしか見えないけど」

　そこで雫は「はああぁー……」と嘆たん息そくした。

「何よりもまず仲間の命を優先する。良いパーティじゃないか。好印象だぞ」

「それは良い事だと思うけど、ある一部に偏かたよりがあるというか……」

「そうだな。確かにリエルが好きすぎてクエも勧誘も蔑ないがしろにしてしまった感があるのは否いなめない。次からはもっと頻ひん繁ぱんに抱きついて仲の良さを周囲にアピールしてゆこうと思う」

「そうそう、そうやって分かってくれればいいんだよ。今度はぎゅぎゅーっと力強く抱き締め……ってちがぁぁぁぁぁぁっうっ!!」

「なんでだ？　ラブラブなカップルができるほどのギルドなんて仲良しの証拠だろ。そんなギルドに憧れて、入れて欲ほしいというプレイヤーが現れるに違いない。無論、その新参者にリエルは指一本も触れさせないがな。クックックッ」

　クックックッじゃねえよ！

　久しぶりにまともにクエをこなせると期待してた俺が馬ば鹿かだった。

　俺は経験値が貯たまるなら万ばん々ばん歳ざいなんで、普通についていったのだが……結局いつもと変わらない状況に。

　たまにはまともに稼かせぎたいんだけど。

　そんな事をブツブツと脳内で呟いていたら、俺の鼻先で黄こ金がね色いろの髪がなびいた。

　姫が俺と雫の間に踏み入ってきたのだ。彼女は吊つり目めがちな瞳ひとみをさらに尖とがらせる。

「誰と誰がカップルですって？」

「それは」

「ああっ言わなくていいわ」

　雫が言いかけたのをわざと姫が止める。それで雫は少しだけムッとした表情を見せた。

「あたしが聞きたいのはそういう事じゃなくて、こんなんで本当にギルドに入りたいっていう人が現れるのかって事。そもそも森が深すぎて、あたし達以外誰も見かけないし。あんたの口車に乗せられてやってきたけど、まったくそんな気がしてこないわ」

「では他に良いアイデアがあれば出してもらおうか」

「そ、それは……」

「なんだ、人の案は批判する癖くせに自分は何もアイデアを出さないというのか」

「いっ、今は思い付かないだけよっ」

　威い勢せいの良かった姫はもごもごと口を噤つぐんでしまう。

　そこへリコッタがしっぽを振りながら分け入ってきて、脳天気な口調で言う。

「リコッタもなぁーんにも思い付かないけど、ギルドに入ってくれるなら〝いい人〟がいいにゃー」

「そんなのどうやったら判別できるのよ」

　姫がふて腐くされながら聞く。

「さあ？　リコッタも分かんないにゃん。雫は知ってるにゃん？」

「ふん、そんな事わざわざ言うまでもないだろ。この世には私とリエル以外は悪人しかいないのだから」

「「はあぁん!?」」

　姫とリコッタが雫に噛かみ付つく。

　その間、ましゅーは一人考え事をしている様子。肘ひじに手を当て、空に目線を置いている。

　その考えもすぐにまとまったようで、

「あっ、わたし、〝いい人〟を見つける良い案を思い付きましたー」

「なんだ、言ってみろ」

　雫に続いてみんながましゅーに注目する。

「えっとですねー、誰かこの中で一人、わざと瀕ひん死しの状態になって頂いてー、道みち端ばたに倒れますー。そこへたまたま通りかかったプレイヤーさんの中で、治癒ヒーリングをしてくれる方がいるはずです。その人が〝いい人〟ですー」

「そりゃ確かに〝いい人〟かもしれないけどー……」

　何を言い出すかと思えば……。

　俺は脱だつ力りよくした。

　実際ＭＭＯＲＰＧの世界では、通りすがりの辻つじ【治癒ヒーリング】や辻つじ【蘇リバ生イブ】なんてのは日常的に良く見かける光景だ。

　しかし、それだけで……ってのも、どうかと……。

　だってそういう親切をしてくれるのは、大体決まって回復系の魔ま法ほうを持っている聖職者クレリツクや、それ系統の職業ジヨブのプレイヤーに限られてしまうから。

　中には魔法を持たない職業ジヨブの人が回復アイテムを差し出してくれる、なんていう事もあるが、それは稀まれだ。

　なので、ましゅーが言うその方法だと、まず職業ジヨブでふるいにかけられてしまう事になっちゃう。

　あとはアレだな……。

　プレイヤーが狩りの為ためによく集まるスポットにわざと潜ひそんでいて、そのプレイヤー達が瀕死の状況に陥ったと見るや、すかさず飛び出して回復魔法をかけてあげる行為とか。

　これは感謝される事に喜びを見み出いだしているタイプの人間がやる事。

　まあ俺のことなんだけどｗｗ

　そういう例もあるわけで……。

　とにかく言いたいのは、〝いい人〟を測る判断基準なんて最初から無いし、そんなの会ってすぐに分かるもんでもないってこと。

　そもそも仮にその方法で〝いい人〟やらが見つかったとして、どうやってギルドに入ってもらうんだ？　結局そこからはいつもと同じ展開なんじゃ？

「そんな方法でギルド勧誘が成功するとは思えんな」

　珍めずらしく雫がまともな判断を下した。それには俺も賛同する。

「そうそう、雫の言うとおりだよ」

「その程度では真に迫っている感が圧あつ倒とう的てきに足りないだろ」

「うんそうだね……って、はい??」

「そういうのは瀕死役が心から本当に助けて欲しいという必死さが重要なのだ。それを見た上で面倒な事に足を突っ込む覚悟と、もしかしたら自分が死ぬかもしれないというリスクが掛かかってこなければ、相手の真意など測れまい」

　なんかもっともらしい事言い出したよ、この人……。

　するとそれに対して姫が、

「なるほど、それは一理あるかもしれないわね」

「ないないｗ」

　俺はすかさず突っ込んだのだが……そこで発案者のましゅーが、

「さすが雫ちゃんです。わたしはそこまで考えてませんでしたー」

「ちょっｗｗ」

「なんだか良く分からないけど面白そうにゃん♪」

　リコッタに至っては面白ければなんでもいい状態になってた！

　雫は尚なおも自信満々に続ける。

「なので私はましゅーの案を更さらに強化したものを提案する。端たん的てきに言うと、助けなければというシチュエーションをこちらで演出するのだ。これにはＰＫプレイヤーキルが行われようとしている現場が一番効果的だろう。まず必要なのはメインの襲われ役。これは考えるまでもなくリエルで決定。異論は無いな」

「なっ、えっ、なんで!?」

「この役には守ってやりたくなるほどの儚はかなさと可か憐れんさが滲にじみ出でていることが重要なのだ。姫じゃだめなんだ」

「ちょっと！　なに、さり気なくあたしをディスってんのよ！」

　雫は憤ふん慨がいする姫を気にも留めない。

「あとはリエルにＰＫを仕掛ける悪役だが、実際に襲う役は一人いればいいだろう。その他の人間は周囲を取り囲み、集団で襲っているように見せかける。逃にげ道みちを塞ふさぐように立って絶望感を演出すると尚良い。それとこれは当然の事だが演技力が試される場面だからな。各自気合いを入れて取り組むように」

「なんか勝手に色々決まってるんですが……」

　俺がげんなりしていると、姫が、

「そうそう、絶望感とか演技力とか言う前に実際どんな感じで襲うのか教えなさいよ」

「いやそこじゃなくて」

「ではその辺のところを詳くわしく詰つめておくか」

「おい」

　俺の突っ込みなど完全にスルーで、雫はステータス画面を開き、メニューからメモ帳を起動させる。

　途と端たん、宙に浮いて現れる白いウインドウ。

　これはその名の如ごとくメモとして使うもので、主にパーティ内での作戦立てなんかに利用されている。指先で触れればペンのように線が描かけるし、文字をスタンプのように押おすこともできる。どちらかというと言葉よりビジュアルの方が伝わり易やすい場面で活かつ躍やくする。

「これで各人の配置を決めておこう」

　雫がスラスラとメモウインドウの上に指を走らせる。

「ここがこの森で、この真ん中を通っているのが今私達が立っているこの道。そしてこの辺にリエルに倒れていてもらって、悪役は――――」

　彼女が描いているのはこの辺一帯のマップ。その上にギルメンを配置してゆく。

　そして――

「うむ、こんな感じだな」

　雫は満足したように完成したそれをみんなに向かって見せた。
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「ちょっとぉっ!?　なんであたしだけ森の中なのよっ！」

　姫が文句を言う。

「それはお前の役が〝木〟だからだ」

「この場面でその役いらないでしょ!!」

　雫は煙たそうな顔をする。

「わがままな奴やつだな」

「これ、わがままとかいうレベルじゃないでしょ！　そもそも人扱いされてないし！」

「じゃあどうすればいいんだ」

「とにかく、みんなと同じ日の当たる場所に出してよ。これじゃ、あたしだけキノコ生えちゃうじゃない」

「ふん」

　雫はあからさまに面めん倒どう臭くさいなーという表情をして、やる気の無い手付きでメモを書き直し始める。修正は手早く終わり、

「では、こんなのでどうだ？」
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「やったわー、これであたしもやっと人間に……って騙だまされないわよっ!!　そこ岩があった場所でしょ!?　あんた、さりげなくあたしを岩役にしようとしたわね？」

「ちっ」

　雫は舌打ちする。

　どうやらその通りだったらしい。

「まあどのみちリエルを襲うメインの悪役はこの私なのだから、残りの人間はその周囲に適当に待機していればいいだけの話で、ぶっちゃけ配置などどうでもいいんだが」

　自分で配置図書いたことを否定しちゃったよ、この人。

　さっさとメモ帳を閉じる雫。

「ちょっと待つにゃん」

　そこで何か疑問に思ったのかリコッタが口を挟はさんでくる。

「メインの悪役が雫ってどういうことにゃん？」

「ああ、それか。実際にリエルに攻撃を加える役の事だ。本当に全員でリエルを袋ふくろ叩だたきにしたら死んでしまうだろ？　だからこの私があえて汚よごれ役やくを引き受けようというのだ。他の者は周りで悪そうな表情を浮うかべて一味のフリをしていればいい。そうすれば、たまたまそこに通りかかった〝いい人〟がリエルを助けにやってくることだろう」

「怪あやしいわね」

　姫が雫に懐かい疑ぎの視線を向ける。

「なんだ、何が怪しいというのだ？」

「あんたが自ら汚れ役をやるって言い出した事よ」

「ふん、それのどこが？　ならばお前はリエルに向かって手を上げることができるというのか？」

「そっ……それは……」

　姫は押し黙ってしまった。

「そらみろ、できまい。リコッタとましゅーも同じだろう」

　二人も同じように黙り込んでしまう。

「私だってリエルに向かってそんなことはしたくないのだ。しかしここは騎き士し様さまとの挙式の為。涙を呑のんで悪になるのは私だけでいいと言ってるのだ。それを分かって欲ほしい」

　で結局、俺は殴なぐられるわけね？

「納得できたのなら配置についてくれ」

　雫が言うとみんな持ち場に就つく為、静かに動き始めた。それは彼女の言い分を了りよう承しようしたって事だろう。

　俺ははなから森の中を通る道に立っていたので、ましゅーとリコッタが背後に回り込む。

　目の前には雫、彼女から少し離れた後ろに姫がいた。

　これで俺が襲われているふうに見えるシチュエーションの完成。

「あのー……まだ、やるともなんとも言ってないんだけど……」

「まあそう言うな。すぐに済む」

「すぐに……って……」

「では、襲う」

　そんなやり取りをしている傍そばから、彼女は行動を開始していた。

　雫はじわじわと俺に近付いてくる。

　それは俺にＰＫをしかけて瀕死の状態にする為。

　しかし、そのはずなのに、未いまだ彼女は腰の短たん剣けんを抜ぬくわけでも、テイム用の短笛に手をやるわけでもなく、ただ両手をわにわにとさせながら近付いてくるだけだった。

「ぐふふふふふ……」

　おかしいな……。

　そう思っていると不気味な笑いが漏もれ始はじめ、目付きもなんだかヤバイ感じに。

「ちょ、ちょっと!?」

　これはもしや……襲うって……そっちの襲うかーっ!?

「さあ力を抜いて、この私に身を預けて」

「のおぉーぅ!!」

「ふふふ、今こそ私のモノになれ、リエっぐおぉほはっ!!」

　雫が変な奇声を上げたと思ったら俺の足下に倒れ込んだ。見れば彼女の頭に矢が刺ささっている。これを放ったのは当然、

「どうせそんな事だろうと思ったわよ」

　眉まゆをひそめた姫が弓を構えていた。

　雫は頭を押さえながら立ち上がる。刺さっていた矢は光の粒りゆう子しになって消えていた。

「いつつつ……背後からとは卑ひ怯きような」

「あんたに卑怯呼ばわりされたらおしまいだわ」

「なんだと」

「なによ」

　二人は互いに顔を近付けて罵ののしり合あう。毎度の光景だ。

　このまましばらくいがみ合いが続くのがいつものパターンだが、このタイミングで雫の頭上から目ま映ばゆい光が降り注いだ為、今日の言い合いはここで中断された。
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　まあその光を作り出した犯人は俺で、光の正体は治ち癒ゆ魔ま法ほうなんだけど。

　雫が「おっ？」となる中、光のシャワーが彼女の頭上から降り注ぎ、ＨＰが完全回復する。

　パーティの体力が削けずられると反射的に治癒ヒーリングかけちゃうのって、回復系職業ジヨブをやってる人からすればもう無意識とかそんなレベルだよね。

「今の攻撃でちょっと減っちゃったでしょ？　だから。これでよしっと」

　俺が満足げに言うと、雫は何か伝えたそうに口元をもぞもぞとさせていたが、結局それっきり。すぐに顎あごに手を当て考え込んでしまう。そして、

「これは……実は〝いい人〟というのはリエルだったというオチか？」

「なに上う手まいこと言ったつもりになってんのよ！　それよりギルド勧誘はどうなってるの？」

　姫の発言で思い出した。

　そういえば俺達、ギルドに入ってもらう為の〝いい人〟さがしの最中だった。

　でもこんな辺へん鄙ぴな場所、誰も通りかからないし、この計画、そもそもその辺からダメダメだった。

「じゃあ今度はリコッタがリエルを襲う番にゃりね」

「しれっと何かやらかそうとしてんじゃないわよ、この馬ば鹿か猫ねこ！」

「では逆にリエルが私を襲うっていうのはどうだろうか？」

「そういうの真顔で言わないでくれる？　雫！」

　さて、毎度の事だが収しゆう拾しゆうつかなくなってきたなー。

　そんなふうに冷めた目線で彼女らを眺めているが、この雰囲気がなんとも心ここ地ち好よくて、落ち着くのも正直な話。

　このギルドがいつまでもこんな感じであって欲しいなあと、そう思う。

　いがみ合っても、ドタバタしてても、それが楽しいのだ。

　ヴァーチャル世界を、ゼクスを、

　俺は心から愛しているのかもしれない。

　彼女らの声が森に響く中、ふと思い出す。

　そういえば、ましゅーは？

　横を見ると、そこに彼女は立っていた。

　騒ぎに交ざらず、俺と同じように雫達があれこれ言う姿を微ほほ笑えみながら見ている。

　実に楽しそうだ。

　そんなましゅーを見ていると、今、彼女も俺と同じような事を思っているんじゃないのか？　そんなふうに感じた。







＃05【イケメン竜騎士ドラグーンがクールでヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　ましゅーがゼクスに復帰して数日が経たっていた。

　あれから何事も無く、いつものゼクス、いつものギルド、そんな日々が続いていた。

　ある日、ギルメンがみんなログアウトした後、ましゅーが今晩も落ちたくないと言い出したんで、彼女に付き合う事になった。

　二人で向かった場所は王都北にある【ヴァリス監かん獄ごく】。

　そいつは四方を岩山に囲まれた、すり鉢ばち状じようの土地に建っていた。

　切り出した石を積み上げて造った高い壁。幾いく重えにもなって続く鋼鉄の門。

　今、俺達はその監獄の門をくぐり、馬鹿デカい円えん筒とう形けいの建物の前まで来ていた。

「なんかお城みたいですねー」

「それはまあ……お城みたいな堅けん牢ろうさはあるけど……それよりも殺さつ伐ばつとしている感じかなあ……」

　入口付近に立つＮＰＣの看守の前でそんな会話を交わす。

　さて、俺達がなんでこんな荒こう廃はい甚はなはだしい殺風景な場所にやってきているかというと、ましゅーの職業ジヨブである暗殺者アサシンの専用クエを受ける為ためだ。

　クエスト名〝脱だつ獄ごく者しやの暗殺〟。

　その内容は、

《この監獄を脱だつ走そうした凶きよう悪あく犯罪者の一人を脱獄の事実を知られぬよう秘ひ密みつ裏りに始末しろ》

　というものだ。なんとも暗殺者アサシンらしいクエである。

　看守からクエを受けて戻ってきたましゅーは、ニコニコしながら言う。

「リエルちゃーん、受けてきましたよー。さーて、その脱獄犯さんとやらをサクッと殺しちゃいましょー♪」

「いやー……それ満面の笑みで言う台詞せりふじゃないと思うよ？」

「そうですかー？　じゃあブスッと殺しちゃいましょう♪」

「擬ぎ音おんの問題じゃないからね!?」

「えへへ」

　屈くつ託たく無く笑う彼女。しかしすぐに何か思い当たったらしく、「あっ」と声を発する。

「そうですー。せっかくここまで来たのですから中を少し見ていきませんかー？　何か面おも白しろいアイテムが見つかるかもしれませんよー？」

「それは別に構わないけど、クエはいいの？」

「ええ、このクエって特に時間制限があるわけじゃないので後でも大丈夫ですー」

「そう」

　まあこんなふうに目的を逸いつ脱だつしてダラダラ遊ぶのもまたＭＭＯＲＰＧの楽しいところでもあるよね。俺もこのエリアは近いながらも職業ジヨブ的に縁えんがなかったので未み開かい拓たくだったし、何かいいアイテムが見つかったらめっけ物かも。

　ん？　そういやアイテムで思い出した。

「あ、そうだましゅー」

「なんですー？」

「この前ましゅーが欲しいって言ってた白金鋼があるでしょ？　ここ最近のバタバタで渡わたせずにいたけど、昨日倉庫にまとめて送っといたから」

「わーホントですかー？　ありがとうございますー」

　ましゅーは両手で俺の手を包み込み、心底嬉うれしそうにしていた。

　そんなにあの、ごつごつとした鉱石の塊かたまりが嬉しいもんかねー？　と不思議に思う。

　確かに彫ちよう金きんスキルを上げている人にはそれなりの需じゆ要ようがあるかもしれないけど、そんなに価値があるものでもないし、武器や防具の生成にも使えないしなあ。

　とか思っていると、

「それでは御お礼れいをしなければいけませんねー」

「いやいいよー、そんなたいしたものじゃないし」

「ただ貰もらうだけだなんて悪いですよー。丁度この中にいいものがありますからー」

　なんて言い出した。

「いいもの？　いいものってなに??　てか、ましゅーはここ来たことあるの？」

「ええ一度だけ。でもあんまり深くまでは見ていないんで初めてみたいなもんですー」

　そうなんだ。と俺はごく普ふ通つうに反応する。

「さあ行きましょ」

　ましゅーに誘われ監獄の中へと足を踏み入れる。

　中の雰ふん囲い気きは予想通りで、湿しめっぽさとダークな空気が充じゆう満まんした空間だった。

　円筒形の建物の内部は四層に分かれており、一階から四階まで全て牢ろう獄ごくだ。

　一階をちょっとだけのぞいてみたけど、長い廊ろう下かに沿って鉄てつ格ごう子しが延々と続いていた。

　でも彼女に連れて行かれたのはそこじゃなくて、地下だった。

　僅わずかにある蝋ろう燭そくの灯あかりを頼たよりに薄うす暗くら闇やみの階段を下りる。

　二十段ばかり下りた所で床ゆかに足が着いた。同時に闇やみの中にましゅーのほんわかした声が響く。

「はい、ここですー」

「ここ……って」

　変な染しみとかが所々に残る、じめーっとした薄暗い地下に何か色々置かれている。

　俺は近付いて、それらをよーく確かめてみた。

「えーと、これは……焼きゴテ？　あ、あれは三角木馬じゃない？　それから水責め椅子!?　ああっ、鉄の処女まである！　ってここ拷ごう問もん部屋じゃ!?」

「正解でーす♪」

　ぺちーん

　何かを床に打ち付ける音。

　見れば、にこやかに答えた彼女の手にはいつの間にか革かわムチがあった。

「ぺちーんて!?　そっ、そのムチは何??　なんでこんな所に連れてきたの？　ま、まさか、ましゅーって……そっち系の趣味が!?」

　実は隠かくれれＳサドだったましゅーは、最初から俺をここに誘い込むつもりでいて??

　そして今から俺は女王様と化した彼女に拷問されちゃうのかー!?

　そんな事を想像しておろおろしていると、彼女は優やさしい表情を見せる。

「いやですよー、リエルちゃんが痛がるような事、わたしがするわけないじゃないですかー」

「だ、だってそのムチは？」

「あーこれはリエルちゃんが持つんですよ。ハイこれ」

「え？」

「あんまり痛くしないで下さいね♪」

「まさかのＭマゾ宣言キター！」

　ましゅーは床に倒れ込み、体をクネクネさせながら頬ほおを赤く染めていた。

　だからといって、こんなもの渡されても俺もそんな趣味があるわけじゃないので困るんだけど！

「できれば敵国の捕ほ虜りよとなった偵てい察さつ兵へいが拷問部屋に連れ込まれ、敵軍将校に尋じん問もんと称しようして肉体関係を迫られるというシチュエーションでお願いしますー」

「アッー！　その上、細かい注文まで!?」

　結局そっち方面へ行くわけですか、そうですか。

　と、そこで、ましゅーの表情がキリッと引き締まったものに変わる。

「これは……一体私に何をするつもりだ！」

「へ？」

　低めの声こわ色いろで投げかけられる。

　急にキャラが切きり替かわったんで俺は目が点になった。

　そういやこれ、以前、俺の髪かみの毛けに触れていた時と同じ表情だな。つーことはいつものＢＬ演技モードに入ったって事か。

「まさか!?　貴様……捕虜の扱いについては協定で定められているはずだぞ！」

「えーと……」

　俺が逡しゆん巡じゆんしていると、ましゅーが小声で伝えてくる。

「ここでリエルちゃんの台詞は〝フッフッフッ、だから丁てい重ちように扱っているではないか。部下も全員下がらせた、ここにはもう俺とお前しかいない。だから今晩は誰にも邪魔されることはない。存分に可愛かわいがってやろう。これはあくまで尋問だ。さて、お前はどんな声で鳴くのか楽しみだ。ぬっふっふっふっ〟ですー」

「ですー……って、どっから出てきたのその台詞!?　台本でもあるの!?」

「そんな事はいいので早く台詞をお願いしますー」

　俺がなかなか言うことを聞かないので元の口調に戻ってしまったましゅー。

　このままじゃ埒らちがあかないと思ったのか、

「やっぱり戦争モノが題材だと渋しぶすぎましたかねー？　それならここはリエルちゃんが良く知ってるアニメとかのシチュエーションで行きましょうかー」

「そういう問題じゃなくて……」

「サッカーアニメの【イナリイレブン】なんてどうですか？」

「え？　ああ、キッズアニメだけど、なんか腐ふ女じよ子しにウケてるらしいね」

《勝負だ炎えん童どう！　はたして僕の巨シユ砲ートを受け止められるかな？》

《ぜってー入れさせない！　俺はお前の巨シユ砲ートを必ず掴つかんでみせる！》

《ふふ、ほざけ！　この巨シユ砲ートの真の姿を見てからでも同じことが言えるかな？　くらえぇぇぇっ！》

《まさか……ここまで!?　デ、デカイ……なんてデカさだ…………だが！

　入れさっせっるっかぁぁぁぁっ！　ホットハンド滾る手ォォォォォォォッ!!　　　むぎゅ》

《アーーーーーーーッ！》

　なんか……ましゅーの一人小こ芝しば居いが始まっちゃったので、俺は彼女を置いてそーっと地下室を出た。もう拷問部屋とか関係無くなってきちゃってるしね。

　そのままの足で建物の屋上へ。

　陰いん鬱うつとした薄暗い建物の中にいたら気分が滅め入いってきてしまったので、外の景色でも見て気分をリフレッシュしようと思ったのだ。

　円筒形の建物を上から見下ろすと、円の内側が広場になっていて、中央になにやら物騒な台が置かれていた。

　斬ギロ首チン台だった。

　恐らくそこは処しよ刑けい場じようなのだろう。せっかく気分転てん換かんに来たのに余計にイヤーな気分になっちゃった。

　こいつはイカンと思った俺は反対側に目を向ける。

　するとそこには、地じ肌はだを露あらわにした岩山が延々と連なり、雄ゆう大だいな景色を形作っていた。

　処刑場を眺ながめているよりは、こっちの方がなんぼかましだ。

　そこでしばらく、ぽけーっとしていると、

「リエルちゃん酷ひどいですー。いつの間にいなくなったんですかー？　置いていかないで下さいよぉー」

　半ベソ顔のましゅーが下から上がってきた。

「なんかノってきちゃってたみたいだから、止めるのは悪いかなーなんて思って……」

「わたし一人でやってても楽しくないですー」

「いや全然楽しそうに見えたけど？」

　むくれ顔の彼女は俺の隣となりまでやってきて、同じように外の景色に視線を置く。するとその表情も和やわらいでゆくのがうかがえた。

　そこで俺は思った。

　今って彼女に色々尋たずねるには丁度良い機会じゃないかと。

　本人ははぐらかすけど、ここ最近の妙みようなテンションといい、アバター削除事件といい、ちょっと前になるけど、コミカでの鳴なる海みを恐れているような態度といい、全部この機会にハッキリと聞いておいた方がいいんじゃないのかって。

　だって一人で抱え込んでいるような感じだし。

　だから俺は思い切ってみた。

「あのーましゅー？」

「はい、なんですかー？」

「唐とう突とつな話でゴメン。って最初に謝あやまっておくね」

「??」

「で、本題。ましゅーって人妻だって聞いてたけど……それって、嘘うそだよね？」

「え……」

　不意の質問に彼女は一いつ瞬しゆん言いい淀よどむ。

「う、うそじゃないですよ？　ちゃんと旦那様がいますし、リエルちゃんだって何度か会ってるじゃないですかー」

「でも、鳴海って女の子だよね？」

「ええっ!?　ど、どどどどどどうしてそれを!?」

「いやー……そんなに驚かれても……誰が見ても女の子じゃない？」

「そ、そんな……あわわわわ」

　動揺っぷりが半はん端ぱない。本気で隠かくせていたと思ってたんだろうか。まあ俺も口車に乗せられて一瞬だけ迷ったことはあったけど、普通鳴海を見ての第一印象は女の子だろう。

「それにましゅーの最近の様子とか、アバター削除とか、ちょっとおかしいよね？」

「そ、そんな事は……」

「鳴海に対しても、なんか怖こわがっているような空気が伝わってくるし」

「……」

「別に責めてるわけじゃないんだよ？　一人で抱え込んでいるように見えたんで、何か力になれるんじゃないのかって思って」

「……」

「それに、このままにしておくとまた同じ事が起こるんじゃないのかって、そんな気がするんだよね。ああ、同じ事ってのはアバター削除のことね」

　それが図星だったのか、ましゅーはピクリと反応を見せた。そして――

　彼女の頬に一筋の涙が流れ落ちた。

「ゼクス辞やめたくないんです……」

「え？」

「わたし、ここに居たいんです」

　すがるような瞳が俺に向けられる。

「話してくれる？」

　僅かな躊躇ためらいがあった後、ましゅーは静かに頷うなずいた。

「わたしと旦那様の関係は夫ふう婦ふのそれと同じです。でも……それは偽いつわりの夫婦なんです」

　そこから彼女が話してくれたのは、名家の中で連綿と受うけ継つがれてきた閉へい鎖さ的てきで歪ゆがんだ男だん尊そん女じよ卑ひの考え方だった。

　鳴海の家である鍵かぎ主ぬし家。そしてましゅーの実家である九ここの重え家。

　この両家の間にある絶対的な縛しばりの関係が事を複雑化させていた。

　まず、両家の家内では男の地位が非常に高く、逆に女は奴ど隷れいのようなものと教えこまれるのだそうだ。

　名家である鍵主家は代々男子が家か督とくを継ぐと決められている。しかし、男児に恵めぐまれない代を迎えた時には、九重家より男児を養子として貰い受ける習わしがある。

　表向きには鍵主の実子として。

　いわば九重家は鍵主家の予備的存在ということだ。

　だが運悪く、両家共にその代に男児が生まれなかった場合、どうするか？

　それは鍵主家の女児が男児として育てられる。

　十八歳さいになると仕し来きたりにより、結けつ婚こんをしなければならなくなるが、対外的なものを考え、九重家の女児を偽りの妻として迎えるのだという。

　それが、ましゅーだった。

　しかし、それでは跡あと継つぎが生まれない為、外部より男子を内密の婿むことして迎え入れる。

　その時の為に、男色教育が盛んに行われているらしい。

　だから鳴海はあんななのか……。

　男性至上主義の中で育ったましゅーも少なからずその影えい響きようを受けているはず。だからＢＬ好きになってもおかしくはない。

　大昔より両家は長きにわたってそういう事を繰り返してきたらしいが、この事実は外部へは隠されており、両家以外知る者はいないらしい。

　今までがバレてないって言うんだから、鳴海はボロ出しすぎなんだろうなー。

　それでも、あんまり外で目立った行動をして欲ほしくないわけで、リアルでのましゅーの行動はだいぶ制限されていた。

　なのにもかかわらず、最近は俺のバイト先やらコミカやらと、やたら外出を多くしたもんだから鍵主家の目に留まってしまった。

　ましゅーを誑たぶらかしている元げん凶きようはゼクスヴェルトオンラインだと判断した鳴海は、ましゅーにアカウントを削除することを命令したのだという。

　それが丁度、メルルーナちゃんとレベル上げをしていたあの時の事だった。

　ましゅーがＥＳＧを頭から外して、再びオンに戻ってきた時に沈ちん鬱うつな表情をしていたのは、鳴海にそれを命令された直後だったからだ。

　そんな環境で育つと、いくら理不尽なことを言われても反発できない。

　ましゅーは仕方なくアバターを削除。

　でもアカウント自体は消していなかった。

　どうしてもゼクスを忘れられない彼女は、俺が鍵主家を訪問しに来たという事実を知って、居ても立っても居られなくなりアバターを復活させたのだ。

「なるほど……なんとなく事情は分かったよ」

　俺がそう言うと、ましゅーは僅かだが落ち着きを取り戻したように見えた。

「ということは、ましゅーがここにいることを鍵主の人間はまだ気が付いていないわけだね」

「そうですが……でも」

「また見つかるかも？」

　思っていた事をストレートに言われ、ましゅーは言葉に詰つまる。

「でもそんな理不尽なことを聞かされて放ってはおけないよ。ここは自分に任せて！　どうしたらいいのかは今はまだ思い付かないけど、きっとなんとかしてみせるよ。ましゅーのいないゼクスなんて考えられないし」

「リエルちゃん……」

　彼女は瞳をうるうると潤うるませる。

　なんか格好良く言ってみたけど、さてどうする？

　もう一度、鍵主家に乗り込んで話をしてみる？　いやそんな事くらいで長いこと続いていた名家の仕来りが変わるとは思えない。

「なにかこう……根本から覆くつがえるような何かがあればいいんだけど……」

「何が覆るって？」

「え？」

　なんとなく口にした言葉に不意の反応が返ってきて驚いた。

　背後からしたその声は低く、キレのある男性のもの。

　反射的に振り向く俺とましゅー。

　するとそこには長めのプラチナブロンドが麗うるわしいイケメンアバターが、爽さわやかな笑えみをこちらに向けていた。歯が光っていてもおかしくはない。

　シャープな顔立ちの彼は、背が高く、体は程ほど良よく筋肉が付いていてバランスが良い。装備しているライトアーマーは青銅の輝かがやきを放つ、紋もん章しようの入った職業ジヨブ専用装備。背中にある背丈よりも長い三つ叉の矛トライデントもまた職業ジヨブ専用だ。

　その装備から彼の職業ジヨブは竜騎士ドラグーンではないかと思われる。レベルは恐らく30前後。だって装備可能レベルが確かそのくらいのはずだから。

　で、そんなまったく面識の無い彼が、なぜに俺達に声をかけてきたのか？

　もしかして、こんなとこでナンパ??

　俺はまず最初にそう思ったが、ましゅーは違ったようだった。

　彼女は竜騎士ドラグーンの姿を見詰めながら、凍こおり付ついたような表情をしていたのだから。

　この顔、どこかで見かけた気がする。

　そうだ、この前のコミカの時に……。

　俺はすかさず、竜騎士ドラグーンの頭上にあるプレイヤー名に目をやる。

【ナルミ】

　ご丁てい寧ねいにリアルと同じ名前がそこにあった。

「まさか……ナルミって、あのナルミ??」

　俺がまだ疑いの目でナルミを見ていると、彼は身み震ぶるいするほどのクールな笑え顔がおで答える。

「そうだよ慧けい兄にぃ。って、この世界ではリエルって言うんだっけ。ちょっと調べさせてもらったよ」

　ロン毛の男から自分の名前が飛び出して、ちょっと変な気分。

　でもそれで、彼があの鳴海だということははっきりした。

　リアルの面おも影かげはまったく無いが、口調だけはなんとなく彼女っぽい。

「どうして……ここに？」

「いやあ彼女の手からＥＳＧを取り上げるのは簡単な事なんだけどさ。それじゃあ駄目だと思ったんだよ。なんていうか大本から関係を断たち切きらないと、こういうことはダラダラと続いちゃうんじゃないかと思ってね。だからお願いをしにわざわざこの世界にやってきたってわけ。あ、このアバターはどうしたのかって？　それは永なが満みつに用意してもらったんだよ。ゼクスのイベントに来ていた人をちょっと路地裏に誘って、鍵主で雇っている黒服のみなさんで囲んでお願いしたら譲ゆずってくれたらしいんだ」

「それって恐きよう喝かつでしょが！」

「そんな事はしてないよ。ちゃんと鍋なべ敷しきになるぐらいの厚みをもった諭ゆ吉きちさんプロマイドと交換したからさー」

「それもまずいでしょ！」

「まあ本当のところは黒服のみんなが三交代制でプレイしてくれて、それで育てたキャラなんだけどね。やっぱり鍵主の次期当主としては、それなりのアバターでないと格好が付かないからねえ。ああそうそう、君達が今ここにいるっていう情報も、このゲーム内に配置している黒服のみんなから教えてもらったんだよ」

　どんだけの人数を雇ってんだ、鍵主家！

　そこでナルミは目を細めた。

「それで話を戻すけど、リエルは日ひ眞ま里り……いやここはあえてましゅーと呼んでおこうか。そのましゅーからすでに鍵主家の秘密を聞いてしまったんだよね？　なら尚なお更さら、このままにしておくわけにはいかないなー。事情を知ってしまったリエルなら分かると思うけど、鍵主としては彼女にこれ以上この世界に入れ込んでもらっては困るんだよ。だからリエルからも彼女に言って欲しいんだ。ゼクスを辞めてくれって」

「そんなの言うわけない。というかそんなこと誰かに言われてやるようなことじゃないでしょ？　ましゅーはここに居たいからそうしてるんだし」

「そういう事を言ってるんじゃないんだよ。僕はゼクス上の仲間である君の口からはっきりと、ましゅーに対して関係を断絶する言葉を言って貰もらいたいだけなんだ。ただそれだけ。彼女や君の意見を聞くつもりなど端はなから無いんだよ」

　何を言ってるんだこいつは。

　出会った時から聞く耳を持たない奴やつだと思ってたけど、ここまでか。

「仲間にそこまで言われて、それでもこの場所に居ようなんていう人間はそうそういないだろう？　彼女にきっちりと身を以もつて分からせるには一番いい方法だと思うんだよね。そういうことさ」

「ねえ、ものすごく理不尽なこと言ってるって自分で気づいてる？」

「理不尽？　なんだいそれは？　僕は鍵主の仕来りに従っているだけだよ」

　ダメだ……なんかこいつには何を言っても通じそうにない。

　でもこのままじゃ話は平行線。

　なんの解決にも至らない。

　ましゅーは何も言えず黙もくしてしまっているし、ナルミは自分に都合の良い回答を待ち続けるだけ。

　この状況、どうしたらいい？

　何か他に方法はないかと、さらに思考を巡めぐらせ始はじめた時だった。

「みなさん、こんな所で何か揉もめ事ごとですか？」

　屋上に軽やかな声が響く。

　それはここにいる三人以外の声。

　下階へと続く階段の下り口からひょっこり顔をのぞかせていたのは、パープルピンクの死霊使いネクロマンサーだった。

「メルルーナちゃん!?　ど、どうしてここに??」

「たまたま通りかかっただけですよっ☆　えへっ」

　彼女は無駄にキラキラッとしたポーズを取った。

　モーションエフェクトで彼女の周囲に星が飛び散る。

　たまたま……というには、あんまり用の無さそうなエリアだけどなーここは。特に高レベルなメルルーナちゃんにとっては。

　とか考えていたら、

「今私、何か揉め事ですかー？　なんてしらじらしく言っちゃいましたが、実は話のほとんどをそこで聞いてしまいましたーゴメンなさいっ。べつに盗ぬすみ聞ぎきしようと思った訳じゃないんですよ？　たまたま聞こえてきちゃったんですっ」

　なんて言い出した。

「え、どこから聞いてたの？」

「全部ですっ」

　全部って……ましゅーと二人で話してたところからナルミが現れるところまでってことか？

　そりゃあ聞こえちゃったのは仕方無いけど、もっと早くに言ってくれればいいのに。

　タイミングが掴つかめなかったのかな？

　まあこんなごたごたに彼女を巻き込んでもしようがない。悪いけどここは退いてもらって……ナルミとの話はそれからだ。

　そう思っていたんだけど、メルルーナちゃんは俺の思いとは反対に話に分け入ってくる。

「事情を知ってしまったからには、私も知らないふりをして立ち去る、なんてできないです。ここで無関係な私が口を出すのは大変厚かましいかと思うんですが、これだけは言っておいた方がいいかなあと思いまして」

「それって？」

「僕も気になるなあ」

　俺と一緒でナルミも興味を持ったようだ。

「こういう時に白黒つける良い方法ですっ☆」

「「??」」

　俺とナルミは顔を見合わせる。すると、

「ＰｖＰデユエルモードですよっ」

　メルルーナちゃんはなぜかにこやかにその単語を口にした。

　ＰｖＰデユエルモード。それは読んで字の如ごとく、ゼクス上で行われるプレイヤー対プレイヤーの決けつ闘とうモードのこと。

　同じようにプレイヤー同士が戦うＰＫとの違いは、互いに戦せん闘とう行こう為いを承しよう認にん済ずみだということ。だからＰｖＰデユエルにはＰＫのようなペナルティは無い。

　その代わりＰｖＰデユエル開始前にお互い賭かけるアイテムを提出して、負けた方のプレイヤーは勝った方のプレイヤーにそれを差し出さなければならないというルールがある。

「決闘かぁー、それも面白いかもしれないね。ビジュアル的に相手の意思を挫くじくってのは案外有効な手段だと思うし。何より分かりやすくていい」

　意外に乗り気なナルミ。

　しかもすでに勝った気でいる。

「どうでしょうリエルさん？　その方が後あと腐くされ無いと思うのですが」

　メルルーナちゃんがそう言ってくる。




　何を言ってるんだ??




　彼女がＰｖＰデユエルのことを口に出した時、最初に思ったのはその言葉だった。

　勝負なんてするまでもないだろう。

　メルルーナちゃんだって話を全部聞いてたっていうのなら、明らかにナルミの方に非があるのは分かっているはずだ。

　なのに、なんで俺に味方してくれないんだ？

　しかも後衛職である聖職者クレリツクの俺が、前衛職である竜騎士ドラグーンと戦って勝てる訳がない。

　レベルだってナルミの方が上だ。

　明らかに俺にとって不利な事をなぜわざわざやらせようとする？

　メルルーナちゃんらしくない発言に俺は戸惑う。

　でもここでその勝負を受けないと言えば、それは俺が負けたことと同じ意味になる。

　最初からそこまで考えていて、俺が退けないと分かっていて、その提案を出してきたのか？

　なんでだ？　メルルーナちゃん!?

　彼女の真意が測れず、どんな言葉を口にしたらいいのか迷っていると、ナルミが得意気に俺の表情をうかがってくる。

「さあどうするんだい？　僕が勝てばましゅーにゼクスを完全に辞めてもらい、オンラインでの仲間達ともリアルでは会わない約束をしてもらう。逆に君が勝てば、このままの状態を黙もく認にんしよう」

「鉄の仕来りがあるんじゃなかったの？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ、僕が負けるなんて事は無いから」

　絶対的な自信。

　それはこちらに勝ち目が無いのが分かってるからこそ出る言葉。

　でも〝勝負しない〟という選せん択たく肢しは、さっきも言ったようにすでにもう無くなっている。

　やるしかないのだ。

　数歩後ろに目を向ければ、ましゅーが不安げな表情でこっちを見ている。

　俺は彼女に向かって頷うなずいてみせた。

　大丈夫。

　絶対無理という訳ではない。アレが上う手まくいけば、まだ勝算はある。

　俺は顔を上げ、ナルミの瞳を捉とらえた。

「その勝負、受けるよ」




×　×　×




　俺達は場所を移動していた。

　見上げた空は切り取ったように円を描えがいている。

　そう、ここはあの屋上から見下ろすことができた円えん筒とう形けいの建物の中心部分。

　例の処刑場がある場所だ。

　さっきチラッと見た斬ギロ首チン台の前は石いし畳だたみの広場になっていて、ここならばＰｖＰデユエルを行うには十分な広さがある。

　そこで俺とナルミは対たい峙じしていた。

「リエルちゃん……わたし……」

　背後にいたましゅーがか細い声で言う。その顔は未いまだ暗あん澹たんとしたままだ。

「大丈夫、なんとかやってみるよ」

「でも……」

　心配そうに見守る彼女を置いて、俺は前へと進み出る。

　ナルミもまた同じように前へと足を進める。

　二人の間には見届け役としてメルルーナちゃんが立っていた。

「それではお二人共、準備はよろしいですか？」

「ああ、いつでもいいよ」

　ナルミは余裕のある態度で返事をする。

　続くように俺も無言で頷いた。

「ではナルミさんの方からでいいですかね？　リエルちゃんに対してＰｖＰデユエルを申し込んで下さい。勝敗はＰｖＰデユエルモードのルールに従うということで。単純にＨＰがゼロになった方が負けってことですね」

「了りよう解かいした。それで、えーと……ＰｖＰデユエルモード、ＰｖＰデユエルモード……」

　メルルーナちゃんに言われて、ナルミはステータス画面を開いてＰｖＰデユエル開始の項こう目もくを指で辿たどって探している。そこはやはり初心者。まだゼクスに慣れていないからなのだろう、微び妙みように手間取っている。

「っと、これか」

《ナルミからデュエルを申し込まれています。受けますか？　ＹＥＳ／ＮＯ》

　ようやく見つけたようで、俺の目の前にそんなダイアログが表示される。

　ここまで来て迷う理由は無い。

　俺はＹＥＳのボタンを指先でタップした。

　この勝負で賭けるものはお金でもアイテムでもない。でも一応システム上の都合があるのでお互いに１Ｇグラン硬こう貨かを形だけ提出する。

　全ての準備が完了すると、

《ＤデＵユＥエＬル》

　俺とナルミとの間の空間にそんな文字がでかでかと表示される。

《３》

　そしてすぐさまカウントが開始。

《２》

　ナルミが矛ほこを構えると同時に頭上に影かげが差す。影はそのままナルミの傍に降り立った。それは竜騎士が竜騎士たる所以ゆえんであるもの。エメラルドブルーの鱗うろこを持つ、人の背丈ほどの小しよう竜りゆうだった。

《１》

　俺はローブを翻ひるがえし、黄銅の杖ブラスワンドを構える。

　攻こう撃げき魔ま法ほうを持たない自分にとって、唯ゆい一いつの物理攻撃武器だ。

　緊張が手足に伝わる。

　そして――

《ＦＩＧＨＴフアイト！》

　開始の合図と共に仕し掛かけたのは俺の方だった。

　不利な状況で、こちらは常に先手に打って出なければすぐに手て詰づまりになってしまうからだ。

　それにこれさえ決まれば、まだこちらに――

　勝機はある！

　ＦＩＧＨＴの文字が消える前に魔法を唱える。

「たゆたう光よ、沈む体に安らかな休息をもたらしたまえ――」

　ステータス画面であらかじめスロットに良く使う魔法を入れておけば、アイコンをタップする必要が無く、決まった詠えい唱しようを音声認識して魔法が発動する。

　素早く動くにはそれが必須だった。

　そして唱えた魔法は、

「【睡スリ眠ープ】！」

　俺が杖つえをかざすと、ナルミ――

　ではなく、ナルミの連れている小竜の足下に魔ま法ほう陣じんが出現。

　羽毛が舞うようなエフェクトと共に竜はあっさり眠ねむりに落ちた。

「なっ!?　僕の竜が！」

　ナルミは必要以上に狼狽うろたえていた。

　なんでかっていうと、竜騎士ドラグーンという職業ジヨブは攻撃を含ふくむその他行動のほとんどを使し役えきしている竜に依存しているからだ。

　基本的な戦い方は竜の背中に乗って空からの攻撃をしたり、竜に火を吹ふけとか命令したりとかそんな感じ。イメージとしては雫しずくの獣使いビーストテイマーに似てるかな。

　だからその要かなめである竜の動きを封じられてしまうと、にっちもさっちも行かなくなるという訳。もちろんナルミだけでも戦うことはできるけど、竜騎士ドラグーンとしてはグッと攻撃力が下がる。

　これもさっき【知恵の豆】を食べて一時的にＩＮＴ知力をアップさせていたから、睡スリ眠ープがかなり効きき易やすくなってた。準備ってのは大事だね。

　あとは竜を失ってただの騎士になったナルミをこの杖でひたすら叩たたき続つづけるだけだ。

　非力だけど他に攻撃方法が無いんだから仕方が無い。

　でも俺の予想なら結構やれるはず。

　まだナルミはゼクスのゲームシステムにも不慣れな様子だし、そこを突つけばなんとか。

　危なくなったら強力な全体攻撃アイテム、【火か粒りゆう華かの実】を使うって手もあるし。

　そう思ってたんだけど……。

「うはぁぁっ!?」

　俺は石畳の上に転がっていた。

　ナルミが放った横よこ薙なぎの矛がクリティカルヒットしたのだ。

　転倒した俺のＨＰゲージが三分の一ほど削られる。

「あんまり甘く見ない方がいいよ」

　ナルミは顔色一つ変えずに言った。

　まさにその通り。甘く見ていた。

　ゼクスに初めてログインして戦闘の経験が浅い。不慣れ。

　そう思い込んでいたのが災いした。

　ナルミは元々ゲームが得意なのか、天性の才能なのか、上級プレイヤー並のタイミングで攻撃を繋つなげてくる。これで本当に初心者なのかと思うほどに。

　やはり生まれも育ちもいいヤツは何もかも秀ひいでているってことなのか？

　今もナルミが放つ技の連れん携けいは止まらず、まるで演えん舞ぶのように放たれる太た刀ち筋すじに俺は翻ほん弄ろうされていた。

　ＨＰが大きく削られる度たびに、自前の治癒ヒーリング魔法をかけて生き長らえる。

　その繰くり返かえし。

　でもこんな事では、いずれＭＰが尽きて結局はやられてしまうだろう。

　どうすればいい？

　思考する俺に、ナルミは矛を向けながら言う。

「たとえ女の子の姿でも、こうして慧兄を痛め付けるのは決して気分の良いものではないんだよ。だからそんなふうに頑張らないで、ここはあっさりやられてちょうだいよ」

　こっちだってましゅーのアバターがかかってるんだ、そう簡単に諦あきらめられるかっての！

　そこで今一度疑問に思った。

　ナルミはなんでそこまで仕来りにこだわるのだろう？

　仕来りだからと言われればそれまでだが、ナルミだって普通の女の子だ。

　もっとお洒落しやれをしたり、女の子の友達と遊んだり、男として生きるよりずっと楽しいはずなのに。

　そこへナルミの追撃。だが、

　ギンッ

　その一振りを俺は杖で受け止めていた。

　これが剣同士ならば丁度、鍔つば迫ぜり合あうような感じ。

「ねえ、ちょっと聞きたい事があるんだけど」

「なんだい、こんな時に」

　戦闘中だというのに俺が唐とう突とつに尋たずねたもんだから、ナルミは煩わずらわしそうな声で答える。

「鍵主の仕来りってそんなに大切なもんなの？」

「突然何を言い出すのかと思えばそんな事か。当たり前じゃないか。代々鍵主の家で連綿と受け継がれてきた事だよ？　それを僕の代で止める訳にはいかないじゃないか」

「ぷっ」

　俺は思わず吹いてしまった。

「何がそんなにおかしいんだい？」

「そりゃおかしいよ。まさかそんなくだらない事の為ために本気になってるなんて、考えただけでも笑える」

「鍵主の家を馬ば鹿かにする気か」

「別にナルミの家を馬鹿にしたわけじゃない。男でなければいけないとか、その為にましゅーを苦しい目にあわせるとか、そういった馬鹿げた仕来りを馬鹿にしたんだ」

「……なっ！」

「そしてそんな馬鹿げた仕来りに踊おどらされているナルミのこともね」

　ナルミは屈くつ辱じよくとも驚きとも取れない複雑な表情をした。

「踊らされてる？　ぼ、僕が？　そんなわけ――」

「あるよ。この前リアルで家に行った時にも思ったけど、ナルミって大層なことを言う割には全然男の子には見えないよね？」

「えっ!?」

「初めてコミカで会った時も普通に第一印象は女の子だったし、なんか色々試行錯さく誤ごして頑がん張ばってるみたいだけど、自分で思ってるほど女の子らしさを消せてないよって言ってるの」
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　イケメンの表情が歪ゆがむ。それはあからさまに動どう揺ようの表れだった。

「その涙ぐましい努力がまた笑いを誘ってねー、ぷぷぷっ」

「だっ、黙れっ!!」

　交わった矛と杖がギリギリと軋きしむ音を立てる。

「なんの意味があるのかなーなんて」

「うるさいっ！　君に何が分かる？　僕は兄さんが亡くなった時から男としての教育を受けてきた。そして鍵主を継ぐはずだった兄さんの遺志を代わりに繋いで行くんだ。兄さんのやりたかった事を成す為に。だから邪じや魔まをしないでくれ」

「それにましゅーを巻き込む必要は無いでしょ？」

「それも鍵主の意思、兄さんの遺志だ。君こそなんでそこまであの犬に肩入れするんだい？」

「犬？」

　その時はなんの事だか本当に分からなかった。

「犬は犬だよ。あえて分かりやすく言えば〝ましゅー犬〟という感じかな？」

「なんだって？」

　ナルミはこちらの反応を見てほくそ笑えむ。

「ほら、この前うちに遊びに来た時に僕に聞いたじゃないか。あの四角い建物はなんだって」

　思い出した。

　鍵主家のプールから見えた鉄筋コンクリート造の立方体の建物。ちょっと大きめの物置ぐらいのサイズで、窓が一切無く、異様な建物だったんで、ナルミに尋ねたのだ。

　でもそれがなんだって言うんだろうか？

　ナルミは続ける。

「あれは犬小屋だって言ったでしょ。ましゅー犬専用だけど」

「!?」

　体にピリピリとした電気のようなものが走った。

　あそこに、あの中にましゅーがいるというのか!?

　なかなか信じる気にはなれなかった。

　だって、あれは人が住むような建物じゃあない。

　中での圧迫感や閉へい塞そく感かんが半はん端ぱ無いだろうし、閉所恐きよう怖ふ症しようの人間は足を踏み入れただけでアウトっぽそうだ。そこに住んで生活しているというよりは、閉じ込められていると言った方が相応ふさわしい。

「なんて所に……」

「ああ、あれで意外に中は普通の部屋なんだよ？　まあ僕だったら数日で気が変になるけど。でも彼女がいけないんだからね。あんまり聞き分けが無いからさ、しつけとして外に出るのを禁止にして鍵かぎかけておいたんだけど、まさか懲こりずにまだオンラインゲームをやってたなんて僕はびっくりしたよ」

　俺は離れた場所にいるましゅーに視線を向けた。だが彼女はすぐに目を伏ふせてしまう。

　くそう、なんで気づいてやれなかったんだ！

「今すぐ彼女を自由にしろ！」

　思わず男言葉で叫んでいた。

「この勝負に勝ったらね」

　そこで交わっていたナルミの矛が動く。

　弾はじかれる俺の杖。

　そのまま体ごと吹っ飛ばされる。

　矢や継つぎぎ早ばやにナルミは攻撃の構えを取った。

　目ま映ばゆいエフェクト光が矛先に集束し始める。

　その青白い光は職業ジヨブに左右されない、武ウ器エ固ポ有ンスキルの発動モーションだ。

「【矛爪旋風撃ウイールエツジ】!!」

　大きく弧こを描えがいた太刀筋にまとわりつく旋風。その風自体にも攻撃判定があるらしく、まともにその追撃を食らった俺のＨＰゲージは瀕ひん死し状態。

　すぐさま治癒ヒーリングで回復。

　だが今のでＭＰが尽きてしまった。ＭＰ回復アイテムも無い。

　それでもナルミの攻撃は容よう赦しや無く続く。

　こちらはそいつを避よけるのがやっとで攻撃アイテムすら使う暇が無い。

　しかもタイミングが悪いことに、睡スリ眠ープをかけていた竜が今まさに目を覚まそうとしていた。

　アレが起きてナルミが竜騎士ドラグーン本来の戦い方を取り戻したら、もうおしまいだ。

　完全に手詰まり。というか絶体絶命。

　やはり聖職者クレリツクが前衛系の職業ジヨブに勝つなんていうのがそもそも無む謀ぼうな話だったのか？

　でも、だからと言って、諦めるわけにはいかない。

　どうすればいいのか？

　どうしたいのか？

　あえて言葉にするなら――




〝力が欲しい〟




「ならばあげましょう」

「えっ??」

　まるで俺の心を読んだかのような答えが聞こえてきた。

　どこから？

　そう思って声のした方に振ふり向むく。

　するとそこには意味ありげに微ほほ笑えむ、メルルーナちゃんの姿があった。

　なんで？

　どういうこと？

　そんな事を考えている時間なんて無かった。

　だってメルルーナちゃんの手には何かの錠じよう前まえみたいなものがあって、彼女がその表面に触れた途端、俺のステータス画面が勝手に開いて、【暁天の鍵デイブレイク・キー】が宙に現出したからだ。

　そのまま鍵はカチャリと見えない錠を解く。

　するとすぐに眼前に光の扉が現れた。

　空間を四角く切り取るこの光の枠わく。

　前にもこんなのを見た事があるぞ。まさか……。

　システム音声が耳元に響く。

《リモートでの起動を確認しました。ダイレクトアカウントチェンジを実行します》

「やっぱりー!!」

　不安が的中。

　光の扉が俺に迫ってきて、その枠の中を体がくぐり抜ぬける。

　すると華きや奢しやだったリエルのアバターは白銀の鎧よろいを身につけた男の体に変わっていた。

「……騎き士し様さま!?」

　遠くで見ていたましゅーが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　ああそうだ、一度体験してるから分かる。

　俺は今は、白銀の鎧をまとったレベル99の最強聖騎士パラデイン――

　騎士様になったのだ。

「これは……どういうことだい？　見た目が変わってしまうスキルとかあるの？」

　ナルミは俺の変身に目を丸くしていた。

　それもそうだ。こんなの見せられたら誰だって戸と惑まどう。

　あとそんなスキル無いからね？

　しかし、もう暁天の鍵デイブレイク・キーは使わないって決めてたのに勝手に起動するってどういうこと？　遠リ隔モ操ー作トとか言ってたからやっぱりこれは……メルルーナちゃんが？

　ちょっと彼女を問とい質ただそうかと思ったが、今はＰｖＰデユエルの最中だった。

　ナルミとそのパートナーである竜がすでに次の攻撃モーションを開始していたのだ。

「まあそんなのはどうでもいいや。とどめを刺させてもらうよ！」

　ナルミの三つ叉の矛トライデントが俺の腹へまともに突つき刺ささる。そこへ追おい討うちとばかりに竜が大口をあけてファイアーブレスを吐き、火ダルマにされる。

　だが俺はまったく動かなかった。

　動く必要も無いと思ったから。

　俺を包んでいた火が消え、姿が露あらわになると、目の前でナルミが驚きよう愕がくの表情を浮うかべているのが見えた。

「なっ……どうして……」

　腹は最強装備の鎧が守り、傷一つ付いていないし、火に包まれてもＨＰゲージはさして減ってもいなかったからだ。

　その上、こうしている間にも聖騎士パラデインの職業ジヨブスキル【自己回復オートヒーリング】が働いてＨＰが満タンになっていた。

　俺はちょっと笑ってみせる。

　それでナルミの表情が侮あなどったものから真しん剣けんなものへと切きり替かわった。

　格の違ちがい。

　相手にならない。

　察しのいいナルミはすぐにそう感じたらしい。

　そして、それが分かっても尚なお、俺に矛を向けてきた。

　状況的にＰｖＰデユエルを止めて、理由を説明して、仕切り直し。なんて事はやってられない。

　仕方が無い。ちょっと反則臭いけどやるしかないか。

　俺は背中にある大たい剣けん、【光翼の剣ルキシスブレイド】を抜き放つ。

　相手の行動は早い。

　正面からは翼つばさを広げた竜がこちらの喉のどを掻かき切きろうと大おお爪づめを振りかざしていた。

　そこで俺はスキルを発動させる。

【瞬神速アクセル】

　そのスキルを使用した直後――

　世界は制止した。

　そう見えるのは俺だけが時の流れの速い世界に突入した為だ。

　一定時間自身の行動を加速できる超レア級スキル。

　そいつの力を借り、俺は石いし畳だたみを蹴けって飛んだ。

　牙きばをギラつかせた竜が彫像のように固まる横を演舞を舞うようにすり抜け、その後ろで再び矛爪旋風撃ウイールエツジのモーションに入っているナルミに迫る。

　彼（彼女）の真横を駆け抜ける刹せつ那なの刻とき、俺は耳元で囁ささやいた。

「ナルミはお兄さんじゃない。ナルミはナルミだ」

　それで僅わずかだがナルミの瞳が揺れたように見えた。

　俺が制止すると、瞬神速アクセルの効果が消失する。

　次の瞬間、

　少し先の未来が遅れてやってくる。

　竜が断だん末まつ魔まの咆ほう吼こうをあげることなく地面にくずおれた。

　そこから遅れることコンマ数秒。

　ナルミの体に二十数カ所の斬ざん撃げきが一度に刻まれる。

　ＨＰは瞬時にゼロ。

　呆然としながら揺らめく体は膝ひざから落ち、そしてうつ伏せに倒れた。

「自分の道じゃない道を辿たどっても楽しくないだろ？　元の道に戻る勇気が足りないのなら俺がそこまで一緒について行ってやる」

　伏ふしているナルミの背中に俺は静かに投げかけた。

《ＦフＩイＮニＩツＳシＨユ》

　システムメッセージがＰｖＰデユエル終了を告げる。

　同時に俺の勝利が確定した。




×　×　×




　死んでしまったナルミに俺は蘇リバ生イブの魔ま法ほうをかけてその場で蘇よみがえらせた。

　この場に放置していくわけにもいかないからね。

　リエルはまだその魔法を習得していないので、当然それは聖騎士パラデインである騎士様の魔法だ。

　それでそのナルミなんだけど、今、目の前でむっくりと起き上がったところ。

　そして生き返るなり、俺に向かってこう言った。

「僕と契約のキスをして、本当の兄さんになってよ」

「なんでだよっ!!」

　俺の口調は自然とアバターに合わせた男のものになっていた。

　雰ふん囲い気きって大切。

「いやあ今の圧倒的な強さに痺しびれちゃってさ。死んだ兄さんの面おも影かげを感じちゃったんだよねー。元から慧兄は似ているところがあると思ってたけど、ここまできたら本人そのものだよ」

「そんなわけ無いだろ！」

　なんだこの変わり様！　なんか俺、余計なこと言っちゃった??

　一応、形はどうであれ俺が勝っちゃったわけだけど、だからってあっさり態度が変わりすぎだろ！　どうなってんだよ、これは。

「約束もちゃんと守るよ。もうましゅーの自由を束そく縛ばくするような事はしない」

　傍そばでその言葉を聞いていたましゅーは、まだ実感が湧わいてこないのか唖あ然ぜんとしている。

　ちょっと反則気味だったけど、ましゅーにとってはいいことだし、ナルミがそう言うんだから……まっいっか！

「でもナルミの方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「何がだい？」

「家の問題がまだ残ってるだろ？　一人で解決できるの？　なんなら俺が一緒に行って」

「ああ大丈夫、なんとかしてみるよ」

「なんとかって……」

「そんな事より、早くキスを」

「はあっ!?　な、なにを、やっ、やめっ……」

　ナルミは俺の背中に手を回し迫ってくる。

　でも今のナルミはリアルの鳴海ではなくて、無駄にイケメンな男アバターなわけで……。

　それに加えて俺もまだ騎士様の姿なわけで……。

　絵的には相当ヤバめな感じになっていた！　ウホッ。

　これに敏びん感かんに反応したのはましゅーだった。

　さっきまでのぼんやり感はどこへやら。急に瞳を輝かせて、

「こ、これは、ナイスブラザー同士のラブラブショットきましたー！　ちょっ、ちょっと待って下さいねー？　いっ、今、スクリーンショットの用意しますからー！　あ、でも本当のキスはダメですよ？　それは……あのぉ……わたしが予約済みですから……ポッ」

　なんて言いながら撮さつ影えいアイテムを取り出し始めていた。

「何考えてんだよ、二人共っ!?」

　そんなわけで俺はＢＬ好きな二人に囲まれ、未体験ゾーンの入口で揉もめる。

　それは騎士様へのチェンジ状態が解けるまで続いた。




×　×　×




　制限時間がやってきてリエルの姿に戻もどった俺。

　ナルミの奴やつはそれだけで急に興味が無くなったようで離はなれていった。

　元はといえば俺がこうして騎士様になってしまったのは、メルルーナちゃんが持っていたあの錠前型のアイテムのせいで恐おそらく間違いないと思う。

　そういえばそのメルルーナちゃんは？

　そう思って周囲を見み渡わたしてみたが、ましゅーとナルミが何か話しているのが視界に入るだけで彼女の姿は無い。いつの間にか消えていた。

　聞きたいことが山ほどあったのに……。

　それにしても何を考えているんだろう？

　俺は純じゆん粋すいさの見本みたいに見えていたメルルーナちゃんに対して、ここにきて初めて疑いの気持ちを持ったのだった。







＃06【なんとなく修しゆ羅ら場ばすぎてヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　ゴロチュウ姿の雫しずくが恥はずかしそうにボードを立てた。

『私の為に毎日味み噌そ汁しるを作ってくれないか？』

「ええーっと……これはいわゆる古風なスタイルのプロポーズという事でいいのか？」

『イエスッ！　マイダーリンッ！』

「どうぞお帰り下さい」

　俺は冷静に店の出口を指し示した。

　さて、ここがどこかというと喫きつ茶さロープレなわけで。

　俺は今、バイト中なわけで。

　なのにもかかわらず開店直後から席に居座ってる雫が、さっきからやたらとちょっかいを出してきて困っている。

『ミソスープ、ツクレマセンカー？』

「なんで片言なんだよ。てか、俺の方が作るのかよ！」

『だって私、料理できない』

「誇らしげに言うなよ」

『でも作って欲ほしい？』

「いや、いいよ……」

『どういうこと!?』

「いや俺の方が、どういうこと!?　だよ！」

『本当は作って欲しいクセに』

「しつこいなあ……どこをどう取ればそう見えるの？」

『本当はつくねが欲しいクセに』

「そうそう、本当はこのネギマよりも、そこのつくねの方が旨うまそうでさー。そっちが欲しかったんだよねー」

『本文は注意して読むクセに』

「俺、おっちょこちょいだからさー。本文はよく熟読しないと間違ったふうに読んじゃうんだよねー。この前の期末テストの時もまたやっちゃってさー」

『本来はちゅるっと飲むクセに』

「いやね、本来はちゅるちゅるっと飲むように食べるのが習わしなんだけど、俺ひねくれてるから噛かんで食っちゃった！」

『本心はチューしたいクセに』

「うん、この際だからはっきり言わせてもらうけど、チューしたかった！」

「そうなんですかー？」

　突とつ然ぜんそんなふうに聞かれて俺は固まった。

「へっ??　いや、これは違う違う！　こいつがいつもの……ってあれ？」

　言い訳しながら声のした方へ振り向くと、そこには柔にゆう和わな笑えみを浮うかべたましゅーが立っていた。

　どうやら半はん軟なん禁きん状態から解放されたみたいだ。よかったー。

　俺はホッと胸を撫なで下おろす。

「ましゅー、もう大丈夫なの？」

「ええ、御お陰かげ様さまで」

　彼女はにこやかに返してくれた。

　しかし俺とましゅーが和なごやかに話す間で、雫が合点のいかない顔をしている。

　そういや、ましゅーがゼクスに復帰してから鳴なる海みと一ひと悶もん着ちやくあったことは雫はおろか他のメンバーも知らない。だからみんなましゅーがなんとなーく辞やめて、なんとなーく戻ってきたくらいにしか思っていないと思う。

　でもまあ理由をわざわざ話す必要も無いし、このままでもいいかなあって。

　と、そこで俺は、

　雫とは違う別の視線が俺に向けられている事に気づいた。

「「ジー」」

　見ればいつの間にか姫とリコッタが傍そばにいて、こっちにジト目を送ってきていたのだ。

「おわっ!?　いつ来たの!?」

「ちょっと前からよ」

　なんだか顔が赤い姫はそう言って俺に近寄り、耳打ちしてくる。

（しょっ、しょうがないわね……。そんなにして欲しいって言うならまたしてあげなくもない……わよ？）

（な、なにを??）

（何って……ば、馬ば鹿か、言わせないでよ！）

（??）

（キ……キスに決まってるでしょ！）

「ぶっ!?」

　その単語を聞いて俺は反射的に仰のけ反ぞった。姫からちょっと距きよ離りを取ると今度は背後にいたリコッタが。そこで彼女は同じように耳打ちしてくる。

（リコッタはいつでもＯＫにゃりよー？　帰ってから家でするにゃりかー？）

　俺の耳元でニヤニヤしている。

　こいつもまた姫と同じ事を……。

　何やら嫌いやな予感がし始めたので、ここはさっさと仕事に戻った方がいいな。

　そういえば、これで久しぶりにギルメンがリアルで揃そろい踏ぶみである。

　今日は何でみんながここに集まっているのかというと、相変わらずギルド勧かん誘ゆうに関しての会議を行う為ためだ。懲こりないねえ。

　しかしながらテーブルに着いて和気藹あい々あい（？）と話し始める彼女達を見ていると、いつものギルドの雰ふん囲い気きが戻ってきたなあと安心する。

　そんなふうにゆるりとした感じで見守っていると、そこにお店のドアベルが鳴った。

　お客さんか。

「いらっしゃいませー」

　言いながら入口を見ると、一人の少女が立っていた。

　短めのスカートから伸のびる長い脚あし。細い体は背丈も結構ありそうだった。

　そのスレンダー体型には、さっぱりとしたレイヤードボブが良く似合う。

　……って、あれ??

　なんか服装がいつもと違って女の子女の子してたからすぐには直結しなかったってのもあるけど、彼女はもしかして……

「鳴海!?」

「あ、慧けい兄にぃ！　遊びにきたよ！」

　彼女は俺に気づくと嬉うれしそうに近付いてくる。

「遊びにきたって……その格好はどうしたんだよ？」

「ふっふっースカートなんて珍めずらしいかい？　惚ほれ直なおしちゃった？　あと今日から僕のことは鳴海じゃなくて鳴なる美みでお願いね。鳴るに美しいっていう字。実はそっちが本名で、兄さんの事を受け継ぐと決まった時に鳴海の方に改名してたんだよねー。だから元に戻す方向で」

　彼女が言うように魅み了りようされてしまったのは確かだったが、

「いや、そうじゃなくて」

「ああ家のことか。もう無理して男っぽくありたいとは思わなくなったし、そういう事だよ。それにみんなが幸せになれるいい方法を思い付いたんだ」
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「いい方法？」

「そう、慧兄に婿むこに来て貰もらえれば万事解決だよ。無論、鍵かぎ主ぬしの次期当主候補で」

「……は？」

　何を言い出したんだこいつは？

「鍵主が外から婿を取るのは問題無いわけだし、あとは父上が首を縦に振ふるかどうかなんだけど……。まあ慧兄のような聡そう明めいな人間ならきっと父上も認めてくれると思うよ」

「別に認めてくれなくてもいいんですが！」

「長い戦いになるかもしれないけど一緒に頑がん張ばろうね。それで僕が家か督とくを継げなくなっても、死んだ兄さんの〝遺志〟は継いでゆけるしね」

　鳴美はもうそれが決定事項だと言わんばかりの態度だった。

　そりゃこれなら根本から覆くつがえしたってことになるだろうけどさ……。

　どうしてこうなった！

　すると姫が、居ても立っても居られなくなった様子で席から立ち上がる。

「ちょっとー!?　黙って聞いてれば勝手なこと言って、あんたこの前コミカであった子でしょ。なんで慧けい太たとそんな話になってんのよ！」

「そうにゃん！　このリコッタがそんな事はさせないにゃん」

　猫ねこ娘むすめが加勢する。

　そして雫が、説明を求む！　という感じでボードを立てた。

『ましゅーの夫とかいう件について』

「ああ、それは解消。日ひ眞ま里り、言い忘れてたけどあんた九ここの重えに帰っていいよ？」

「えっ……？」

　唐とう突とつにこんな場所で重要な事を言われたもんだから、ましゅーは呆あつ気けに取られてしまった。

　鳴美は再度、雫達に向き直る。

「で、えーと、ここにいる人達には……色々と説明すると話が長くなるんで、全て僕の妄もう想そうだったということにしといてくれるかな」

「何を言ってるんですか、坊ぼつちゃん!!」

　そこで突然、男の声が上がった。

　鍵主家の執しつ事じである永なが満みつさんが、狼狽うろたえながら鳴美の前に飛び出してきたのだ。

　いつの間に店内に入ってきたんだ!?

「なんだ永満か。僕はもう決めたんだ。だからこれ以上構わないでくれ」

「それは困ります坊ちゃま。確かに私は婿むこ殿どのをお迎えする事には賛同いたしますが、それはあくまで内密の婿殿であって……」

「くどいよ。どっちも婿なんだから一緒じゃないか」

「そうは行きません。それにその格好、早く元の姿に戻って下さい。着き替がえは用意してありますので」

「いやだよ、僕この服装が気に入っちゃったんだもん。それにこれからは僕のことは坊ちゃんじゃなくて、お嬢じよう様さまって呼んでくれたまえ」

「なりません！　断じてなりません！」

　そうした鳴美と永満の押し問答の様子を雫達は、

「なにこれ……？」

　みたいな顔をして見ている。

　え、俺？

　俺はどうでもいいや、ってな感じなのでさっさとバイトに戻った。

　そしたらマスターに、「配達頼たのむわー」といきなり頼まれ事。

　俺はロープレ特製サンドウィッチ二人前を持って、通り一つ向こうの服屋まで出前を持って行くことになった。

　通常、うちの店は出前なんてやって無いんだけど、ご近所さんのよしみ。商店同士でこうしたやりとりは結構あるんだよね。

　オサレとは縁遠い俺は、そういう理由が無ければ個人的にそのお店に行くことはなさそうだけど。

　そんな訳でサンドウィッチの載のったお皿にラップをかけて、そいつを片手に店を出る。

　正面の通りを渡わたり、向かいの本屋の横にある裏路地に入る。

　こんな細い道はこの辺に住んでる人しか使わない。だから人通りは皆無だ。

　この路地を出た先に目的の服屋があるわけだが、

「慧太さん」

　その細道に足を踏み入れてすぐに背後から呼び止められた。

　振ふり返かえるとそこには、慌あわてて追ってきた様子のましゅーがいた。

「ど、どうしたの？」

「いえ、たいした事じゃないんですが、この前の事でまだお礼を言ってないなーと思いましてー……」

　恥ずかしそうにそう言う彼かの女じよ。

「お礼なんて大おお袈げ裟さだよ。それに全部俺が決めて勝手にやったことだし」

「そんなことないです！　とっても嬉しかったです。それにわたしは今回の事だけじゃなくて、今までの事もお礼を言いたいんです」

「今まで？」

「はい、わたしがゼクスを始めてからの事です」

　なんで急にそんな前の事を？　素直にそう思った。

「ご存知の通り、わたしはお家の事情からあまり自由が許されない環境にありました。そんなわたしにとって自由に羽を伸ばせる唯ゆい一いつの場所がゼクスだったんです。ゼクスでリエルちゃんと、ギルドのみんなと、話すのが本当に楽しかった。でもログアウトすれば嫌いやな現実が待っている。だから少しでも長くゼクスの世界に浸ひたっていたかったんです。そしていつも遅くまでわたしの無む駄だ話ばなしに付き合ってくれたのがリエルちゃんでした」

　その事情を聞かされると、なんでましゅーは何かとログアウトしたがらなかったのかって事が今さらながらに分かる。

「ゼクスで初めてリエルちゃんに会って、それから何度もわたしのわがままに付き合ってもらって……」

　ましゅーに触しよく発はつされて俺は色々思い出していた。

　落ちたがらない彼女と朝まで他愛の無い話をした日々の事を。

　あれも、これも、どうでもいい話だったけど、とても楽しかった。

　眠ねむいけど心ここ地ち好よいとすら感じた。

　誘さそわれないとちょっと寂さみしいとも感じた。

　でもましゅーはそこで見せる笑顔の裏で、問題を抱えていたんだなー……。

　そんなふうにしみじみ思ってると、ましゅーが気になる事を口にする。

「そんなある日、〝約束〟してくれましたよね？　〝ずっと話し相手になってくれる〟って。あれはとっても嬉しかったですー。ありがとうございますー」

「は、はあ……」

　確かにそんなような事を俺は言ったような気がするが、それよりも……。

〝約束〟という単語。

　これはやっぱり、【ユーグ】がよこしたメールの中にあった言葉と同じだよな？

　ってことは姫やリコッタに続いて、ましゅーにまでユーグフラグが立っちゃったわけだが……。

　でもここで問とい質ただして、真意を確かめたところで俺にはなんの得も無い。

　そもそもユーグの正体なんて捜さがす気はこれっぽっちも無いんだから。

　だってそれって、女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを持つ俺からしたら藪やぶから蛇へびを突つつき出だすようなもんだろ？

　この事にはできるだけ触ふれずにそぉーっとしておくのが無難だ。

　俺にはゼクスさえあれば、それでいいんだから。

　ましゅーは上うわ目め遣づかいで俺を見る。

「あ、あのっ……これからも、ずっとお話し相手でいて下さいね」

「えっ？　あ、ああ、うん」

「それは同じ屋根の下で一生ってことですよ？」

　彼女はそこで顔を赤くして急に小声になったもんだから、言葉自体は全然聞き取れなかった。

「え、なんて？」

「いっ、いえ、こちらの事です。それより配達のお邪じや魔まをして申し訳ありませんでしたー」

「それは別にいいんだけど……」

「じゃ、わたしはこれでー」

「お、おう」

　なんか浮うわついた様子で戻って行くましゅー。

　なんなんだろうな？　あれ。

　ま、いいや。

　俺はこいつをさっさと届けないと。あんまり遅くなると昼ひる休きゆう憩けいが短くなったって、服屋の兄ちゃんに文句言われそうだからな。

　手に持っていたサンドウィッチの皿にちょとだけ視線を落とす。

　そして再び歩き始めた時だった。

「あの、慧太さん」

　不意に背後から呼び止められた。

　この柔やわらかい声は間ま違ちがいなくましゅー。

　とうに行ってしまってたと思ってたんだけど、今度はなんだ？

　何か言い忘れた事でもあったんだろうか？

　そう思って振り返る。

「何かまだ……っんぐふ!?」

　振り向いた直後、軽い衝しよう撃げきが俺の身にのしかかる。

　眼前にはましゅーのふんわりした前まえ髪がみと長い睫まつ毛げ。

　そしてサクランボのように赤く染まった顔が触れんばかりの近くにあった。

　そして遅れること数秒。

　今いま頃ごろになって俺の唇くちびるに触れる柔らかい感触に気づく。

　まさか…………また……こんな不ふ意い討うち!?

　そう、

　認めたくはないが、俺は振り返りざま、ましゅーに、

　――キスをされていた。

　触れ合う唇の合間から彼女の吐と息いきが漏もれる感覚がはっきりと分かる。

　考えるまでもなく、これはアウト。

　ぶっ倒れる前に俺の方からさっと離はなれ、近くの壁かべにもたれ掛かかる。

　これは夢だ。これは夢だ。これは夢だ。

　ベタな方法で体に言い聞かせながらよろよろと足を運ぶ。

　そうだ、早くこの出前を届けないと。

　それが終わったら今日はマスターに早退をお願いして、それからゼクスにひきこもろう。

　あの世界ならこんな死にそうな気分を味わうこともないし。

「ご、ごめんなさいっ……でも、我が慢まんできなかったんですー……」

　ましゅーは心配そうに俺のことを支えようと近付いてくる。

　あーもうダメだ。







[image: ]







　力の抜ぬけた俺は、ふらふらーっと彼女のふくよかな胸にダイブしていた。

　皿が地面に転がる音がしたが、もうそれを気に掛けている余よ裕ゆうは無かった。

　ただ気になったのは薄うすれ行く意識の中で目にした人ひと影かげ。

　路地の先の曲がり角でこちらの様子をうかがっていた少女がいたのだ。

　はっきりとは分からなかったが、艶つややかな巻き髪とモデルのように長い脚、あのシルエットには見覚えがある。

　美み咲さきさん？

　彼女はこちらの視線に気づくと、さっと身を翻ひるがえして行ってしまった。

　まさかましゅーとの一部始終を見られた？

　そんな心配をしてみるものの、ましゅーの胸がブースター効果を発揮して、俺の意識はスコーンっと深い所まで落ちて行ってしまったのだった。




×　×　×




　◆　オンライン　◆

「うぅ～ん」

　リエル姿の俺は【プラキス平原】の真ん中で大きく伸びをした。

　やはりヴァーチャル世界は安心できるなあ。

　逆にリアルは生きた心地がしない。

　姫やリコッタに続いてましゅーまでもがあんな事を……。

　俺を殺す気か！

　あの後、体調不良を理由にバイトを早退して、今こうしてゼクスにひきこもっているわけだが、もうこのままこの世界に住んじゃいたいくらいだ。

　リアルなんていらん！

　ましゅーじゃないけど、これからは俺もヴァーチャルに生きるぞー！

　そんな事を思っていると、視界の端はしにゼクス内メールの着信を知らせるアイコンが点てん滅めつしていることに気づいた。

　どうやらインしていない間に届いていたらしい。

　すかさずメールボックス画面を開くと、どうやらましゅーからのメールのようだった。




［件　名］気が早いですが

［差出人］ましゅまろ

［宛　先］リエル

《この前はわたしが欲ほしいって言ってたアイテムをたくさんありがとうございましたー。御お陰かげ様さまでとってもいい物ができましたー。本来ならばこういったものは、わたしが送るべきではないのかもしれませんが、元々はリエルちゃんがくれたものなので、リエルちゃんから～って事でいいですよね？　二つのうちの一つを倉庫にお送りしておきますー。あとで確認して下さいねー。ではー》




　これってこの前俺があげた白金鋼のことか。

　彫ちよう金きんスキルで何か合成したみたいだけど、何を作ったんだろう？

　メールの最後にはそのアイテム名が記載されていた。




《【結けつ婚こん指輪】［種別］小物装備　［装備効果］特になし（婚礼アイテム）》




「…………」

　おい。

　俺はそこで白金鋼が別名プラチナである事を思い出した。

　最初からこれを作るつもりだったのか。

　でも婚約指輪よりも先に結婚指輪てｗｗ

　まったく、どうしろっていうんだよ……。

　とんだ贈おくり物ものに困り果てていると、もう一通別のメールが届いている事に気づいた。




［件　名］プンプン

［差出人］まり緒

［宛　先］リエル

《ゼクスのメールって良く分からなくて時間かかちゃった。で、いきなりだけと本題にいっちゃうね。リエルというか、鷺さぎ宮みやくんの事なんだけど、この前リアルでましゅーと……その……キスしてたでしょ！　美咲見ちゃったんだから！》




　うわ……やっぱり見られてたんだ。

　って事はあの時の人影は美咲さんで間違いなかったってことか。

　続きがまだある。




《まったく、美咲というものがありながら酷ひどいよね。このまま放っておくとリエルに悪い虫がたくさん付いちゃいそうだから、この辺で告白しておくね？　えっと、

　美咲が〝ユーグ〟だから。

　あなたの事が好きだと告白したのは、この美咲だから。

　その事を忘れないでね。じゃあまた》




「……え？　ええぇぇっ!?」

　な、なんだって!?

　突然の告白に俺は何が何やら分からなくなった。

　いや……でも……それじゃあ、つじつまが合わないことがありすぎるぞ？

　というか絶対に嘘うそだろこれ！

　最初の告白は騎き士し様さま姿のあいつから直接聞いたはずだ。その時点で彼女はまだゼクスを始めていなかったし……あり得ないだろ。

　そもそもどうしてユーグの事を美咲さんが知ってるんだ？

　その辺からしておかしい。

　何でいきなりこんなこと言い出したんだろう……。

　彼女の真意が掴つかめず困こん惑わくする俺だった。




×　×　×




　◇　オフライン　◇

［件　名］（未記入）

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《僕のメールボックスを盗ぬすみ見みた奴やつがいる。許せない！》







＃??【動き出す陰いん謀ぼう】







　◆　オンライン　◆

「うまくいったようだな」

　フルフェイスの兜かぶとが闇やみの中で鈍にぶく光る。その低い声の主はノイエヴェルトだ。

「そうですね。思いの外いい感じになりましたっ☆」

　答えたのはパープルピンクの死霊使いネクロマンサーメルルーナ。

「逢魔時の錠前ピリオド・ロツクのもう一つの機能、リモートチェンジ。いかがでした？」

「ああ、なかなか良かったのではないか？　リエルはまたリアルでモテモテだったみたいだしな、くそっ！」

　ガッ

　暗がりの足下で何かが音を立てて転がる。

「ノイエさん??」

「いや……こちらの事だ。なんでもない」

「そうですか。まあこれで彼のリアルへの拒きよ絶ぜつはかなりＵＰアツプしましたね。さすがにもう行けますよね？」

「うむ、いい頃ころ合あいだろう。暁天の鍵デイブレイク・キーと逢魔時の錠前ピリオド・ロツクを合わせるに相応ふさわしい状況が出来上がった」

「ついに！　わくわくですねーっ☆」

　メルルーナは闇の中で不気味にほくそ笑えむ。

　そしてノイエはＧＭの鎧よろいをカチャリと鳴らし、闇の中で大きく両手を広げて見せた。




「さあ、新世界ノイエヴエルトへの扉を開く時が来た」







《Wait till next login!!》







あとがき







『ネトラれ』５巻をお届けいたします。

　御陰様でなんとかここまでやってこられました。これも読者様の応援があってこそです。これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

　話は変わって本編の話題。

　今回、作中で雫が『Ａカップブラを愛でる会』という怪しげな会の会員だという事が判明しました。しかし多くの方がそれについて勘違いをなさっているのではないかと思い、ここで詳しく御説明させて頂きます。

　雫は『Ａカップブラを愛でる会』の会員です。

　あくまで愛でる側です。

　誰も本人がＡカップだとは言っていません。

　では、雫は何カップなのか？

　ちょっと設定を調べてみました。ごそごそ……。

　えーと…………ＡＡＡトリプルエーですね。Ａカップよりマイナス５センチも小さい事になります。このＡＡＡトリプルエーというのはかなり――――

　ガンガンッ（玄関のドアを叩く音）

　おや？　誰か来たようなのでこの辺で謝辞を。

　三嶋さん、可愛いイラストをいつもありがとうございます。今回のお気に入りは、ふて腐れたリコッタです。

　担当さん、本巻でも細かい要望に快く対応して頂き、ありがとうございました。

　それから編集部の皆様、この本の出版までに携わって下さった全ての方々に御礼申し上げます。

　さて、ここまでまったり、のんびり、やってきたこのシリーズ。本編ではノイエとメルルーナが何か始めようと画策していますが、どうなるんでしょう。

　次回はいよいよ、お話が動く…………のか？

　その他にもＡＡＡトリプルエーの秘密に迫る等――――

　バンバンッガンゴンッガンッ（玄関のドアを更に激しく叩く音）

　おっ!?　さっきから一体誰だ？　はいはい、今行きますよー。

平成二十四年十一月吉日
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／三嶋くろね先生
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